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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なんてひどい……」

　船のような形をした巨きよ大だいな機械の残ざん骸がいを前に、若い娘むすめが呻うめく。

　彼女は外骨格と防護服をまとった兵士だ。グラムと呼ばれる兵器を握にぎれば、グラムリッターとして戦場を疾しつ駆くする魔ま道どう士しでもある。

　娘と同じ格好をした兵士たちが、周囲を忙せわしなく駆かけ回っている。

　立ち尽つくす娘に、上官からの叱しつ咤たが轟とどろく。

「急げ！　この空域だっていつファフニールが集まってくるかわからないんだぞ！」

「は、はい！」

　数時間前、彼らの頭上──空で、大規模な戦せん闘とうが行われていた。

　地上に墜おちた船の残骸は、その敵対勢力であるアドミラル級ファフニールのものだ。

　伝説級にして最強最悪のアドミラル級ファフニールと、〈皇国〉軍最大戦力のひとつである戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉が衝しよう突とつした。辛からくも勝利を摑つかんだのは戦龍バトルシツプの方ではあったが、決着までに多数のグラムリッターが犠ぎ牲せいになったのだ。

　──ひとりでもいい。生き残っていて。

　犠牲になったのは、娘と同じ部隊の魔道士だ。グラムという兵器は、数人で交代しながら扱あつかう。今回の作戦では、彼女は補ほ充じゆう要員に回され、戦闘が長引けば第二陣じんとしてグラムを受け取り、参戦するはずだった。

　その第一陣が完かん膚ぷ無なきまでに壊かい滅めつさせられたのだ。

　中には、今回が初うい陣じんだという年若い少女もいたというのに。

　すでに陽ひは落ち、暗くら闇やみがあたりを支配し始めている。

　地上の支配者は人ではない。ファフニールだ。

　機械でできたこの怪かい物ぶつたちも、夜の空は飛ばない。それはつまり、地上に降りてくるということなのだ。

　捜そう索さくを打ち切るべきだ。

　そんな時間になっても、彼らは生存者を探して駆け回る。あるいは、救いを求めるかのように。

　娘の胸中に、ひと月と少し前に起こった事件が蘇よみがえる。

　──先の敗北で軍を追われた、あの戦龍バトルシツプのグラムリッターもこんな気持ちだったの？

　戦龍バトルシツプを振ふるいながら、自らの部隊と龍りゆう甲こう艦かんを撃げき沈ちんされた愚劣な敗者バツドルーザー。自分たちの犠牲になんの意味もなかったという絶望は、それを味わった者にしか理解できない。

　嘆なげくように、船型の残骸から大きな破は片へんをどかしたときだった。

「あ……ぅ……」

　機械の残骸の中から、人の呻き声が聞こえた。

「生きてる？　ねえ、そこに誰だれかいるの？」

「助け……て……」

　娘の声に答えたのは、か細い少女の声だった。

「生存者よ！　手を貸して。生き残りがいる！」

　歓かん喜きさえ滲にじませて、娘は叫さけんだ。

　やがて救出されたのは、まだ十代の少女だった。額から血を流し、体中傷だらけではあるが、奇き跡せき的に息をしていた。

　少女の名は花はな房ぶさ響ひびき。

　先の戦闘で、アドミラル級に喰くわれた最初の犠ぎ牲せい者しやの名前だった。








第一章　蒼あおいグラムの後こう継けい者しや






「──お休み中でしたか、小鳥遊たかなし指導官」

　そんな声で、蒼そう真まは目を覚ました。

　目を開けると、そこは病院の一室だった。膝ひざの上には開いたままの本が載のっている。どうやら読書をしていて、うたた寝ねをしていたらしい。

　声をかけてきたのは艶つややかな黒くろ髪かみをした少女で、生徒のコノハだった。その後ろにマリーと葉は月づき、同じチームの三人の姿がある。授業が終わって、指導官である蒼真の見み舞まいに来てくれたらしい。

　三人とも、学園の制服姿だ。

　ベッドで身を起こしていたことで、寝ていると気づかなかったのだろう。

　蒼真はぼうっとする頭を振って苦く笑しようする。

「だらしないところを見られたな。薬を打たれると、どうも眠ねむくなる」

　蒼真は自分の腕うでから伸のびる管の先を見上げる。

　乳酸リンゲル液の容器にはさらに注射器が刺ささっている。蒼真の入院の原因は少々特とく殊しゆで、追加の薬やく剤ざいをいくつも投入されているのだ。

　コノハは長い髪かみを揺ゆらして首を横に振る。

「こういうときくらい、ご無理をなさらないでください」

　表情の硬かたい少女はニコリともしなかったが、その眼まな差ざしからは気き遣づかいが感じられた。

　濡ぬれ羽ば色いろの美しい髪。小さな顔に吸い込まれそうな水すい晶しようの瞳ひとみ。凜りんとした気高さと散るのを待つ花のような儚はかなさが同居した、どこまでも可か憐れんな少女だった。

「おにいちゃん、具合どう？」

　そんなコノハの後ろから、ひょっこりと顔を出すのは義ぎ妹まいの葉月だ。

　肩かたで揃そろえた栗くり色いろの髪に、大きな翠すい玉ぎよくの瞳。年ねん齢れい以上に幼く見える顔がん貌ぼうとは裏腹に、瑞みず々みずしく育った体つき。屈くつ託たくのない笑え顔がおが見る者の心を癒いやしてくれるような少女だ。

　蒼真は自然と笑い返すことができた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。検査結果次し第だいだが、もう二、三日中には退院できるだろうという話だ」

「そう、よかったぁ」

　葉月はホッとしたように笑いかける。

　するとコノハの隣となりから最後のひとりの少女マリーが顔を出した。

「指導官には早く復帰していただかないと、わたくしたちの授業が遅おくれてしまいますわ」

　こちらは金色の髪に紺こん碧ぺきの瞳を持った異い邦ほう人じんである。他ほかのふたりに比べてスラリとした長身を誇ほこるが、スラリとしすぎている部分もある。

〈皇国〉の同盟国〈帝てい国こく〉からの留学生であり、見た目通りの気の強さとそれに裏打ちされた優ゆう秀しゆうな成績を持つ生徒だ。

「そうだな。すまない。早いところ治さないと君たちにも迷めい惑わくをかけてしまうな」

　蒼真が入院してから一週間が経たっていた。

　それは先日のアドミラル級戦から、一週間経ったということでもある。

　学園では一年生の代表グラムリッター選せん抜ばつ試合が迫せまっており、コノハたち三人が蒼真の受け持つチームなのだ。

　授業を見てやれないため、彼女たちは授業が終わってから蒼真の見舞いがてら、翌日の課題を受け取るためにここに来てくれている。

「学年選抜試合まで、あと十日だものな」




　グラムリッターという兵士を育成するこの学園では、数か月後から学園同士での対たい抗こう試合が始まる。その勝敗によって所持するグラムを取り合うというものだ。

　実戦に近い緊きん張ちよう感かんと戦術を経験するためのシステムだが、このヒリュウ学園は連敗続きで学園の存続が危あやうくなっている。これ以上グラムを失うと自衛能力なしと見み做なされ、学園だけでなく龍りゆう甲こう艦かんそのものが軍に徴ちよう集しゆうされることになる。

　これは生徒たちにはまだ伏ふせられている事実ではあるが、蒼真は学園を救うために対抗試合の選抜メンバーを育てなければならない。

　いまはそのメンバーのうち、一年生代表が決まろうという大事な時期だった。指導官の蒼真がいつまでも入院して授業を中断させるわけにはいかないのだ。




　なのだが、マリーは慌あわてたように両手を振る。

「べっ、別に指導官を責めるつもりはありませんわ！　そもそも、指導官が入院することになったのだって、軍のせいではありませんの。指導官が悪いわけではありませんわ」

「はは、気を遣つかわせてすまないな」

　着任したてのころはずいぶん反はん撥ぱつしていたマリーだが、最近は妙みように丸くなったというか優やさしくなった気がする。

　生徒との距きよ離りを縮められるのは指導官としてこの上なく嬉うれしいことでもあり、蒼真もできるだけ柔やわらかく笑い返した。

　マリーの顔がボンと赤く染まる。

「はうっ？　わたくし、別に気を遣っているわけでは──」

「──マリーは学園でも指導官がいなくて寂さびしいようです。ご無理はなさらないでほしいですが、お早くむぎゅぅ」

「こ、ここここここコノハァッ！　なにを口走ってやがりますのっ！　ちょっと黙だまっていやがれですわ！」

　凄すさまじい勢いでマリーがコノハの口を塞ふさいだ。あまりの剣けん幕まくにコノハもカクカクと首を振ることしかできない。

「こらこら、病院の中であまり騒さわぐな……？」

　と、そこでコノハたちとは無関係に院内が騒がしいことに気づく。

　医師や看護師たちが足早に通りすぎていき、なにかを囁ささやき合っている。かと思えば、あちこちの病室を覗のぞいていったり。

　急きゆう患かんが運び込まれたというよりは、誰かを捜さがしているように思える。誰か部外者でも入り込んだのだろうか。

「……なにかあったのか？」

「さあ？　私たちが来たときはなにもなかったようですが」

　コノハたちも首を傾かしげる。どうやら彼女たちが受け付けをすませたころには、騒ぎは起こっていなかったようだ。

　眉まゆをひそめていると、とうとつに蒼真の布ふ団とんの中でなにかが動いた。

「な、なんだ？」

　布団を跳はね上げて、蒼真を含ふくめた四人は絶句することになる。




　そこには、ひとりの少女が丸くなっていた。




　肩にかかる髪は真っ白で、葉月よりも少し長いくらいだろうか。左右にはねる癖毛が印象的だ。コノハたちと同年代の少女で、すうすうと心地ここち好よさそうな寝ね息いきを漏もらしている。

　少女は病院の患かん者じや衣を着ていたが、蒼真のような寝ね間ま着きとは異なり体の前後を覆おおう布の脇わきを紐ひもで結んだような簡素なものだ。こういう患者衣を着せられるのは一いつ般ぱん病びよう棟とうの患者ではなく、手術や頻ひん繁ぱんに検査が必要になる特別病棟のものだろう。

　とにかく、非常に目のやり場に困る姿だ。

　布団を剝はぎ取られて寒さを感じたのか、少女は小さく身み震ぶるいする。それから枕まくらかなにかと勘かん違ちがいしたのか、蒼真に抱だきついてきた。

　あたたかくも柔らかな感かん触しよくが、腰こしにのしかかってくる。

　幼く見えて、少女の胸はそれなりに大きかった。

　──違うだろう！　なんだこの娘こは？

　頭かぶりを振って、蒼真は少女を引き剝がそうとするが、か細い腕は存外に力強くてビクともしなかった。

「誰だ？　いや、いつの間に？」

　蒼真は元グラムリッターだ。いくらうたた寝していたとはいえ、布団の中にまで潜もぐり込まれて気づかないというのはそうそうありえることではない。

　それで我に返ったのか、義妹の瞳に冷たい色が浮うかぶ。

「おにいちゃん、誰？　その子」

「これは違っ……じゃなくて、知らないぞ！」

　なにやら自分が悪いことをしたような気持ちになって、蒼真は慌てて首を横に振る。

　そこにコノハがスッと割り込む。

「ここの患者でしょうか？　他の先生をお呼びしたほうがいいように思います」

　それを意外に思ったのは蒼真だけではないだろう。普ふ段だん、慌てて口を開いては心にもない失言を繰くり返すのがこの少女なのだから。

　──自分に関係ないところだと冷静沈ちん着ちやくなんだな。

　これを授業で活いかしてくれるとありがたいのだが。

　ともあれ、的確な言葉に、蒼真も頷うなずく。

「マリー。ナースコールを頼たのむ」

「わ、わかりましたわ」

　マリーがベッド枕元のボタンを押す。これですぐに医師か看護師が来てくれるだろう。

　と、そこで白い髪の少女がむにゃっと声を上げて目を開いた。

　むくりと起き上がり、目を擦こすりながら周囲を見回すと蒼真の顔を見上げる。

　布団の中に潜り込んだことで、紐の結び目が緩ゆるんでいたのだろう。その拍ひよう子しに左ひだり肩かたから胸むな元もとにかけて、大きく患者衣がはだけてしまう。




　白い肌はだと共に柔らかそうな胸の膨ふくらみがさらけ出されて、蒼真の心臓は大きく鳴った。




　そんな自分の格好に気づいていないのか、少女はキョトンとして首を傾げる。

「……蒼真？」

　見た目よりも、さらに幼く感じる声だった。

　──俺のことを、知っているのか？　いや、指導官だから顔を知られているだけか？

　そこでハッとして、蒼真は我に返る。

「いや、それよりその格好をどうにかしろ！」

　少女は蒼真と向き合っているのだ。幸いというか、コノハたち三人には背中を向ける形でまだ患者衣が解ほどけていることには気づかれていないようだ。

　慌てて上から掛かけ布ふをかぶせるが、四つん這ばいで蒼真を見上げる少女の胸元は隠かくせない。それどころか逆に布団の中に連れ込んだような状態になって、蒼真はひとしきり狼狽うろたえた。

　そんな蒼真に、少女は顔を近づけてフンフンと鼻を鳴らす。

「お、おい？」

「蒼真、いいにおいがする」

　そう言って、にへらと緩んだ笑みを浮かべる。

　これには蒼真だけでなく、コノハまでもがひくりと顔を引きつらせた。

「消毒のにおいが好みならば手術室に行けばかげると思います」

「コノハさん、いきなり手術室送りはほんの少しだけやり過ぎだと思うよ。わたしも同じ気持ちだけど」

　まるで親友を殺されたかのようにコノハの声は冷え切っていた。そこに葉月も同調するように続く。

「ふたりとも物ぶつ騒そうですわよっ？　とにかくそこのあなた！　指導官から離はなれなさいな。小鳥遊指導官は怪け我が人にんですのよ！」

　間に挟はさまれたマリーは悲鳴のような声を上げながらも、蒼真から少女を引き離そうと割って入る。

　少女は迷惑そうにマリーの顔を押し退のけようとするが、そこでようやく現状に疑問を抱いだいたのか、キョロキョロと周囲を見回した。

「……どこ？　ここ」

「知らないで潜り込んできたのか？　俺の病室だ」

「ビョウシツ？　びょーしつって、なに？」

「は……？」

　なにやら話がかみ合わないことに、蒼真は眉をひそめる。

「ちょっと待て。そもそも、君は誰だれだ？　ヒリュウ学園の生徒か？」

「ボク……？　ボクは……えっと……」

　人差し指を唇くちびるに当て、少女は悩なやむように首を傾げる。

　それから、眠ねむたそうな眼まなこのまま、少女は他人ひと事ごとのようにこう言った。
















「ボクは、誰なんだろう？」




　蒼真たち四人は、もう一度絶句させられた。

　病院の医師たちがようやくやってきたのは、そんなときだった。




　それが、蒼真率いる一年生第十一班と、花はな房ぶさ響ひびきという少女の出会いだった。




　　　　◇




「それで、あの娘こは結局何者なんですか？　ここの患者のようでしたが」

　翌日の課題を指示してコノハたちを帰したあと、蒼真は特別病棟を訪ねていた。

　そこで待っていたのは、主治医の火か来くだ。

　彼女も先日の戦せん闘とうで負傷しており、白衣の下にはまだ取れていない包帯が見え隠れしている。なんとも痛ましい姿ではあるが、すでに医者と指導官というふたつの職場に復帰しているのだから、蒼真も見習わなければならない。

　指導官としても上司にあたる人物で、軍出身ということもあって蒼真が秘密なく接することができる貴重な相手でもある。

　火来はガラス張りの隔かく離り病室に目を向ける。

　そのベッドには、先ほどの少女の姿があった。

　先ほどの無む邪じや気きな笑え顔がおはどこへやら、いまはひとり病室に隔離されてどこかオドオドした様子で周囲を見回している。

「彼女は花房響さん。先日のアドミラル級戦で壊かい滅めつした朱鷺とき岡おか機動部隊の生き残りよ」

「──っ」

　蒼真は息を吞のんだ。

　コノハたちの助けもあり、蒼真はアドミラル級を撃げき破はしたものの、自分が駆かけつけるまでに軍の部隊は壊滅してしまった。

　それを自分のせいだと思うのは筋すじ違ちがいどころか身勝手なのだろうが、それでも負い目を感じずにはいられなかった。

　そんな蒼真の心情をどう見たのか、火来は淡たん々たんとした口調で続ける。

「実は彼女はアドミラル級ファフニールの残ざん骸がい──あなたが沈しずめた戦せん闘とう艦かん型がたの方ね──その中から救助されたの。この意味は理解できるかしら？」

「一度吞み込まれて、生せい還かんしたということですか？」

「そういうことに、なるわね」

　蒼真が戦ったアドミラル級は、最初軍ぐん艦かんのような巨きよ体たいを持っていた。

　人どころか輸送機あたりでもひと吞みにできるような大きさだ。それが殻からを脱ぬぎ捨てるように人型へと進化し、一度は蒼真を破った。

　──確かに、あの巨体ならグラムリッターが丸吞みにされてもおかしくないが。

　それでも、あの機械の竜りゆうに捕ほ食しよくされて生きていたというのは信じがたい奇き跡せきだった。

　同じ個体と戦った蒼真の部下たちは、ひとりとして助からなかったのだから。

「一命を取り留めたものの、ずっと意識不明だったのよ。それが突とつ然ぜんいなくなったと思ったらあなたのベッドに潜り込んでいたのね。どうやって潜り込んだのか、なぜ意識を取り戻もどしたのか、こっちが聞きたいくらいよ」

　ただ、と火来は難しい表情を浮かべて前まえ髪がみを搔かき上げる。

「簡単な検けん診しんをしてみた結果、彼女は自分のことをなにも覚えていないとわかったわ」

「覚えていないって、記き憶おく喪そう失しつ……ということですか？」

　火来は沈ちん痛つうな表情で頷く。

　命があっただけでも奇跡的なのだ。無理もないだろう。

　火来は少女を示す。

「彼女のあの髪と瞳ひとみの色も、先天的なものではないの。アドミラル級に取り込まれたことで、体質に異状を来きたしたらしくてね」

　髪は女の命という。

　いたたまれない気持ちになった。

「ただ、そのおかげで彼女は特異な体質を獲かく得とくしたようなの。才能といってもいいかもしれないわね」

「どういうことです？」




「花房響には、戦龍バトルシツプのグラムリッターとしての高い適性が認められたわ」




　戦龍バトルシツプというのは〈皇国〉最強のグラムだ。

　それを扱あつかうグラムリッターはまさしく英えい雄ゆうであり、軍だけでなく〈皇国〉民全すべてから羨せん望ぼうされる存在となる。

　だが、それを扱う代だい償しようと、負の側面を蒼真は誰よりもよく知っている。

　力の象しよう徴ちようであり、〈皇国〉──いや、人類が空で安全を約束されているのは戦龍バトルシツプの不敗神話によって守られているからなのだ。

　戦龍バトルシツプに敗北は許されない。

　万が一にでも敗北したなら、〈皇国〉を裏切った大罪人として友や家族からも謗そしられることになる。

　目を見開いて、蒼真は問いかける。

「それを俺に話したということは、つまり……」

「……ええ。彼女を戦龍バトルシツプのグラムリッターとして鍛きたえ直してあげて。それも──」




「〈封フ槍ソウ〉の後こう継けい者しやとして、ですか？」




　複雑そうな表情で、火来は頷いた。

〈封フ槍ソウ〉──三年間、蒼真にこの空を飛ばせてくれた愛機、そして蒼真の命を吸い尽つくした危険なグラムの名だ。

　無意識のうちに、蒼真は首から下げたペンダントを握にぎっていた。透すき通った淡あわい翠みどりのそれは〈封フ槍ソウ〉の起動キーである。

　──〈封フ槍ソウ〉を、次の誰かに引き継つぐ。

　こうしているいまも、〈封フ槍ソウ〉は少しずつ蒼真の命を吸っている。それをこうも早く後任に引き継げるとは考えもしなかった。

　それでも、あの金色の空でアドミラルリッターと、最後の瞬しゆん間かんまでともに戦ってくれた愛機だ。

　手元を離れてしまうことが寂さびしくもあり──

　それでいて、嬉うれしくもある。

　蒼真はもう飛べないが、〈封フ槍ソウ〉には次の誰かと共にもう一度、空を飛ばせてやれるということなのだから。

　そんな次の担にない手を、自分の手で育てられるということは幸運なのかもしれない。

　込こみ上げる気持ちは激しくも複雑で、蒼真は強がるように肩かたを竦すくめた。

「……愚劣な敗者バツドルーザーの俺に、よくそんな大役を任せる気になりましたね？」

「その件なのだけど、二度目の戦闘であなたは確かにアドミラル級を屠ほふった。伝説級のファフニールを倒たおした功績を認めて、名めい誉よ士官としてもう一度軍に戻らないかという誘さそいが来ているわ。それなりの待たい遇ぐうも、用意してくれるそうよ」

　火来の言葉に、またしても蒼真は目を丸くする。

　つまり、蒼真の愚劣な敗者バツドルーザーという汚お名めいも返上できるということだ。

〈封フ槍ソウ〉の後任が現れ、それを育てられる上に汚名返上と来た。話が上手うますぎてなにか裏があるのではないかと勘かんぐりたくさえなる。

　蒼真は慎しん重ちように問い返す。

「それは、命令ですか？」

「いいえ。誘いだと言ったわ」

「……少し、考えさせてください」

　軍に戻れる──それは過去の罪を許されたのだと、償つぐなえたのだと、認めてもらえたことでもあるのだ。それは当然、嬉しくはある。

　──だが、俺自身はまだここでなにも成し遂とげていない。

　コノハたちを鍛えるという約束も、学園対たい抗こう戦を勝たせるという鈴すず音ねとの約束も、なにも果たせていない。

　だから、すぐに答えを出すことはできなかった。

　火来はそれを慰なぐさめるように微笑ほほえむ。

「あなたはここの指導官ではあるけれど、私の患かん者じやでもあるわ。小鳥遊くんがどちらを選んでも、私はそれを祝福する」

「……ありがとうございます」

「それと、もうひとつ……」

「なにか？」

　なにか言い淀よどむように、火来はひと言加える。

「彼女をあなたに引き受けてもらう以上、話しておいた方がいいと思うから、伝えておくわ。花房響という少女は志願兵なのだけれど……」

　グラムリッターになる手段は、学園に入学して候補生になるだけではない。

　志願兵というのも、全体としては少なくはあるがそう珍めずらしくはないだろう。それを改まって持ち出すということは、なにか特別な理由があるようだ。




「訓練中の彼女は、同い年で戦龍バトルシツプのグラムリッターになったあなたにずいぶん憧あこがれていたそうよ。それは、あなたがバッドルーザーとして追放されてからも」




「──っ」

　蒼真は息を吞んだ。

　グラムリッターといえど、愚劣な敗者バツドルーザーの意味を知る者は同じ戦龍バトルシツプの乗り手だけだ。普ふ通つうの魔ま道どう士しにとっては、ただの裏切り者でしかないはずだ。

　響は、その理由を知らなくとも蒼真に憧しよう憬けいを抱いだいてくれていたらしい。

「彼女があなたの名前を知っていたのも、もしかすると心のどこかに小鳥遊くんの記き憶おくが残っているのかもしれない。だから……」

「わかりました。花房響の力になってみせます」

　蒼真は、そんな少女の気持ちに応えるように頷うなずいた。

　続いて、蒼真と火来は響を受け入れるにあたっての細かい調整の話に入る。

　蒼真が学園の指導官として着任している以上、学園の生徒として扱うのが一番やりやすいところだが、果たして一線で活かつ躍やくしていたグラムリッターを学生に逆ぎやく戻もどりさせてよいものか。それにその場合、どの学年に編入させるのかという問題もある。記憶喪失という障害のリハビリも必要だろう。

「……結局、うちの十一班といっしょに訓練させるのが一番無難な気がしますね」

　蒼真がそう言うと、火来も難しい表情をしながらも頷いた。

「現実的にそうしなければ仕方がないところだけれど、デストロイヤー級と戦龍バトルシツプ級の候補生が同じ訓練をできるものかしら……」

「ああ、それはあまり問題にならないかと思います」

　この問題に関しては、蒼真は驚おどろくほど簡単にそう答えることができた。

　──どの道、その訓練が必要だろう生徒はもうひとりいるんだから。

　まだ確証はないが、蒼真はそう考えていた。というより、そうでなければ辻つじ褄つまが合わないだけなのだが。

「まあ、戦龍バトルシツプのことならあなたの判断が正しいと思うわ」

　そう言って、火来も納なつ得とくしてくれた。

　話が終わって、蒼真は隔かく離り病室を見る。

「花房さんと、少し話をしても？」

「そうね。あなたの顔を見れば、彼女も喜ぶと思うわ」

　まずは、響の意思確かく認にんだ。

　記憶がないということは、グラムリッターを志した理由も忘れてしまったということでもある。

　彼女はもう一度、選ばなければならない。

　火来に促うながされて、蒼真は病室へと入っていった。




　　　　◇




「こんにちは。入るけど、いいかな？」

　入り口でそう声をかけると、少女はパッと顔を上げて嬉しそうな声を上げる。

「蒼真！」

「元気は、あるみたいだな」

　ガラス越ごしに見た響は別人のようにおとなしかったが、やはり口を開けば最初に会ったときとまるで変わっていなかった。

　少女はベッドの上から手招きする。

「蒼真、入ってきてよ。もう、ここって薬くさいし、周りの人は怖こわいしで、ひどいところだよ。蒼真が来てくれなかったらそろそろ泣いてたと思う！」

「大げさだな」

　大おお仰ぎような手て振ぶりを交えて語る響に苦く笑しようを返すが、いまの響はなにも覚えていないという。

　──それで、よく俺には普通に接せられるな……？

　軍人上がりの蒼真は顔にも傷がある。

　彼女が正規のグラムリッターだったのは、過去の話だ。いまは記憶も持たない、ただの少女だ。なにも知らない初対面の少女には恐おそろしく映るものだろう。

　にも拘かかわらずこんなふうに話しかけてくれるのは、やはり火来が言うようにどこかで蒼真のことを覚えてくれているのかもしれない。

「話をしたいんだが、いいかい、花房さん？」

「ひ、び、き」

「……？」

　響はむくれたような顔をして蒼真を見上げる。

「花房って、なんか好きじゃない。響の方がいい」

「名前のことは、覚えているのかい？」

「わからないけど、でもボクは響の方がいい」

　蒼真は苦笑した。

「わかったよ。なら響さんと呼ばせてもらう」

「〝さん〟もいらない。響って呼んで？」

「わかったわかった、響」

　名前を呼ぶと、少女は満足そうに破顔した。

　まったく、好かれているのかそうでもないのか、ずいぶんと要望の多い娘むすめだった。

　蒼真は椅い子すを手た繰ぐり寄せると、ベッドの隣となりに腰こしをかける。上から見下ろされるよりは、同じ目線の方がまだ威い圧あつ感かんは少ないだろう。

「一応、初めましてと言っておこうか。俺は小鳥遊蒼真。この艦かんの学園で指導官をしているものだ」

「しどーかん？　しどーかんってなに？」

「教師や教育係のことだ。先生と言えばわかるか？」

「先生！」

　驚いたように響は仰のけ反った。

「ふわぁ、蒼真は先生なの？　見かけによらず、おにいちゃんなんだね」

「そういうわけじゃないんだが……。俺と響は、たぶん同年代だ」

「……？　なのに先生なの？」

　蒼真自身も最近になってようやく慣れてきたところだが、やはり初めて耳にする人間には相当奇き妙みような話らしい。

「いろいろ事情があってな。とにかく君の面めん倒どうは、俺が見ることになるらしい。よろしく頼たのむ」

「面倒を見るって、ボクはこれからどうなるの？」

　身構える響に、蒼真は暗い表情を作ってみせる。




「さて、どうなるんだろうな。実は俺も知らないんだ」




「えええええっ？」

「冗じよう談だんだ」

　青ざめる少女にそう言うと、響はぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

「蒼真のいじわる」

「こっちも突とつ然ぜん布ふ団とんに潜もぐり込まれて驚いたんだ。これでおあいこだろう？」

　そう返すと、響も小さく笑ってくれた。

　緊きん張ちようなのか興奮なのかはわからないが、彼女は少しおかしなテンションになっているように見えた。これで少しは気分も落ち着いてくれるといいのだが。

　それから、蒼真はゆっくりと話しかける。

「さっきの話の続きだが、俺はグラムリッターという魔道士の指導官をしている」

「ぐらむりったー？　それってなに？」

　その質問にどう答えるべきか、蒼真は迷う。

　──軍人と言うと怯おびえるかもしれないが。……隠かくしておいても、いいことはないか。

　そう結論すると、蒼真は響を真まっ直すぐ見つめて口を開く。

「空を飛んで戦う兵士のことだよ」

「空を飛ぶのっ？」

　響は目を輝かがやかせて身を乗り出した。

「あ、ああ。とは言っても、空は危険だ。墜つい落らくしたら命がない。そのためにみんな厳しい訓練を受けるんだよ」

「でもでも、飛べるんでしょ？　じゃあ、もしかしてボクも飛べるようになるの？」

「ああ、でも、危険も伴ともなうんだ。だからまず、君がやってみたいかを知りた──」

「──やる！　絶対やるよ！」

　響は迷わず即そく答とうした。

「やる気があるのは嬉うれしいが、兵士というのは戦うための人間だ。空にはファフニールという敵もいるんだぞ？」




「そんなのどうってことないよ。楽しみだなあ。また、空を飛べるんだ」




　そのひと言に、蒼真は眉まゆをひそめた。

「またって、覚えているのか？　グラムリッターだったころのことを」

「……？　わからないけど、ボク、そんなこと言った？」

　キョトンとして、響は首を傾かしげていた。

　──噓うそをついているようには、見えないな。

　はぐらかされたというより、本当に自覚がないように見える。

「この際だから、聞いてもいいかい？　どうして、響は俺の名前を知っていたんだ？」

　響は困ったように俯うつむく。

「……わかんない。でも、蒼真の顔を見たら蒼真だってすぐにわかったの」

「俺たちはたぶん初対面だと思うんだが、会ったことがあるような感覚があったのか？」

「んー、会ったことがあるっていうより、安心する感じがしたんだ」

「安心……？　なんでまた」

「そんなのわかんないよ。でも、蒼真が側そばにいてくれるとすごくホッとするんだ」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けられ、蒼真は反応に戸と惑まどった。

　──やはり、記き憶おくとして覚えがあるわけではないみたいだな。

　響はアドミラル級ファフニールの残ざん骸がいから救助された。そのアドミラル級を撃げき墜ついしたのは蒼真なのだ。

　間接的だが、彼女を救助したのは蒼真ということになる。

　それを、心のどこかで覚えているのかもしれない。

「なら、響にはグラムリッター候補生として俺の生徒になってもらう。それでいいか？」

「うん！」

「先に言っておくが、怖くなったらやめてもいいからな」

　戦龍バトルシツプの素質を持つ響は恐らく、蒼真と同じ徴ちよう集しゆう魔道士──つまり、軍に徴ちよう兵へいされる形になる。

　それでも、本人の同意なくしてグラムリッターにはできないのだ。

　もしものときは蒼真が責任を持って退たい役えきさせてやるつもりだった。

　しかし、響は逆にムッとした顔をする。

「ボクは逃にげたりしないもん」

　蒼真はなんとか笑い返してやった。

「ひとまず、響には俺が赴ふ任にんしている学園に生徒として通ってもらうことになる。周りは同年代の子ばかりだから、気も楽だと思うよ」

「学園って、どんなところなの？」

「みんなで同じ服を着て同じことを学ぶ、集団行動に慣れるための場所だよ。特に君がこれから通うことになるヒリュウ学園は、グラムリッターの養成学園だ。どちらかと言えば体を動かすことが目的になる」

　とはいえ、響は本来学生ではなくグラムリッターだ。

　いわば就任先から逆ぎやく戻もどりすることになるのだ。こういったケースは前例もなく、他ほかの生徒とまったく同じように扱あつかってよいのか、学園側も判断しかねている。状じよう況きようを見て考えていかなければならない。

「さっき、俺の病室で会った三人を覚えているか？」

「んー？　あの、ちょっと怖い女の子たち？」

　確かにあのときは葉月だけでなくコノハまで殺気立っていた。響が怯えるのも無理はないかもしれない。

「その子たちだ。学園での訓練は、彼女たちといっしょにやってもらうつもりだ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだもん」

　硬こう直ちよくする響を見て、蒼真はそこで話を切ることにした。

「まあ、一度にいろいろ言っても混乱するだろう。今日はこのあたりにしようか」

「え……。蒼真、もう行っちゃうの？」

　響は露ろ骨こつに不安そうな顔をする。

　──目を覚ましたばかりという話だったな。

　見たところ、疲つかれてはいないようだ。

　蒼真はベッドの脇わきにあるスピーカーのスイッチを入れると、病室の外にいる火来に声をかける。

「火来さん。彼女は外出可能ですか？」

『主治医としては、じっとしていてもらいたいところなのだけれどね。まあ、リハビリがてら散歩くらいなら許可するわ』

「ありがとうございます」

　感謝を返して、響に目を向ける。

「だそうだ。俺は用事があるんだが、ついてくるか？」

「……っ、うん！」

　白い髪かみの少女は晴れやかな笑顔でそう答えた。




　　　　◇




　同じころ、〈ヒリュウ〉艦かん首しゆ飛行場にふたりの少女の姿があった。

　濡ぬれ羽ば色いろの美しい髪を風になびかせるのはコノハだ。学園の制服を着たまま、空から下りてくる輸送機を無表情のまま見上げている。

　その隣にいるのは、赤い髪の少女だ。長い髪は後ろで束ね、背は低いがコノハとは対照的に自信に満ちた笑みを浮うかべている。

　天あま川かわ鈴音だ。

　その背せ丈たけといい、顔立ちといい中等部と言われても納なつ得とくしてしまいそうな容姿ではあるが、ヒリュウ学園の生徒会長にしてコノハの唯ゆい一いつの親友でもある。

　コノハが鈴音に目を向ける。

「別に、鈴音まで来る必要はないのに」

「なに言ってんの。こんな〝おもしろい荷物〟が届くってのに見学しない理由がないでしょ。小鳥遊せんせぇのは、結局見せてもらえなかったんだから」

　頭の後ろで手を組み、からかうような笑みを浮かべる。

　そんな眩まぶしい笑顔を羨うらやましく思いながらも、コノハは鈴音が隣にいてくれることに感謝していた。

　──相変わらず、世話焼きね。

　自分がそんな鈴音に頼たよりっきりであることを自覚しているコノハとしては、感謝と申し訳なさでため息が漏もれそうだった。

　ふたりは、これからなにが運び込まれるかを知っている。知っているからこそ、その名前を口にするような迂う闊かつな真似まねはできない。

　やがて輸送機が滑かつ走そう路ろに着陸し、少女たちの前に停止する。

　停止してなお耳鳴りがするようなエンジンの音が響ひびき、強い風が吹ふき付けてきて帽ぼう子しとスカートを押さえなければならなかった。

　やがてエンジンが止まり風が収まると、梯子タラツプが降りてくる。

　輸送機から降りてきたのは、軍服に身を包んだ女性だった。

　心臓が弱い者なら目が合っただけで死んでしまいそうな厳しく鋭するどい眼まな差ざし。肩かたで切り揃そろえられた髪は濡れ羽色で、二十歳はたち前後の娘むすめだ。

　凜りんと整った顔立ちは、どこかコノハと似ているように見えた。

　女性と視線が交わり、コノハは自分が畏い縮しゆくしてしまうのを自覚した。

　それでも、果か敢かんに声を絞しぼり出す。




「……お久しぶりです、姉さま」




　コノハの実じつ姉し〈皇国〉第二皇女ミコト──それがこの女性の名だ。

　本来、皇族には姓せいは存在しない。我が君と呼べばそれが皇族を示すからだ。

　それでも隠おん密みつに行動し、名字が必要になった場合に名乗るべき姓がいくつか用意されている。コノハが名乗る御み国くにという名も、その中のひとつだ。

　ただ、ミコトの場合はそんな姓は意味を成さない。

　彼女の存在自体が、すでに知られ過ぎた名と同義なのだから。




　戦龍バトルシツプ〈八ヤ万マ都ト〉──最強のグラムと称しようされる十二隻せきの戦龍バトルシツプ級の中でもさらに頂点に君臨する機体の所持者、正しよう真しん正しよう銘めい〈皇国〉最強のグラムリッターである。




　そんな怪かい物ぶつを相手に、鈴音はカラッとした調子で話しかける。

「やあ、久しぶり。まさか直接ミコト姉ねえが来るとは思わなかったわ」

「……分家の小こ娘むすめが馴なれ馴れしい」

「あっははー、相変わらずキッツイねぇ、ミコト姉」

　虎とらでも射殺せそうな眼差しを受けても、鈴音は笑い流していた。

　小さく舌打ちを漏らして、ミコトはコノハに目を向ける。それから、ひどく威い圧あつ的な仕草で敬礼を送る。




「戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉を御国コノハに移い譲じようする」

「はっ、御国コノハ。戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉を拝受いたします」




　緊きん張ちようした声で、それでもコノハも脇を締しめ、手て刀がたなを切るように硬かたい敬礼を返す。

　ミコトが輸送してきた荷物の正体は戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉──蒼真がアドミラル級に敗れた戦いで輸送していた機体だった。

　この戦龍バトルシツプという階級のグラムは、他のグラムと異なり所有者の近くに在ある必要がある。

　戦龍バトルシツプは、生き物なのだ。

　それから、ミコトは忌いま々いましそうに輸送機に振ふり返る。

「こいつは私にも手に余るじゃじゃ馬だ。貴様が側を離はなれて以来、余計に機き嫌げんが悪くなっている。道中、何度も暴れて輸送機が沈しずみかけた。さっさとなだめてやれ」

「はい」

　この姉の前には、ファフニールの群れでさえなんの問題にならない。それが小言を漏らすほどなのだから、よほどのことだ。

　恐おそらくコノハが制せい御ぎよしてやらなければ、搬はん出しゆつすら困難な有様なのだろう。輸送機に駆かけ寄ろうとすると、ミコトが思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば、やつはどうしている？」

「小鳥遊さんのことでしょうか？」

　この艦かんでミコトがわざわざ気にかけるような相手など、他に心当たりがない。
















　蒼真の名前に、ミコトはわずかに表情を曇くもらせる。

「……蒼真、か。生き延びたらしいな」

　その声には、この姉にしては珍めずらしく慈いつくしむような響きがあった。

　──確か、小鳥遊さんには姉さまの部下だった時期があったはずです。

　それも蒼真がグラムを手にしたばかりのころの話だ。蒼真に戦い方を教えたのは、ミコトなのかもしれない。

「はい。ご無事です」

　コノハが答えると、ミコトはどこかホッとしたような吐と息いきを漏らす。

　それも、すぐに厳しい表情に隠かくされてしまうが。

「やつのことはどうでもいい。なんと言ったか……そう、花房だ。花房響が目を覚ましたそうだな」

　その名前は、コノハの知らないものだった。代わりに、鈴音が口を開く。

「あー、響ちゃん？　さっそく騒さわぎを起こして小鳥遊せんせぇたちを困らせてたよ」

　そのひと言で、蒼真のベッドに潜もぐり込んでいた少女のことだとわかった。恐らく、コノハにそれを伝えるために鈴音は言ったのだろう。

　鈴音はじとっと睨にらみながら言う。

「あの子はミコト姉の差し金？　人の艦で好き勝手されたら困るなあ」

〈皇国〉広しといえど、この姉にここまで堂々と言い返せる少女は鈴音くらいのものだろう。コノハも隣となりで見ていて気が気ではなかった。

「貴様らの先生ごっこに乗ってやっただけだ。蒼真が抜ぬけたおかげで戦龍バトルシツプの数が足りん。使えるものならなんでも使うさ」

　挑ちよう発はつ的な言葉に眉まゆを歪ゆがめながらも、鈴音は果敢に返す。

「だったらいい加減、アタシのペナルティも解いてくんないかしら。一いつ般ぱんの魔ま道どう士しよりは働けるつもりよ」

「貴様の罰ばつ則そくは天川元げん帥すいの過保護が原因だろう？　私に文句を言われても知るか」

　鈴音は皇族分家の天川家後こう継けい者しやだ。数少ない戦龍バトルシツプの適合者であり、本来ならすでにグラムリッターとして、戦場に立っているはずだ。もしくは、皇都〈アカギ〉にて英才教育を受けているのが自然だ。

　それが未いまだに候補生、それもこんな田舎いなかの艦に押し込められているのには、ある理由があった。

　鈴音もそれをミコトに言っても仕方がないとは理解しているのだろう。それ以上はなにも言わなかった。

　ミコトはもう一度コノハを見み遣やる。

「私は二、三日この艦にいる。あとで部屋に顔を出せ」

「……はい」

　次は、さすがに鈴音についてきてもらうわけにはいかない。胃が縮み上がるような気分だった。

　ミコトはそれを最後に、迎むかえのジープに乗り込む。

　この飛行場から街や艦かん橋きようまでは優に五キロメートル以上もある。移動には車のような足が必要なのだが、ミコトを乗せた運転手は相手が誰だれなのかわかっているのだろう。気の毒なことに蒼そう白はくになっていた。

　ミコトが去って行くのを見送って、コノハは鈴音に声をかける。

「……鈴音、三年前のこと、まだ気にしているの？」

　三年前、十二歳だった鈴音は戦龍バトルシツプのグラムリッターとして空を翔かけるはずだった。

　それがこの学園の生徒として通うことになり、いまもグラムリッターとして戦場に立てないでいる。

　その理由を、コノハは知っている。知っているから、鈴音なら自分に協力してくれると確信してここにきた。

　躊躇ためらいながらも問いかけると、鈴音はいつもの笑え顔がおを返した。

「コノハなら、気にせずにいられる？」

「……無理ね」

　気にせずにはいられなかったから、この艦まで蒼真を追いかけてきたのだ。

　話をしていられたのは、そこまでだった。輸送機の中でドンッとなにかが暴れるような音が響き、悲鳴が上がる。

〈禁コン郷ゴウ〉だ。

　コノハが駆け寄ろうとすると、その背中で鈴音がポツリと呟いた。

「……小鳥遊せんせぇには、言わないでね？」

「私は、そこまで口が軽くはないつもりよ」

「口は堅かたくても失言するでしょ、アンタ」

　倒たおれそうになりながら、コノハは輸送機の貨物室へ入っていった。




　　　　◇




「蒼真、ここ、暗いし揺ゆれてるよ？」

　先ほどとは打って変わり、響は不安そうに蒼真の腕うでにしがみつく。患かん者じや衣いも蒼真と同じような寝間着型のものに着き替がえている。

　ここは龍りゆう甲こう艦かん〈ヒリュウ〉第三甲かん板ぱん。

　学園や街のある最上層から百数十メートルほど地下に潜もぐった場所だった。

　蒼真が向かっているのは戦龍バトルシツプ〈封フ槍ソウ〉の格納庫。先日の戦せん闘とうで大破させてからずっと入院中だったため、まだ機体がどんな状態なのか確かめていない。

　これから響も戦龍バトルシツプを操あやつるための訓練を始める。

　だからここで一度見せておこうと思ったのだ。

「この辺りは艦の動どう力りよく炉ろが近いからな。上とは違ちがって揺れを大きく感じる」

　上層階も揺れてはいるのだが、龍甲艦に振しん動どうを逃にがすために何段もの甲板が設けられている。上にいくに連れて揺れ幅はばは広く、緩ゆるやかなものに軽減される。

　そしてそこに暮らす人々も、実は無意識のうちに艦の揺れに合わせて自分の体を揺らしているのだ。だからほとんど揺れを感じない。

　グラムリッターでなくとも、龍甲艦で暮らしていれば一般常識の範はん疇ちゆうなのだが。

　──この分じゃ、龍甲艦がどういうものか覚えているかも怪あやしいな。

　蒼真は格納庫に向かう足の向きを変えた。

　少し遠回りになるが、龍甲艦がどうやって飛んでいるのか見せておこう。

　しばらく進むと、やがていくつもの窓が並ぶ通路に出る。

「窓を覗のぞいてごらん」

「なにかあるの……？　ひゃあっ、なにこれ？」




　窓の向こうには、いくつもの機械の塊かたまりが浮うかんでいた。




　ひとつひとつは木の葉のように平らで細長く、そこから剣けん山ざんを逆さまにしたように無数の針が突つき出している。しばらく眺ながめていれば、それが地表に向けられた機き銃じゆうだとわかるだろう。機械の後部はほのかに発光していて、そこから推力が生み出されている。

　機銃の数は数千から数万に及およぶと言われている。

　ファフニールとてこの数の機銃に狙ねらわれれば接近もできない。だから彼らは艦の側面から襲おそいかかってくるのだ。

　そうした機械の群れは上空の甲板に張り付いていて、互たがいに太い管で繫つながれていた。

「これは全部、最初期の龍甲艦なんだ」

　窓に張り付く響に小さく噴ふき出し、蒼真は説明する。

「だいたい三〇〇メートルから、大きいのになると一〇〇〇メートル近くあるかな。地上がファフニールに侵しん略りやくされたとき、人はこうした小型の艦をいくつも造って空に逃のがれたんだ。でも単独では自活ができなくて、それぞれの艦を繫ぎ合わせて街を作っていった」

　この旧式艦は動力艦とでも呼べば適当だろうか。

〈ヒリュウ〉の場合は百隻せき近い動力艦が集まってできている。

　民間の艦は大たい抵ていどれもこれくらいの大きさで、軍用艦になるともっと小型になる。生産工業を他ほかの艦に頼たより、戦闘だけを目的に組まれているからだ。現役時代に蒼真が配属されていた〈ショウホウ〉などは、〈ヒリュウ〉の半分ほどの大きさだった。

　それゆえ、民間艦を軍用艦に転用改造はできるが、その逆は難しいと言われている。

「へえぇぇ。あれ？　じゃあ、いまボクたちが歩いてるこの場所も、小さい動力艦の中なの？」

「そういうことになる」

　第三甲板と呼ばれている区画は、この旧龍甲艦こと動力艦内部だった。

　動力炉があるため、軍や防衛系統の施し設せつはこちらに集まっている。学園で扱あつかうグラムも格納庫はこちらにあり、整備や修復も行える。龍甲艦を支えるほどの出力を持つこの施設があるから、キーひとつで使用者の下もとまで転送できるのだ。

　ただ、歴史として知ってはいても、こちらの景色は一般人はほとんどお目にかかる機会のないものだ。稀まれに艦底を覗けるような施設もあるが、この物々しい景色は避さけて作られている。

　ここで事故や騒そう動どうが起こっても上層階からは認にん識しきできず、グラムや軍用品などの危険物を扱うには実に都合がいい場所でもあった。

　響は物もの珍めずらしそうに窓を覗き込んでいる。

「じゃあ、もしも艦が壊こわれたらみんなこれで逃げるの？」

「いや、そういうわけにはいかないんだ。動力艦は龍甲艦というより、〈ヒリュウ〉の一施設として統とう括かつされているものだから、艦としての機能は失われている」

　それができれば、蒼真が敗北したあの日、部下や乗組員たちも脱だつ出しゆつできただろう。

「一種の並列コンピューターだと思ってくれればいいかな。末まつ端たんの動力艦は与あたえられたタスクを実行するだけの演算装置で……」

　話していて、響がちんぷんかんぷんだという顔で蒼真を見上げていることに気づく。

「つまり、動力艦たちはどんな仕事でもやってくれる兵隊さんだが、命令してくれる将軍さんがいないとひとりでは動けないんだ。兵隊さんが好き勝手に動いていたら軍隊はめちゃくちゃになってしまうだろう？」

「おおっ、なるほど」

　自分でも話していて疑問を抱いだきたくなるたとえではあったが、響は納なつ得とくしてくれた。

　いつまでも窓に張り付いている響に、蒼真はコホンと咳せき払ばらいをする。

「響、そろそろいいか？　次に行きたいんだが」

「あ、うん。ボクたち、とんでもないところに住んでるんだね」

「ああ。だからこの艦が墜おちないように守るのが、グラムリッターの役目なんだよ」

　言ってから、少し誘ゆう導どう的だったかと反省する。

　もちろん、自分たちの住まう場所である龍甲艦を守りたいという理由でグラムリッターを志す者もいるだろう。

　ただ、響には、あくまで自分の意志で選んでほしいのだ。綺き麗れいな外面だけを見せてグラムリッターに誘導するようなことはしたくない。

　軍が、それを望んでいたとしてもだ。

　響を連れてしばらく進むと、やがて頑がん強きような扉とびらに守られた区画に到とう着ちやくする。

　大人の身長の倍はあろうかという、背の高い扉がいくつも並んでいて、そのうちで電力の供給されるランプがついているのは正面の扉と……そこから少し離はなれた場所にあるもうひとつだけだ。

　──……？　あんなところに、使われている部屋なんてあったか？

　前に来たときはなかったように思うが。

　首を傾かしげていると、響が問いかけてくる。

「ここはなに？　他と比べて、ずいぶんものものしい感じだけど」

「わかるか。この先が戦龍バトルシツプの格納庫、つまり、いずれ君が使うことになる機体が収められた場所だ」

　そして、蒼真がずっと開けなかった扉でもある。

　──悪かったな。無理をさせて。

　だが、いまは素す直なおにそう思える。

　愛機を慰なぐさめるように扉を撫なでると、キーに触ふれて鋼鉄の門を開いた。

　その奥から現れたのは、空の色をした装甲だった。

　胸部装そう甲こうには大穴を穿うがたれ、手足の装甲にも未いまだ亀き裂れつが走っている。背中の翼つばさはまだ折れたままで、傍かたわらに立てかけられた槍やりだけが刃やいばの色を取り戻もどしていた。

「これが〈封フ槍ソウ〉──俺といっしょに空を飛んでくれた戦龍バトルシツプだ。そして、これからは響が使うことになる機体だ」

　蒼真がこの機体で空を飛ぶことは、もうないだろう。

　それでも、最後の戦場で彼女が見せてくれた空は、生しよう涯がい忘れない。

　敬愛すべき宿敵と決着をつけた、あの金色の空を。

　蒼真がひび割れた装甲を撫でてやると、響もそれに寄り添そうように〈封フ槍ソウ〉に触れた。




「ボク、覚えてる気がする。綺麗な翠みどりの光。この槍が、空に穴を空けたんだ」




「──っ、本当に？」

　響が吞のまれたアドミラル級ファフニールを、蒼真はこの槍で貫つらぬいた。彼女が言う空に空いた穴というのは、その一いち撃げきのことだろう。

　もっとも、蒼真はその後も人型に進化したアドミラルリッターと死し闘とうを続けたのだが。

　──ということは、響の記き憶おくは完全に失われたわけではない。

　蘇よみがえる可能性が、あるのかもしれない。これはあとで主治医の火来に報告しておく必要があるだろう。

　響はしばらく〈封フ槍ソウ〉に抱きついていたが、やがて小さな悲鳴を上げて離れた。

「痛っ」

「どうした？」

「静電気かな？　なんか、ビリッときた」

　ふうふうと手に息を吹ふきかけながら、響は怯おびえたように後あと退じさる。

「この子、怒おこってない？　ボク、なにか悪いことした？」

　そう言われて、蒼真は目を丸くした。

　──響は、戦龍バトルシツプの〝声〟を聞き取れるのか？

　蒼真とて、三年間〈封フ槍ソウ〉をまとってきて、機き嫌げんがよさそうだとか、逆に調子が悪そうだとか漠ばく然ぜんと感じていた程度だというのに。

「戦龍バトルシツプっていうグラムは、生き物なんだ。機械だけど、心みたいなものがあるって、俺たちの間じゃ信じられている」

　だから、蒼真は敗北してからこの〈封フ槍ソウ〉の前に立つことができなかった。

　心のどこかで、こいつからも批難されるのが怖こわかったのかもしれない。

　苦く笑しようして、蒼真はポンと〈封フ槍ソウ〉の装甲を叩たたいてやった。確かに静電気のような痛みが襲ってくる。

「俺が知らない女の子を連れてきたから、ちょいと機嫌が悪くなったのかもしれないな」

「この子、女の子なの？」

「ん？　そう……かもな。艦かん船せんや車なんかは女性にたとえられるというし」

　相棒として人格を意識したことはあっても、性別までは考えたことはなかった。

　だが、男か女かと聞かれれば、女だとは思う。

　響は怖る怖る〈封フ槍ソウ〉に手を伸のばした。

「ボクは響。花房響っていう名前なんだって。これから蒼真の生徒になるんだ。君はすっごく綺麗だし、触さわってもいい？」

　そう語りかけると、不思議なことに〈封フ槍ソウ〉の静電気も収まった。

「えへへ。やっぱりこの子、女の子だよ。いきなりベタベタ触られたから怒ったんだ」

「なるほどな」

　戦龍バトルシツプへの適性など知ったことではないが、響にはグラムと通じ合える才能のようなものがあるのかもしれない。

　これで戦龍バトルシツプを扱えるようになれば、確かにかつてないグラムリッターになれる。

　──あっという間に、俺よりも仲良くなったんだからな。

　いささか悔くやしくは思うものの、ホッと顔が綻ほころんでしまう自分に気づく。

　──後こう継けい者しや、か……。

　響は素直な娘こだ。

　これから〈封フ槍ソウ〉を預ける相手として、蒼真もすでに好意的に見ているのかもしれない。

　しかし、それゆえに蒼真は悩なやまなければならなかった。

　──これから響と共に軍に戻るか、それともコノハたちとここに留とどまって指導官を続けるのか。

　それはコノハたち三人と、響、どちらかとは別れなければならないということだ。

　選ぶ自由があるとはいえ、悩んでいられる時間は長くはない。

　そうしていると、とうとつに響が眉まゆをひそめる。

「あれ？　でも、まだちょっと機嫌が悪そう。なんで君、そんなにイライラしてるの？」

　蒼真にはわからない〈封フ槍ソウ〉の機き微びを読み取ったのか、響は不思議そうに首を傾げて天てん井じようを見上げる。

「なにか、いるの？」

　その視線の先を追って、蒼真はハッとして通路の先を見る。

　この〈封フ槍ソウ〉の格納庫以外に、もうひとつ増えていた使用中の部屋だ。

　──これは、もしかするともしかするかもしれないな。

　蒼真が思い出したのは、自身の最後の任務──いや、最初で最後の敗北を喫きつした空にいたという少女のことだった。








第二章　惨ざん敗ぱいの味






「「「小鳥遊たかなし指導官、退院おめでとうございます！」」」




　二日後、火か来くから退院の許可が下りたことで学園に顔を出すと、少女たちから歓かん声せいとともにそんな言葉で迎むかえられた。

　コノハたち第十一班ではない。一年生全員からである。どうやら訓練場でずっと待っていてくれたらしい。

「先日の強制出しゆつ撃げきを聞いたときは先生もう帰ってこないかと泣きそうになりました！」「軍も壊かい滅めつされたファフニールを一隻せきで沈しずめたんですよね！　マジ惚ほれます」「あたしたちもお見み舞まいに行きたかったんですけどババアに止められて──あっとなんでもないです」

　なにやら迂う闊かつな発言がチラホラ混ざっていたが、あっという間に少女たちに取り囲まれて蒼そう真まは返事もろくにできなくなった。

　──この問答無用な感じ、なんだか久しぶりだな……。

　蒼真が指導官に着任して最初の数日は、毎日がこんな騒さわぎだった。

　それも数日で収まっていたのだが、先日のアドミラル級の事件の情報が断だん片ぺん的に漏もれてしまったらしい。それでまた騒ぐネタができてしまったのだ。

「お前たち、気持ちはありがたいが選せん抜ばつ試験が近いんだから授業に戻れ」

「そんなこと言ったって、須す東どうのババアが先生に死んでこいって言ったのわたしたち知ってるんですよ！」

　言ったのは第一班の生徒だろうか。

　確かに一班の指導官の須東は蒼真にいい感情を抱いだいていないが、蒼真に死んでこいと言ったのは別の上官だ。そもそも指導官の目の前でババア発言はマズいとか、いろいろ言いたいことはあったがもみくちゃにされる蒼真はもはや口も開けなくなっていた。

　当の須東指導官は顔から火を噴ふきそうなほど怒いかりに震ふるえていたが、そんな須東を冷たく見つめながら葉は月づきがしれっと舌を出してこう言った。

「でも、確かにそれっぽいこと言ってたから弁護はできないかな？」

「だ、誰だれですかいま言ったのは！」

　須東が怒りの声を上げるが、生徒たちのブーイングに搔かき消された。

「ほらやっぱり！」「横暴だ横暴だ！」「見舞いも行かせてくれなかったくせに！」

　生徒が誰ひとり従おうとしないことに、さすがの須東も涙なみだぐむ。

　学級崩ほう壊かいの様相を呈ていしてきたところで、カンッと鋭するどい音が訓練場に響ひびいた。

「──貴様らがそのように騒ぐのが目に見えたから許可しなかったのだ。不服があるならあとで生徒指導室に来い」

　火来だった。彼女の傷も相当なもので、まだ松まつ葉ば杖づえをついている。いま響いたのは、杖の石いし突づきで地面を叩いた音らしい。

　それから、じろりと生徒たちを睨にらみつける。

「それと現在、この艦かんには非公式だが軍の士官殿どのが来訪されている。上官の前で恥はじを晒さらすような生徒にはそれ相応の補習を受けてもらうぞ」

　そのひと言に、生徒たちはビシッと整列した。

　これが統とう率そつ力の違ちがいというものだろう。蒼真や須東には真似まねできない芸当だ。

（助かりました、火来さん）

（久しぶりで気が抜ぬけているのではないかしら。これくらいビシッと言ってもらわないと困るわ。私だけ嫌きらわれ役ではないの）

　火来も負傷を押して授業に出てくれているのだ。蒼真も申し訳なく思った。

（申し訳ありません。……そういえば、軍から客が来てるんですか？）

　そちらは初耳だったので小声で問いかけると、火来は珍めずらしく陰いん鬱うつなため息を漏らした。

（〈八ヤ万マ都ト〉の姫ひめよ）

「ゲホゲホゲホッ」

　とんでもない名前が出てきて、蒼真は激しく咳せき込んだ。よくよく見ると、火来の方もストレスを感じているらしく、胃のあたりを押さえている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ……。しかし、なんでまたあの方が？」

「さあ……？　あなたの顔でも見にきたのではないの。かつての上官なのでしょう？」

　あの女じよ傑けつに限ってそれはないだろう。

　蒼真は苦笑いを浮うかべることしかできなかった。

　火来は改めて蒼真を見み遣やる。

「それよりも授業よ。彼女、今日から訓練に参加させるのでしょう？　やれるの？」

「さて。一応、初対面ではないので、なるようになるとは思います」

　今日は、響ひびきと十一班の初めての合同訓練でもあった。

　蒼真が頷うなずくと、火来は生徒たちに向かって声を張り上げる。

「諸君、選抜試合まであと一週間と少しであるが、本日から新たに訓練に参加してもらう生徒を紹しよう介かいする」

　つい先日、転入生のコノハがやってきたばかりなのだ。これには生徒たちもざわめいていた。一応、コノハたちには昨日見舞いに来てもらったときに、それとなく説明はしてあるのだが。

　火来に促うながされ、蒼真は訓練場の入り口で待機している響に入ってくるよう合図を送る。

　学園の制服を着込んだ響は、他の生徒となんら変わらぬ少女でしかなかった。

「花はな房ぶさ響だ。彼女は正規のグラムリッターではあるが、先日の戦せん闘とうで負傷し当艦に滞たい在ざいしている。リハビリとして、しばらくここで訓練を共にすることになった。……花房、挨あい拶さつを」

「はい。ボクは花房響。……えっと、他ほかに、なにを言えばいいの？」

「好きなものでも言えばどうだ？」

「ああ、なるほど」

　頷いて、響は声を大にしてこう言った。




「好きなものは蒼真だよ！」




　ピシンッと、空気が凍こおりついた。

　火来でさえ、表情を引きつらせている。それでも熟練の指導官は冷静に話を続けた。

「……ああ、見ての通り、彼女は戦闘の後こう遺い症しようで記き憶おく障害を起こしている。なにかと困ることもあるだろう。みな、助けてやってくれ」

　凄すさまじい説得力だった。

　生徒たちもなるほどと頷いて納なつ得とくしてくれる。

　──あの状じよう況きようを綺き麗れいに収めるなんて……。

　指導官として、腕うでの差を思い知らされた気分だった。




　　　　◇




　自己紹介が終わると、響は防護服に着き替がえるため更こう衣い室へと去っていった。

　蒼真は胃がキリキリと痛むのを感じながら十一班の少女たちの下もとに向かう。

「おかえりなさい、小鳥遊先生」

　まずそう声をかけてくれたのは義ぎ妹まいの葉月だった。

「ただいま。留守中、面めん倒どうを見られなくてすまなかったな」

「ううん、いいの。小鳥遊先生はちゃんと帰ってきてくれたし」

　首を横に振ふって、それから愛らしい義妹は瞳ひとみに冷たい色を浮かべる。

「響さんって、おもしろい人だね？　仲良く殺やれるといいな」

　そこはかとなく殺気がだだ漏れで、蒼真は冷ひや汗あせが止まらなかった。

「お、落ち着きなさいな葉月。わたくしたちがいがみ合うと、小鳥遊指導官も困るのではなくて？」

　葉月をなだめてくれたのはマリーだった。

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる葉月の頭を撫なでながら、蒼真の顔を見上げる。

「でも、指導官がお戻もどりになってわたくしも嬉うれしいですわ」

「ありがとうマリー。間に入ってくれて助かるよ」

　絵に描かいたような優等生であるマリーは、初対面のコノハにも普ふ通つうに接せられる高いコミュニケーション能力を持っている。

　いろいろと摩ま擦さつを起こしそうな響との間に立ってもらえると、蒼真としては本当にありがたい。

　マリーは顔を赤くして目を見開くと、ふいっと顔を背そむけて金色の髪かみを振り払はらう。

「が、学年首席として、当然のことを言っているだけですわ」

「頼たよりにしているよ」

「頼りっ、わたくしがっ」

　なにやら狼狽うろたえるマリーに首を傾かしげながらも、蒼真は最後のひとりであるコノハに向き直る。

「戻ったよ、コノハ」

「お帰りなさいませ、小鳥遊指導官」

　まったく表情を変えぬまま、コノハは答える。

　蒼真は忘れていない。

　アドミラルリッターとの決着のとき、彼女に命を救われたことを。

　あのときなにをしたのか、それはきっと、コノハには答えられないことなのだろう。

　だから、蒼真は代わりにこう言う。

「今度こそ君たちを強くしてみせる」

「はい」

　コクンと頷いて、コノハはキュッと胸を押さえる。




「指導官になら、私も大切なものを捧ささげる所存です」




　蒼真は一いつ瞬しゆん、なにを言われたのか理解できなかった。

　ひくっと、葉月とマリーの顔が引きつる。

　それから、なにか言い間ま違ちがえたと気づいたのだろう。コノハの顔が耳まで赤くなった。

「これは、違うんです」

　成長したように見えてやはりなにも変わっていない反応に、蒼真は目を細めた。

　──今回のは〝指導官についていく〟とか〝訓練にこの身を捧げる所存だ〟とかが混ざったな……。

　しかしよくも毎回、こんな紛まぎらわしい間違え方をするものだ。

　蒼真は気が動転しているコノハを落ち着かせるように頭を撫でてやる。

「訓練に身を捧げるのはありがたいが、死んだら元も子もない。適度に肩かたの力は抜いておけ」

「ひぅっ」

　慰なぐさめるように頭を撫でたのだが、コノハは腰こしが砕くだけたようにへなへなとへたり込んでしまった。

　──しまった。そういえば、頭を撫でられるのは苦手だったか？

　以前、病室で葉月と間違えて頭を撫でてしまったことを思い出す。あのときも、コノハは様子がおかしくなってしまった。

　蒼真が困っていると、マリーがコホンと咳せき払ばらいをして言った。

「ところで指導官、あの響という娘こもわたくしたちと合同で訓練するという話でしたけれど、学園代表として選ばれることはありますの？」

「それはまだわからない。響の容よう態だいの回復具合にもよるし、そもそもいつまでこの艦で訓練を共にするかも決まっていないからな」

　不確定要素を戦力に数えるのは軽けい率そつだろう。加えて、正規のグラムリッターを一生徒として扱あつかっていいのかという問題もまだ解決していない。

　──だが、〈封フ槍ソウ〉のことは話しておいた方がいいか。

　これから合同訓練を続けていくにあたり、いつかはコノハたちも疑問を抱いだくことだ。

　それに蒼真が戦龍バトルシツプを使ったことで彼女たちにはずいぶん心配させてしまった。後こう継けい者しやが決まったことを伝えれば、安心させることができるかもしれない。

「もうひとつ、火来指導官が話したリハビリという目的以外に、響にはここで訓練をする理由がある」

「とおっしゃいますと？」

「以前、俺が使っていた〈封フ槍ソウ〉は、恐おそらく彼女が引き継つぐことになる。その訓練が、この学園に来た本当の理由だ」

　そう伝えると、マリーだけでなくコノハや葉月までもが目を見開いて硬こう直ちよくした。

「あの、蒼あおいグラムを、別の人間が使ってしまうんですの？」

　まるで思い出の品を汚よごされたように、マリーが震ふるえる。

「それって、おにいちゃんにとって響さんはわたしたちより特別な生徒ってこと？」

　嫉しつ妬とじみた怒いかりを、葉月は吐と露ろする。

「戦龍バトルシツプの、グラムリッター……。そういう、ことですか。姉さま……」

　進むべき道が暗雲に覆おおわれたように、コノハも不安そうな声を漏もらす。

　三者三様の反応を示すが、どれも好意的なものではなかったことに蒼真は呻うめいた。

　──しまった。配はい慮りよが足りなかったか。

　先に伝えておくべきだと考えたのだが、もう少し段階をおいて話すべきだったかもしれない。

　もしかすると、蒼真も焦あせっていたのかもしれない。

　この学園に残るのか、軍へ戻るのか、その選せん択たくに答えが出せなくて。

　──いずれにせよ、この様子じゃ軍からの誘さそいは話せないな。

　響がグラムリッターになる理由を自分で見つけなければならないように、これは蒼真が答えを出すべき問題なのだ。悩なやみ多き少女たちにまで背負わせるのは卑ひ怯きようだろう。

　蒼真はできるだけ明るい声で語りかける。

「なにを暗い顔をしているんだ。俺の生徒としては君たちの方が先せん輩ぱいなんだぞ。簡単に追い抜ぬかされないでくれよ」

「せ、先輩？　わたくしたちが？」

「後輩……。そうか、後輩になるのか、あの子」

「……っ」

　マリーと葉月は、なんとか納得してくれた顔をする。コノハの方は、相変わらずの無表情でどう思っているのかは摑つかめないが。

「この一週間、君たちがきちんと訓練をしてきたか、俺に確かめさせてくれ」

　試ためすように言うと、少女たちはムッとしたように言い返す。

「愚ぐ問もんですわ。このわたくしが指導官の出した課題をこなせなかったとでも？」

「そうだよ。みんなで一いつ生しよう懸けん命めいがんばってきたんだからね」

「……私も、やれるだけのことはやってきたつもりです」

　ひとまず、元気は取り戻してくれたようだ。

　三人が落ち着いたのを確かめて、蒼真は改めて話を続ける。

「ひとまず、今日は君たちと響で対たい抗こう試合をやってもらう。それで今後の方針を決めようと思っている」

　その答えに、マリーが目を丸くした。

「わたくしたちと響って……まさか、三対一で戦えと言うんですの？」

「その通りだ。響は正規のグラムリッターだ。候補生が挑いどむのならそれでちょうど釣つり合うくらいだろう」

　不服そうな顔をするマリーに、蒼真はそう告げる。

　──本来は、な。

　蒼真は心の中でひと言つけ加えながら。

　響は記憶を失っている。それが戦せん闘とう技術にどんな影えい響きようを与あたえているのか、まだ確かめられていない。

　とはいえ、と蒼真はコノハたち三人を見る。

　実戦を経験し、チームワークも確立しつつある彼女たちを相手に、デストロイヤー一隻せきで一本取るのは正規のグラムリッターでも難しい。

　マリーは唇くちびるを尖とがらせながらも、一応は引き下がる。

　しかしまだ納得のいかない顔をしているのはコノハだった。

「指導官。花房が使う予定の〈ヒビキ〉は、私の〈アカツキ〉と姉し妹まい龍りゆうです。力量を測るのなら私と戦う方がフェアでは？」

「もっともな意見だとは思うが、響は十五歳で精せい鋭えい部隊の朱鷺とき岡おか機動部隊に抜ばつ擢てきされた実力者だ。デストロイヤー専門の最精鋭に、君はひとりで勝てると？」

「それは……」

　コノハは言い返せなかった。

　確かにコノハは転入初日から、人並み外れた実力を示している。

　蒼真が正規のグラムリッターと見み間ま違ちがえるほどだ。

　それでも、彼女が扱ってきたのはデストロイヤーではないはずだ。蒼真の見立てでは、恐らく──

　──〝あれ〟しかないだろうなあ。

〈封フ槍ソウ〉の隣となりの格納庫が開放されていたこともある。

　蒼真の考え通りなら、コノハのちぐはぐな実力にも説明がつく。まあ、だからこそここでなにも話せないのだろうが。

　つまるところ、いくらコノハがグラムリッターとして優すぐれていても、デストロイヤーの熟練度自体はマリーや葉月とそう変わるものではないのだ。

「でも小鳥遊先生。響さんは自分のことをなにも覚えてないんだよね？　それって戦い方も覚えてないってことなんじゃないかな」

「勘かんがいいな、葉月。それを確かめてもらうための模も擬ぎ戦でもある」

　同時に、この学園で彼女に生徒として一から学び直してもらうべきか、それとも蒼真の補ほ佐さのような指導官側に置くかという判断材料にもなっている。

　そう説明すると、三人もようやく納なつ得とくしたようだった。

　そのころになって、ようやく更こう衣い室から響が出てくる。

「では、模擬戦の準備を進めておいてくれ。グラムを使えるのは一班が訓練に入るまでの三十分だけだから、急げよ」

「了りよう解かいしました」

　一年生に与えられたグラムはデストロイヤー級が三隻。それを一年全体で使い回している。本日は十一班の順番ではないのだが、響との模擬戦のため無理を言って使用許可を取りつけたのだった。

　とはいえ現在、龍りゆう甲こう艦かんの外を飛行する哨しよう戒かい訓練は中止されている。火来が負傷し、随ずい伴はんできる指導官が誰だれもいないためだ。

　三人の少女たちに指示を残して、蒼真は響の下もとに駆かけ寄る。




　ようやく訓練場に入ってきた少女は、黒と金色を基調とした防護服を身につけていた。

　軍ぐん役えき時代のものを着用してもらったのだが、まるで初めて身につけたかのように居い心地ごこちの悪そうな顔をしている。

「着心地はどうだ、響？」

「動きやすいけど、なんかすーすーして恥はずかしいよ」

「ま、まあ、そうだな」

　最近になってようやく意識しないようにできていたというのに、目の前で羞しゆう恥ち心しんを覚えられるとこちらまで恥ずかしくなってしまう。

　軽く目を逸そらしながら、蒼真は続ける。

「さっきも説明したが、君にはこれから俺の生徒三人と戦ってもらう。まあ、いまの響の実力を測るためのテストだ。これから君にどんな授業を受けてもらうかを判断するものだから、勝敗は気にせず好きなようにやってみるといい」

「戦うって、この剣けんで戦うの？」

　そう言って、響は宙に手をかざすとグラムを起動させる。

　翠みどりの粒りゆう子しを振ふり撒まき、響の手に現れたのはコノハの〈アカツキ〉と同じ三枚の放熱板を持った銃じゆう機き剣けんだった。

　その重量は少女の体重の数倍はあろうかというほどだが、響は軽々と手の中でクルリと回転させる。

　──グラムの扱い方は、体の方が覚えているといったところか。

　グラムには龍が組み込まれている。それを正しく操あやつれていなければ、こうはいかない。自分の方が振り回されるか、それ以前に持ち上げることも敵かなわないだろう。

　さすが、戦龍バトルシツプの声に耳を傾かたむけられるだけのことはある。

　しかし、と蒼真はどこか感かん慨がいにふけるように少女を見つめる。

　──響は、左利ききか。

　コノハと同じ機体を操りながら、利き手も色も正反対だ。

　なんとも、対照的なふたりが揃そろったものだった。

　軽く振り回してグラムの調子を確かめると、響はこくんと頷うなずく。

「うん。ちゃんとやれると思う」

　その答えを聞いて、蒼真はコノハたち三人を示す。

「彼女たちのことは覚えているな？　三人とも俺の生徒だ。これから、君といっしょに訓練を積んでいく仲間だ。そして、これから戦ってもらう対戦者だ」

「うっ、真ん中の子とか、ちょっと怖こわい子だよね……？」

　響が怯おびえた目を向けるのは、意外なことにコノハだった。

　──葉月の方が殺気立っていた気がするが、コノハの無表情の方が怖いものか。

　あれは響の方が悪いとは思うが、お互たがい第一印象がよくなかったのは事実だろう。

「そう嫌いやそうな顔をするな。これから仲間になると言っただろう。相手がどんな人間か、響がどういう子なのかを知ってもらうための模擬戦だ。リハビリついでに勉強してこい」

　そう紹しよう介かいすると、響は素す直なおに頷き返してくれた。

「どうなるかはわからないけど、やってみるよ。そういえば、この子には名前はないの？」

「この子、か……」

〈封フ槍ソウ〉に対してもそうだったが、響はグラムが生き物であるように接する。

　根こん拠きよのある話ではないが、蒼真はそういったグラムリッターの方が強く、長生きできるような傾けい向こうがあると思う。

「その子の名前は〈ヒビキ〉──デストロイヤー級グラムだ」

「えっ、この子も〈ヒビキ〉って言うの？」

　そう言って、しげしげと銃機剣を掲かかげて見つめる。

「そっかぁ。君は、ボクと同じ名前なんだ。えへへ、よろしくね〈ヒビキ〉」

　屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべると、響は蒼真に顔を向ける。

「ねえねえ、蒼真は勝っても負けてもいいって言ったけど──」

「──先生、もしくは指導官だ。ここではそう呼べ」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませると、響は唇を尖らせて言う。

「蒼、真、先、生」

「なんだ、花房響くん」

「蒼真先生、ボクが勝ったらうんと褒ほめてくれる？」

　イタズラでもするような笑みを浮かべる少女に、蒼真も苦く笑しようして頷く。

「そりゃあ褒めてやるとも」

「えへへ。なら、ボクがんばるよ」

「おいおい、相手は俺の生徒だ。弱い相手じゃないぞ。それに三対一でやってもらうんだからな」

「えっと、三対一……単機での奇き襲しゆう……じゃなくて強きよう襲しゆう戦？　ん、たぶん大だい丈じよう夫ぶ」

　気楽そうにそう言って頷くと、響は蒼真の腕うでにしがみついてくる。

「ボクが勝ったら遊びにつれていってよ？　病院と学園の中だけじゃもう退たい屈くつで仕方ないんだから」

「わ、わかったから引っ付くな」

「わぁい。約束だからね！」

　怖る怖るコノハたちの方に目を向けると、やはりというか葉月が冷たい目をして立ち尽つくしていた。その隣でコノハまで同じような顔をしているように見えるのは、気のせいだろうか。

　四人の少女は顔を合わせて礼を交かわすと、それぞれの陣じん地ちへと分かれていく。

　それを眺めて、蒼真はため息をもらす。

　──コノハたちと響の、どちらかを選べというのは、酷こくな話だ。

　三週間、面めん倒どうを見てきた少女たちと、記き憶おく喪そう失しつで目が離はなせない響。どちらも放ほうり出せるはずがなかった。




　　　　◇




「それでは、試合始め！」

　蒼真が声を上げると、少女たちは駆け出した。

　まず最初に飛び出したのはマリーだった。

　地を駆けるようでいて、その足は宙に浮かんでいる。彼女を前に進めているのは、脚きやく部ぶに組み込まれた推進器バーニヤだ。

　足首から強きよう烈れつな炎ほのおを噴ふき出し、異い邦ほう人じんの少女は先せん陣じんを切って加速する。

「コノハ。わたくしが足を止めますから、あとはわかってますわね！」

「ええ」

　声をかけながら、マリーは正面から響へと斬きりかかる。

「さあ、これをどう捌さばきますの──〈タチカゼ〉加速ブースト！」

　そんなマリーが扱あつかう〈タチカゼ〉は、背中に推進器バーニヤを埋うめ込んだ大剣だ。近接戦用で飛び道具は一いつ切さい持たないが、全デストロイヤー中最高の硬こう度どと速度を誇ほこる。

　大剣の背から炎が噴き出し、さらに斬ざん撃げきを加速させる。

　マリーの役目は盾たてだ。

　その体を以もつて敵の視界を奪うばい、あるいは突とつ撃げきして蹴け散ちらすという、古いにしえの時代に存在したヴァイキングのそれだ。

　そして攻こう撃げきしながら未知の敵の出方をうかがうという、仲間に情報を伝えるための一いち撃げきでもある。

　──チームとして戦う意味を、しっかり理解してきたな。

　蒼真もそう褒めたくなる一撃だった。

　加えて近きん距きよ離り戦用の〈タチカゼ〉に、近中距離戦用の〈ヒビキ〉は相あい性しようが悪い。

　そのはずなのだが──

「──よっ、と」

　響は自分に振り下ろされる大剣の切っ先に〈ヒビキ〉を合わせると、刀身を搦からめ捕とるように手首を回転させる。

　それによって、マリーの剣はその向きをねじ曲げられた。

「なっ──？」

　その先にいたのは、コノハだった。

　先制の一手を味方への攻撃にねじ曲げられる。

　だが、不意を衝つかれたはずのその一撃を、コノハは落ち着いて銃機剣の腹で受け止める。

　一歩離れていたコノハはマリーと響の動きを正確に把は握あくしていたのだ。

「まずはひとり！」

　だが、そこでふたりの動きは止まってしまう。

　響はコノハに向けて銃機剣の銃火シユートを放とうと構えるが、そのときにはコノハも同じように銃機剣を構えていた。




「〈ヒビキ〉──銃火シユート！」

「〈アカツキ〉──銃火シユート」




　第四物質プラズマ化した弾だん丸がんが衝しよう突とつする。

　ふたりが扱うグラムは、近中距離専用の機体だ。剣による接近戦と電磁投射砲レールガンによる中距離戦を兼けん用ようできる兵器だが、それゆえに複雑な構造で扱いが難しく、近中距離のどちらでも一番にはなれないという器用貧びん乏ぼうな側面もある。

　目が眩くらむような閃せん光こうが弾はじける中、最後のひとりである葉月はそれをただ眺ながめているわけではなかった。

　葉月の〈ムラクモ〉は長距離戦用のレーザー砲だ。横から回り込んでコノハとマリーを射線から外すと冷静に狙ねらいを定さだめていた。

「わわわっ」

「〈ムラクモ〉──砲撃フアイア！」

　砲ほう筒とうから放たれる砲ほう撃げきを、ヒビキは身を反らせて躱かわす。

　そのまま地面を転がって後転すると、いったん距離を置く。

「さすが蒼真の生徒。正面から崩くずすのはキッツイかな」

　額の冷ひや汗あせを腕で拭ぬぐうと、響はぺろりと舌を出して銃機剣を構え直す。

　コノハたちも陣じん形けいを立て直していた。

「さすが、正規グラムリッターといったところですわね。加速ブースト中の〈タチカゼ〉をいなすだなんて」

「大丈夫。突とつ破ぱできないほどではないわ」

　マリーを助け起こしながら、コノハが言う。

「というか、本当に三対一で互ご角かくくらいなんだ……。わたしたちの目指す先から来た人なんだから、それはそうだよね」

　砲筒を構え直しながら、葉月も顔を強こわ張ばらせて呟つぶやく。

　三人の戦いぶりに、蒼真はほとほと感心した。

　この一週間というもの、蒼真が入院していたせいで彼女たちは出されたメニューに従って自主訓練することしかできなかったのだ。

　また、見ていてくれる誰だれかがいないのに自分たちだけで訓練に集中するのは難しい。

　それがコノハたちの動きは一週間前に比べても見み違ちがえている。

　言われたことをやっていただけでは、ここまで成長はできないだろう。恐おそらく三人とも蒼真が出した課題以上の訓練を、各おの々おので行ってきたのだ。

　これは素直に三人を褒めてやりたかった。

　──とはいえ、響がここまで戦えるとは思わなかったな。

　よくてコノハと互角程度。三対一なら勝ち目はないだろうと蒼真は考えていた。

　それがここまで対等に戦えているのだから、響の実力は記き憶おくが失われても損そこなわれていないということだろう。

　確かめるべきことは確かめられた。そろそろ止める頃ころ合あいではあるのだが。

　──決着まで、見守ってやるべきだろうな。

　コノハたち三人も、響も、蒼真の生徒なのだ。これから共同で訓練を続けるなら、水を差すべきではない。

　そして、少女たちは再び衝突する。

「次は崩すよ！」

「二度も同じ手が通じるとは思わないことですわ！」

　響は真まっ直すぐ飛び出し、それをマリーが迎むかえ撃うつ。

　先ほどいなされたことを警けい戒かいして、マリーは脇わきを締しめて鋭するどい剣けん閃せんを放つ。

「おっとと」

　響は軽く身を退ひいてやり過ごすが、躱した直後にはマリーの大剣は足元を掬すくい上げるような斬撃に繫つなげられていた。

　力任せの最初の一撃とは異なり、小回りの利きいた連撃に響もたたらを踏ふむ。

　と、その足がふわりと宙に逃のがれた。

　バシュッと音を漏もらして〈ヒビキ〉の刀身が左右に割れる。

　狙う先にいたのは、マリーではなくコノハだった。

「君が一番怖こわいから──〈ヒビキ〉銃火シユート」

「──っ」

　コノハはとっさに横へ跳とんで火線から逃れるが、そこで足を止められてしまう。

「あなたの相手は、わたくしですわ！」

　追つい撃げきを許さぬようにマリーが斬りかかるが、響は脚部の推進器バーニヤを噴かしてマリーの頭上を飛び越こえる。

　マリーは背後を取られるが、そこは別の火線の上でもあった。

「捕つかまえた──〈ムラクモ〉砲撃フアイア！」

　葉月が砲撃を放ったときだった。

「あっはっ、甘いよ！」

「え……っ？」

　笑いながら響が取った行動に、マリーが呆ほうけたような声を漏らした。




　響は、マリーの首を摑つかむと自分の盾にするように引き倒たおしていた。




　倒れてしまったマリーは為なす術すべもなく葉月の砲撃をまともに受ける。

「マリー！」

　さすがに、蒼真も声を上げた。

　──なんて手を使うんだ！

　地面に投げ出されたマリーは、派手に転がって動かなくなる。

　砲撃は出力を最低値に落とした模も擬ぎ戦せん設定だ。マリーの命に別状はないだろうが、それでも直ちよく撃げきを受けて目を回していた。

　そして味方を撃ってしまった葉月は蒼そう白はくになって震ふるえる。

「次は、君」

　葉月の動どう揺ようを見み逃のがすほど、響は優やさしくはない。

　一呼吸の間も置かず、響は銃じゆう機き剣けんを葉月に向ける。

「〈ヒビキ〉銃火シユート！」

「ひゃっ？」

　足を止めてしまった葉月は、身構えることもできず銃機剣の直撃を受けた。

　ペタンとへたり込んで、グラムを取り落とす。

　響は立ち上がると、コノハに目を向けた。

「あとは、君だけだね」

　残るは、コノハひとりだった。

　コノハは珍めずらしくその瞳ひとみに苛か烈れつな怒いかりを込こめて響を見み据すえる。

「あなたの戦い方は、とても効果的だと思う。でも、気に入らないわ」

　葉月に味方を撃たせたのだ。許せるわけがないだろう。

　コノハは銃機剣を真っ直ぐ構えて飛び出した。

　ふた振りの銃機剣が正面からぶつかり合う。

　互たがいの剣の力は互角だった。

　剣を弾はじかれ、ふたりは背中を晒さらすように一回転して次の斬撃に繫げる。狙う場所も同じ。ただ色だけが互いを裏返したように正反対で、まるで鏡と戦っているような錯さつ覚かくさえ抱いだきそうだった。

　だが、蒼真にはすでに決着が見えてしまっていた。

　──頭に血が上りすぎだ、コノハ。太刀たち筋すじがどんどん荒あらくなっているぞ。

　いずれ競せり負けるだろう。

　それを肯こう定ていするように、コノハが押され始める。

　もともとの技量に差があるのだから当然ではあるが。

「くっ──」

　銃機剣をはね上げられ、姿勢を崩したところに響が足あし払ばらいをかける。

「もらったよ！」

　姿勢を崩すコノハに響が銃機剣を振ふるうが、コノハは〈アカツキ〉を手放し、さらに身を捻ひねって宙返りをする。

　着地した先には、マリーが倒れていた。

　その隣となりには〈タチカゼ〉が突つき立っていた。

「借りるわ、マリー──〈タチカゼ〉加速ブースト」

　体力ももう限界なのだろう。

「待てコノハ！　それは駄だ目めだ」

　思わず口を出してしまった蒼真の制止も虚むなしく、コノハは大剣を加速させて響に斬きりかかる。

「──それ、さっきより動き悪いよ？」

　だが、響は無情にも軽く横に避さけるだけで凌しのいでしまう。

　コノハが扱あつかい慣れているのは〈アカツキ〉だ。補助の武器として〈タチカゼ〉を頼たよったのは悪い判断ではないが、得意のグラムで押し切れなかった相手に通用するものではない。

　そして、響はすれ違ちがい様ざまにコノハの胴どうを薙なぎ払はらう。

「く、ぁ……」




　大剣を取り落とし、最後のひとりであるコノハが地面に頽くずおれた。




　きっと、普ふ段だんのコノハならこんな一方的な負け方はしなかっただろう。

　──マリーと葉月を落とされて、激げき昂こうしたのが敗因だな。

　グラムリッターとしては諫めるべき欠点ではあるが、指導官としては褒ほめてやりたい美点でもあった。

　いつの間にか、試合を見守っていた蒼真の手には血が滲にじんでいた。

　拳こぶしを強く握にぎりすぎて、爪つめが皮ひ膚ふを破ったのだ。

　親しん睦ぼくをかねたはずの試合は、最悪の形で幕を下ろしたのだった。




　　　　◇




　三人とも動かなくなったのを確かめると、響はそのまま蒼真の下もとへと駆かけ寄ってきた。

「蒼真！　見た見た？　ボク、三人に勝ったよ。褒めて褒め……て？」

　嬉うれしそうにはしゃぐ少女とすれ違って、蒼真はコノハたちの下に駆け寄る。

　コノハとマリーは気を失っているが、幸い三人とも大きな怪け我がはなさそうだ。心配そうに見守っていた他ほかの生徒たちが駆け寄ってきて、蒼真は彼女たちに三人を医務室に運んでもらうよう頼たのんだ。

　担たん架かで運ばれていく三人が見えなくなると、響が不服そうな声を上げる。

「あの、蒼真？　ボク、勝ったんだよ？」

　褒めてほしそうな顔をする響に、蒼真はとてもそんな気にはなれなかった。

「……勝負は、確かに君の勝ちだな」

「でしょ！」

「だがな、響。俺は最初、彼女たちをどう紹しよう介かいした？」

「え……？」

　響は言っていることがわからないというように首を傾かしげた。

「そ、蒼真、怒おこってるの？　あっ、先生ってつけるの忘れたから？　こ、これからはちゃんと直すから……」

「そういうことを言ってるんじゃない」

　蒼真は冷たく告げて首を横に振る。

「俺は、彼女たち三人は君の仲間だと教えたはずだ。自分を知ってもらうための試合だと言ったはずだ。君がやったことは戦いでは正しいかもしれないが、ここではやってはいけない行こう為いだった」

「わ、わからないよ。なにがいけなかったっていうの？」

　戸と惑まどう顔をする響に、蒼真は少なからず落らく胆たんする。

「響、君は勝つためなら仲間を盾たてにするのか？　自分を盾に使うような相手を、仲間だとは思えないんじゃないか」

　だが、蒼真が真しん摯しに語った言葉に、響は今度こそキョトンとして首を傾げた。




「それって、なにがいけないの？　ボクは喜んで蒼真の盾になる。他の人は違うの？」




　愕がく然ぜんとして、蒼真は目を見開いた。

　──この娘こは、危あやうい。

　記き憶おくを失ったことで、価値観の基準も失っている。

　この少女は蒼真が死ねと命じれば、なんの躊ちゆう躇ちよもなく死ぬだろう。それくらい、命というものに価値を見み出いだしていないのだとわかってしまった。

　自分の命を大切だと思えない者が、他者を大切にすることはできない。

　──つまり、ここから教えていかなければいけないんだ。

　いまごろになって、この少女を一人前のグラムリッターに鍛きたえ直すことの困難を思い知った。

　悩なやむ蒼真の顔をどう見たのか、響は青ざめて震え始める。

「ボ、ボクは、ただ、蒼真に褒めてほしくて……」

　涙なみだぐんで震える少女は、たったいままで鬼き神しんのような強さを見せていたとは思えぬ弱々しい姿だった。

　記憶を失ったこの少女は、まだ子供なのだ。

　普ふ通つうは親が与あたえてくれる常識というものを、なにひとつ持ち合わせていない。他者と触ふれ合うことも知らない。

　だが、それは悪ではないはずだ。

　これから、学んでいけばいい。

　学園という場所は、ものを学ぶための場所なのだから。

　蒼真は頭かぶりを振って息を整える。

　これは響の非常識さが悪いのではなく、蒼真の認にん識しき不足が原因だ。

「いや、いい。今回は、俺の説明不足だった。ただ、響が俺に対して優しくできるように、仲間にも優しくしてほしいんだ。そうすれば、仲間もきっと君に優しくなってくれる」

　できるだけ優しく話しかけると、響もいくらか安心したような顔をするが、すぐに困った顔をする。

「……難しいよ」

　まるで捨てられた子こ猫ねこのように、響はシュンと肩かたを落とす。

「……でも、がんばる」

「よし。なら、まずは三人に謝りに行け」

「……蒼真も、来てくれる？」

　涙まで浮うかべて裾すそを摑む少女を突き放せるはずもなく、蒼真は仕方なさそうに頷うなずいた。

　──大きすぎる才能というのも、考えものだな。

　響はグラムリッターとして凄すさまじい力と才能を持っている。

　だが、記憶を失ったせいか幼すぎる。正しく指導してやらなければ、いつか力の使い方を間ま違ちがえる。

　それを導くのが蒼真の役目なのだ。なかなか、厄やつ介かいな難問と直面したものだった。

　しかし、とも思う。

　──これだけの力を持った響たちでさえ、アドミラル級には歯が立たなかった。

　そのアドミラル級を葬ほうむったのは蒼真ではあるが、胸に込み上げるのは恐きよう怖ふだ。

　あれは、果たして蒼真が討うち取った一頭だけなのだろうか。

　もしもあれが何頭もいて、それが一度に襲おそいかかってきたとしたらどうなるのだろうか。

　戦龍バトルシツプがいたとしても、それを倒たおすのは容易なことではない。蒼真と同じように敗れ、命を落とす者だって出てくるだろう。

　──そんな場所に、俺は響やコノハたちを送るんだ。

　改めて、自分の役割の重さを痛感した気持ちだった。








第三章　惑まどいの夜






　陰いん鬱うつな気持ちのまま、コノハは首の後ろに手を回して留め具を外す。ストンと防護服がはだけ落ち、真っ白な素肌が露あらわになった。

　ひとまず、コノハたち三人はすぐに意識を取り戻もどし、その後の訓練もなんとか行うことができた。

　ただ、目に見えて動きは悪かった。敗北に加え、同士討うちのせいもあるのだろう。特に葉は月づきはほとんど〈ムラクモ〉の引き金を引けなくなっていた。

　そんな訓練の時間が終わり、更こう衣い室にはコノハたち十一班の三人だけが残っていた。

　着き替がえる手もノロノロとしたもので、重たい沈ちん黙もくに包まれている。

『ごめんなさい。ボクは悪い戦い方をした。次からは、もうあんなことはしない』

　あのあと、響ひびきはそんなふうに謝ってくれたが隣に蒼そう真まが付き添そっているのでは、彼に言われたから来たようにしか受け取れない。

　そんな中で、さらにコノハの気持ちを重くしているのは、これから姉を訪ねなければならないことだった。

　顔の見えない通信でさえ、毎回倒れそうなほど神経を削けずり取られるのだ。

　面と向かって会話する疲ひ弊へいは訓練の比ではない。つくづく、ミコトに軽口まで返せる鈴すず音ねの精神力が羨うらやましい。

「はあ……」

　思わず、ため息が漏もれてしまった。

　陰鬱な空気に耐たえかねたかのように、マリーがキイッと声を上げる。

「もうっ、なんなんですの！　相手は手負いとはいえ正規のグラムリッターですわよ。負けてなにを恥はじる必要がありますの。むしろ、あの程度まで強くなれば、わたくしたちは一人前になれると知れたということではありませんの」

　マリーは響の強さにまったく屈くつ伏ぷくしていない。それどころか、自分たちならば必ず手が届くと確信しているのだ。

　コノハはキョトンとして、まばたきを繰くり返す。




「恥はじは知っておくべきだと思うわ」




　そして、また盛せい大だいに言葉を取り違ちがえる。
















　いまのは〝自分が恥ずかしい〟と言いたかったのに……。

「きぃぃっ、わたくしが恥知らずだとでもっ？」

　いつものように摑つかみかかってくるかと思いきや、マリーはピンとコノハの額を指で小こ突づいた。

「ほら、あの女にもそんなふうに返してやればいいだけではありませんの。わたくしが知っているコノハはことある毎ごとに隅すみっこで悶もん絶ぜつしていても、いつまでも引きずったりしませんわよ？」

　コノハはキュッと胸を押さえた。

　──マリーは、すごいのね。

　この少女は、いまの自分よりも遥はるかに強い。

　腕うでの話ではなく、精神的に、人として。

「どうして……。そんなに、前向きでいられるの？」

　思わずそう言ってしまうコノハに、マリーは顔を赤くしてフンと顔を背そむける。

「敗北の味はもう知っていますもの。……本当に、屈くつ辱じよくでしたわ。でも、そのときここはそれを学ぶ場所だと教えてもらいましたもの」

　それが原因でマリーが蒼真に反はん撥ぱつしていたということを、コノハは知らない。

　しかし、いまのマリーにはその言葉がなによりも大切な支えになっているように見えた。

　コノハは首を横に振ふる。

「負けたのは、それほど気にしていない。許せないとは、思っているけれど」

　響はマリーを盾にしてコノハたちの動どう揺ようを誘さそった。

　実に効果的だったことは認めるが、それで彼女をマリーや葉月と同じ仲間だと受け入れられるかといえば無理な話だ。

「なら、しゃきっとなさいな」

「……姉が、来ている、の」

　自分でも驚おどろくほど、憂ゆう鬱うつな声だった。

「これから、会わないと、いけなくて……」

　マリーも慌あわてたような顔をする。

「ええっと、苦手な方なの？」

　苦手どころではない。世界でもっとも恐おそろしい人間だと思っている。そんなことは口に出せなくて、頷くことしかできなかったが。

「なんというか、話を聞いてあげるくらいしかできないとは思いますけど、元気を出しなさいな。嫌いやなことを吐はき出すだけでも、気持ちが楽になったりしますわよ？」

「……ありがとう」

　他のことを気にかける余よ裕ゆうがないからだろうか。今日は自分の唇くちびるも言いたいことを口に出してくれているような気がした。

　このとき、コノハは気づかなかった。

　マリーが、いまの自分にとってなによりも必要な言葉を与えてくれていたことに。

　ただ、ふたりがそんな会話をしている間も、黙だまっている少女がいた。

　マリーは、沈黙する葉月に声をかける。

「ほら、葉月もいつまでもそんな顔をしているものではありませんわ。あの小こ娘むすめに小鳥遊たかなし指導官を盗とられても知りませんわよ？」

　彼女なりの激げき励れいの言葉だったのだろうが、いまの葉月にそれは明らかな禁句だった。




「盗られちゃうのかな……。響さんに、おにいちゃんを……」




　部屋の照明が落ちたと錯さつ覚かくするほどに暗い空気になった。

　コノハだって、忘れたわけではないのだ。

　──俺が使っていた〈封フ槍ソウ〉は、恐らく彼女が引き継つぐことになる──

　響は、蒼真の後こう継けい者しやなのだ。

　対して、コノハたちはたくさんいる生徒の中のひとりでしかない。

　この上敗北したコノハたちと、汚きたない手を使いつつも三対一で勝利を摑んだ響。蒼真が響に盗られるのではないかという不安は、三人の胸の中に容よう赦しやなく広がっていた。

　それでも、マリーは首を横に振る。

「そんなの、言葉の綾あやでしょう？　指導官がわたくしたちを置いてあんな小娘の相手をするとでも思いますの？」

「でも、おにいちゃんは軍に言われて響さんの指導を始めたんだよ。前だって、軍に言われて、あんな怪かい物ぶつと、戦いに……」

　葉月は肩を抱だいて身み震ぶるいする。

　アドミラル級ファフニール──グラムリッターのような姿をしたその怪物と、三人は対たい峙じした。

　コノハも、思い出すだけで震えが止まらなくなる。

　蒼真とて倒し切れず、コノハたちがたどり着いたときにはすでに死の淵ふちにいた。あと数秒でも遅おそければ、そのまま絶命していたかもしれない。

　マリーも息を吞のんで言葉を失ってしまう。

　それでも、コノハは首を横に振った。

「それは違う。指導官は、命令だから戦ったのではないわ。あの人は、私たちを守るために、戦ってくれた」

　珍めずらしく、強い口調でコノハは断言した。

　──あの日だって、あの人は自分の部下と私を守るために戦ってくれた。

　それこそ、自分の命を使い果たすまで。

　だからコノハはそんな蒼真に恩を返すため、ここに来たのだ。

　しかし、葉月は顔を上げてはくれなかった。

「そう、だよね。おにいちゃんは、そういう理由で戦うもんね。でもさ……」

　葉月は、震えながら自分の手を見る。

「あのとき、わたしは無我夢中で〈ムラクモ〉を撃うってたけど、もしもあれがひとつでも外れてたらって、もしもおにいちゃんに当たってたら……」

　コノハは、かける言葉が見つからなかった。

　今日の訓練で、葉月は味方のマリーを撃ってしまった。とはいえ、訓練だ。それ自体は失敗の経験ですむ話だ。

　ただ、今回はタイミングが悪かった。

　義ぎ兄けいの蒼真が死地から辛かろうじて生せい還かんした直後で、しかも何十人ものグラムリッターが命を落とした、最悪の敵と遭そう遇ぐうした恐きよう怖ふも拭ぬぐい切れていなかった。

　そこに自分が味方を撃ったという事実が、葉月の中のなにかをへし折ってしまったのだ。

　葉月は頭かぶりを振って立ち上がる。

「ごめんね、みんな。ちょっと気が滅め入いってただけだから。もう大だい丈じよう夫ぶ。変なこと言っちゃったけど、忘れて」

　こんなに大丈夫ではなさそうな葉月の顔は、初めて見た。

　なにも言えずにいると、マリーがハッとして時計を見た。

「もうこんな時間？」

「どうしたの？」

「わ、わたくし、今日はちょっと外せない用事がありますの。帰らせてもらいますわ」

　慌てて着替えをすませると、マリーは足早に去って行く。

　最後まで、葉月を気にかけるような視線を送っていたが。

「ほら、コノハさんも着替えよう？　風邪かぜ引いちゃうよ」

　促うながされてコノハも着替えるが、先ほどの葉月の言葉が妙みように突つき刺ささっていた。




　──盗られちゃうのかな……。響さんに、おにいちゃんを……──




　まさか、とは思いながらコノハも更こう衣い室をあとにするのだった。




　　　　◇




〈ヒリュウ〉艦かん橋きよう特別賓ひん客きやく室しつ。

　学園を出たコノハは、ものものしいその部屋を訪ねていた。

「失礼します」

　返事を待ってから鋼鉄の扉とびらを開くと、そこには豪ごう華かな客室が広がっていた。

　木製の重厚なテーブルにはアルコールのボトルとグラスが並んでいる。

　そのソファに、ミコトが腰こしを下ろしていた。

「遅い。貴様は時間も守れぬのか」

「これでも学園から直接来ました。無理を言われても困ります」

　氷と飴あめ色いろの液体で満たされたグラスを傾かたむけると、ミコトは向かいのソファを示す。

　コノハがちょこんと腰を下ろすと、ミコトは開口一番にこう言った。




「負けたそうだな。花房響に」




　ビクッと、体が震えてしまった。

　だからこの姉は怖こわいのだ。常にコノハが触ふれられたくない部分を真っ先に指し摘てきしてくるのだから。

「……はい」

　コノハが頷うなずくと、ミコトは落らく胆たんするような吐と息いきを漏もらす。

「黙ってひと月様子を見てみたが、これといった進歩はなかったようだ」

　失望したというような高圧的なもの言いに、コノハは膝ひざの上でキュッと手を握にぎり締しめることしかできない。

　職務を放ほうり出して、この学園に転がり込んだのは自分の方なのだから。

　そもそも、全すべてにおいて正しいのはこの姉なのだ。反論などできようはずもない。

　カランと氷を揺ゆらしながら、ミコトは言う。

「しかし、蒼真が指導官か。少し意外ではあったが、やつはまだ使えるようだ」

「姉さま。小鳥遊蒼真は、もう……」

　声を上げるコノハに、ミコトは笑って首を横に振る。

「なにもいまさら戦場に放り込みはしないさ。だが、アドミラル級と二度に亘わたる交戦経験を持つ指導官というのは、軍としても得がたい逸いつ材ざいだ」

　愉ゆ快かいな計画でも思い付いたように、ミコトは口角を吊つり上げて笑えみを浮うかべる。

「これまで噂うわさでしかなかったアドミラル級が姿を見せた。それも、こちらの予期しなかった人型への進化まで遂とげて」

　歴代の戦龍バトルシツプ級グラムリッターも、一度としてアドミラル級と交戦することはなかった。

　そういった意味では、蒼真は本当に不運だったのだ。

「これから空は荒あれる。〈皇国〉が有する十二隻せき全てが必要になるやもしれぬ。コノハ、貴様と天あま川かわの小娘、それに花房響を席に据すえてもまだ足りん。そしてそんなひよっこ共を即そく戦せん力りよくに仕立て上げるシステムが必要だ」

　アドミラル級は、蒼真が仕留めた一頭だけということはないだろう。

　戦龍バトルシツプすら打ち破るファフニールがいつまた現れるとも知れぬいま、空席の戦龍バトルシツプも全て稼か働どうさせなければならない日が必ず来る。

　いまの〈皇国〉には、たった六隻の戦龍バトルシツプしかグラムリッターがいないのだから。

　そして、ミコトはもはや決定したかのようにこれを告げた。




「蒼真には、戦龍バトルシツプ専任の指導官として軍に戻もどってもらう」




「──っ」

　コノハは思わず立ち上がった。

「花房はいいテストケースになるだろう。蒼真もここでそれなりの働きは見せていたようだし、あれを即戦力にできれば老人どもも文句は言えまい」

　最強のグラムリッターとはいえ、ミコトも前線に立つ兵だ。軍の実権を握っているのは彼女ではなく古くからいる将官たちだった。

　しかし、とコノハは声を上げる。

「姉さま！　いくら姉さまでも、それは横暴です」

「……？　なにを慌あわてている。貴様からあれを取りあげるとは言っていない。貴様も蒼真と共に軍に戻れ。そして戦龍バトルシツプのグラムリッターとして堂々と教えを請こえばよかろう」

　この姉にしては、凄すさまじく譲じよう歩ほしてくれた言葉だった。

　譲歩どころか、優やさしすぎて天変地異の前まえ触ぶれを考えたくなるほどだ。

　──それほどまでに、戦せん況きようは逼ひつ迫ぱくしている？

　小鳥遊遊ゆう撃げき部隊に朱鷺とき岡おか機動部隊。二度に亘りグラムリッターの精せい鋭えい部隊が壊かい滅めつさせられているのだ。ファフニール側にも大きな動きが起こりつつあるのかもしれない。

　それに、とミコトは続ける。

「これは蒼真の望みでもあるはずだろう？　自らの隊を壊滅させられ、汚お名めいとともに軍を追われたのがいまのあいつだ。バッドルーザーの汚名を返上し、いま一度軍に返り咲ざけるというのに拒こばむ理由があるか？」

「それは……」

　コノハだけの話ではない。

　これは蒼真の将来も左右する問題だ。

　彼はもうあと三十年も生きられない。その三十年を、再び軍の栄光の中で過ごすことができるというのだ。

　だがここに残るというのはその未来を捨てるということであり、しかもコノハのわがままだ。そもそも彼が寿じゆ命みようを縮めたのは、外ほかならぬコノハのせいではないか。

　この上またしても彼から未来を奪うばうなどと、どうして言えよう。

　それに、蒼真が専任指導官になってくれれば、コノハもこそこそと自分の身分を隠かくす必要もなくなる。

　──でも……。

　コノハは胸を押さえる。

　落ち込んでいるコノハを励はげましてくれたマリー。まだ立ち直りきっていない葉月。それに鈴音もいる。

　彼女たちを置いて、ひとりだけ蒼真についていく。

　それで本当にいいのか？

　気け圧おされ、怖おじ気けづきそうになりながら、それでもコノハは懸けん命めいに唇くちびるを震ふるわせる。

「……少しだけ、時間をください」

「なぜだ？」

「私たちは、負けました。〝負け〟という、経験を得ました。私はいま、戦龍バトルシツプでは得られない経験を、得ています」

　怯ひるみそうになる自分を叱しつ咤たし、姉をキッと睨にらみ返して言う。




「次は、勝ちます。私は、ここで強くなりたい。邪じや魔ま、しないでください」




「……ほう」

　ミコトが鋭するどく目を細める。

　それだけで心臓が止まりそうだった。

「邪魔をするな、と来たか」

　確かめるように繰くり返し、おかしそうに肩かたを揺らす。

「いいだろう。可愛かわいい妹がそこまで言うのだ。一度だけチャンスをやろう。次こそは花房に勝ってみせろ」

　白々しい言葉だが、ホッと息を吐つきそうになる。

「だが、待つのは一週間だ。貴様が軍を抜ぬけてじきにひと月になる。これ以上、その穴を放置しておくわけにはいかない。それで結果を出せないのなら、貴様のわがままももう容よう認にんはできん」

　コノハの一か月は、姉が黙もく認にんしてくれたからの時間だった。

　それがもうすぐ、終わるかもしれない。

　──小鳥遊さんがここを去って、私も皇族に戻るという、最悪の形で。

　それはマリーと葉月への、初めての友達、仲間への裏切りだ。

　もう、負けられない。

　その重さを嚙かみしめて、コノハは頷いた。

「……十分です。ご配はい慮りよ、ありがとうございます」

　与あたえられたのは最後のチャンスだ。

　しかしその重さとは別に、コノハの胸にはトゲでも刺ささったような痛みが残っていた。

　──これは蒼真の望みでもあるはずだろう──

　蒼真は、果たしてなにを望むのだろうか。

　軍からの勧かん誘ゆうだけではない。コノハたちと響、どちらを生徒として選んでくれるのだろうか。

　──盗とられちゃうのかな……。響さんに、おにいちゃんを……──

　先ほどの葉月の不安そうな言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　蒼真を信じたいとは思う。

　それでも、三対一で惨ざん敗ぱいした自分たちは、蒼真を失望させてしまったのではないか。

　そんな考えが、どうしても頭を離はなれなかった。




　　　　◇




　すっかり陽ひが落ちて空が真っ暗になるころ、蒼真はようやく事務仕事を終えて学園を出ていた。実技専任とはいえ、学園に所属する指導官として書類仕事も回ってくるのだ。

　それを片付けていたら、すっかり遅おそくなってしまった。

　──コノハたち十一班と、響の確かく執しつは浅くはないだろうな……。

　表面上は仲直りしてくれたが、明日あすからの訓練を思うと気が重い。特に、葉月は目に見えて動きが悪く、なにかしらケアが必要だった。

　負けたコノハたちを慰なぐさめてやりたい。

　──響は放っておいても強くなる。だが初めて挫ざ折せつしたコノハたちには助けが必要だ。

　これまで指導官として成長を見守ってきたから、余計にそう思う。

　しかし、勝ったはずの響に怒いかりをぶつけて傷つけてしまった。

　──響は、長所を褒ほめてやればきっとどこまでも強くなれる。

　それをしてやるのが、彼女の専任指導官としての蒼真の役目だ。

　ため息が漏れた。

　どちらかを選ばなければならないのに、どちらも選びようがない。

　頭を悩なやませながら家路につこうとする蒼真を呼び止める声があった。




「暗い顔してどうしたの、せんせぇ？」




　校門の門柱に、赤い髪かみの少女が腰こし掛かけていた。

　──こいつは、本当に人が悩んでるといつも現れるな。

　指導官は蒼真であるはずなのに、この少女に助けられている。

　そして、今度も力を貸してくれるのだと期待してしまいそうになった。

　平静を装って、蒼真は声を返す。

「鈴音か？　なんというか、久しぶりだな」

「あはは、十日ぶりくらいだもんね？　ちゃんと名前覚えててくれて嬉うれしいよ」

　蒼真は苦く笑しようする。

　──それくらいで忘れられる相手でもないだろう。

　ヒリュウ学園の生徒会長であり、学園グラムリッターの旗官という統とう率そつ者しやでもある。神しん出しゆつ鬼き没ぼつでどこにでも現れるのだが、蒼真の病院には現れなかったのだ。

「今日はどうした？」

「ふふん、なんだと思う？」

「学園にやってきたグラムリッターが、なにをやらかしたのか知りたいってところか？」

　自じ称しよう〝なんでも知ってる生徒会長〟としては知っておきたいところだろう。

「外れ！　それもなくはないんだけど、そっちはアタシの管かん轄かつじゃないから」

「他ほかにというと……」

　蒼真は〈封フ槍ソウ〉の格納庫の区画に、もうひとつ増えた格納庫を思い出す。

　──あちらのことは、俺よりも鈴音の方が把は握あくしてそうなもんだが。

　心当たりが思い浮かばず、首を傾かしげる蒼真に鈴音はぴょんと門柱から飛び降りて顔を近づけてきた。後ろで束ねた赤い髪がふわりと広がる。




「ねえ、小鳥遊せんせぇ、デートしよ？」




「は……？」

　あまりと言えばあまりにとうとつな誘さそいに、蒼真は目を丸くすることしかできなかった。

「せんせぇの入院中、アタシ、一度もお見み舞まいに行けてないわけじゃん？　だからそのお詫わびと退院祝いを兼かねてデートしよ。……駄だ目め？」

　両手の指を絡からめ、蒼真の顔を見上げながらねだるように鈴音は言う。

　そこにはなんでも言うことを聞いてあげたくなるような危ない魅み力りよくがあった。

　──これを狙ねらってやってるんだから質たちが悪い。

　無む邪じや気きそうに見えて、鈴音は計算高い少女だ。自分の容姿の幼さも含ふくめて、使えるものはなんでも利用するしたたかさがある。

　とはいえ、先のアドミラル級戦でひときわ心配をかけてしまったのも事実だ。

「一応、病やみ上がりなんだ。あまり遅くまでは付き合えないからな」

　蒼真は指導官で、相手は担当ではないとはいえ学園の生徒だ。本当にデートをするつもりはないが、いっしょに食事をするくらいはまあいいだろう。

「わぁい！　せんせぇ大好き」

「おい、引っ付くな」

　無防備に腕うでにしがみつかれ、蒼真は困った声を漏もらす。

　そんな反応に、鈴音はしかめっ面つらをした。

「むう、前ほど動どう揺ようしてくれなくなってる。やっぱりせんせぇの妹ちゃんくらい、おっぱい大きくないと駄目なのかな」

「……人聞きの悪いことを口走るな」

　ため息を漏らしながら、蒼真は夜の街に足を向けた。

　学園から一キロメートルほど歩けば、すぐに繁はん華か街がいに出る。その一キロの間にあるのはほとんどが学園の施し設せつだ。

　そんな見慣れた道を、鈴音はぐいぐいと蒼真の腕を引いていく。

「ねえ、せんせぇはなにが食べたい？」

「夕食か？　そうだな……とは言っても、なんでもいいんだが」

「もうっ、張り合いがないなあ。じゃあ軍とかでいつもなに食べてたの？」

「そうだな……。やはりカレーが美味うまかったかな」

　いまの〈皇国〉軍の母体となったのは、かつての〝海〟に居を置いていた海軍という組織だ。その海軍では戦せん闘とう糧りよう食しよくとしてカレーが好まれていたという。

　そのせいか、軍用龍りゆう甲こう艦かんには必ずと言っていいほど、カレーのメニューが並ぶ。これがまた安価で美味おいしいのだ。

　鈴音が興味深そうに頷うなずく。

「ふぅん。カレーかあ。美味しいお店あったかな？」

「別にカレーじゃなくてもいいさ。たまには違ちがうものも食べてみたい」

　鈴音はからかうように目を細めて胸を張る。

「それなら、アタシをどう？」

　発育に乏とぼしい体型ながら、髪をかき上げ首筋や腰こしの細さを強調されると蒼真も唾つばを吞のみそうになる。

　それを誤ご魔ま化かすように、蒼真は素っ気ない態度を返した。

「そうだな。あと二、三年経たったら考えるさ」

「……せんせぇ、ちょっとアタシの扱あつかいがひどくない？」

「いい加減、お前にからかわれるのにも慣れたよ」

　鈴音は心外そうに目を丸くした。

「むう……。真しん剣けんに口ぐ説どいてるんだけどなあ」

　唇くちびるを尖とがらせ、鈴音はそっぽを向いた。

　そんなことを話しているうちに、街にはすぐにたどり着く。

　鈴音はキョロキョロと周囲を見み渡わたすと、やがて通りに並ぶ店のひとつを指差した。

「せんせぇ、あそこのお店でもいい？」

「……かまわないが、なんの店だ？」

　コンクリートの街並みの中で珍めずらしい煉れん瓦が造りの建物だ。

〈皇国〉ではなく〈帝てい国こく〉から入ってきた文化だろう。窓もステンドグラスのような骨組みを持った洒落しやれた外観ではある。

　あまり、蒼真には馴な染じみのない店だ。

「ただの喫きつ茶さ店てんだよ？　オムライスとかカレーが美味しくて、店員さんの制服が超ちようかわいいんだ」

「そうなのか」

　言われてみれば女の子好みのお店という気はする。

　きっと鈴音の馴染みの店なのだろう。されるがままに店に足を踏ふみ入れた蒼真は、完全に油断してしまっていた。




「「「お帰りなさいませ、ご主人さま！」」」




　扉とびらを開けるなり、かけられた言葉は『いらっしゃいませ』ではなくそれだった。

　ポカンと口を開く蒼真の前に広がっていたのは、真っ青なワンピースにシルクのレースをあしらったエプロンをした少女たちの列だった。〈帝国〉で言うところの、レディースメイドの格好だが、実物よりも華はなやかで可愛かわいらしい意い匠しようになっている。

　店内には十数個のテーブルが並んでいて、それぞれの間かん隔かくも広くゆったりとした空間になっている。椅い子すの数を考えると五、六十人程度は座れるようだが、満席になってもそう圧あつ迫ぱく感かんは感じないだろう造りだ。

　硬こう直ちよくする蒼真を見上げて、鈴音は噴ふき出す。

「あっははー、やっと期待通りの反応してくれた」

「ち、ちょっと待て鈴音。ここって、本当に俺が入っていいような店なのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ほらお客さんは男の人の方が多いでしょ？」

　鈴音に指を差された不運な客が、焦あせった様子で顔を背そむける。

　──他の客にまで迷めい惑わくをかけるな。

　そう注意したかったが、予期せぬ状じよう況きように蒼真はそれどころではなかった。

「ほらほら、今日はせんせぇの苦労をねぎらいに来たんだから、早く座って座って」

　抵てい抗こう虚むなしく、ぐいぐいと背中を押されて蒼真は店内に押し込まれた。

　それを見計らうように店員の少女が前に出て、店の奥へと先導していく。美しい金色の髪で、本物のレディースメイドと見み紛まがう後ろ姿だった。

「どうぞ、こちらの席へ」

　席へ案内され、そこでハッとして足を止める。

　愛らしい服装の少女の顔は、蒼真に見覚えのあるものだったのだ。




「マリー……？」




　笑顔で蒼真を席に案内してくれた少女は、金きん髪ぱつの異い邦ほう人じんだった。

　蒼真が名前を呼ぶと、笑顔の少女の額からすごい勢いで汗あせが伝う。

「し、しししししし指導官っ？　なんでこんなところにいらっしゃいますの！」

「いや、鈴音に連れて来られて……」

　どうやらマリーの方も蒼真だと気づかずに案内していたらしい。いや、気づかなかったというより、いまの自分の姿を見られたくないという拒きよ絶ぜつ反応だったのかもしれないが。

　鈴音は素知らぬ顔でそっぽを向くと、器用に口笛を吹ふいて誤魔化そうとする。

　──こいつ、知っててここに来たな？

　鈴音が一年代表候補を調べていないはずがない。

「マリーは、ここで働いているのか？」

「はうっ、あのっ……はい」

　金属のトレイをギュッと抱だきしめ、羞しゆう恥ち心しんからか顔を真っ赤にしながら語り始める。

「ご、誤解のないように言っておきますけど、別にこういった店がわたくしの趣しゆ味みとかではなく、店員募ぼ集しゆうの張り紙を眺ながめていたら強ごう引いんに勧かん誘ゆうされて、しかもバイト料も他に比べてずいぶん好こう待たい遇ぐうでしたので仕方なくと言いますか」

　まあ、メイドという職種は〈帝国〉のものだ。そこからの留学生であるマリーは逸いつ材ざいだったのだろう。この店でもひときわ存在感を発揮しており、それでいて周囲とも調和が取れている。

　早い話が、完全に馴染みきっていて蒼真もひと目では気づかなかった。

　蒼真は軽く頭を抱かかえた。

「一応、うちの学園はアルバイトは禁止だったはずだが……」

「はうっ？　小鳥遊指導官、学園の規則は存じていますけど、これには深いわけが……」

　蒼そう白はくになってオロオロしながら、マリーはすがるように訴うつたえる。

　ヒリュウ学園では生徒のアルバイトは基本的に禁止している。

　グラムリッター候補生は、準軍事行動として哨しよう戒かい任務などもあるため一定額の報ほう酬しゆうが支給されるのだ。そうした金銭的な援えん助じよもあるため、普ふ通つうの生徒はまずアルバイトなどはしない。

　しかし、留学生のマリーの場合は少し事情が違う。

「マリー。……家計、厳しいのか？」

「うぅ……。はい」

　涙なみだぐんで、マリーは頷く。見慣れないメイド姿でしおらしく肩かたを落とす仕草は、普ふ段だんの凜りんとした姿からかけ離はなれていて、なんだか無む性しように庇ひ護ご欲よくが駆かり立てられた。

「支給金は全すべて仕送りしてるんですけど、そうすると今度は普段の生活費の方が苦しくなってしまって……」

　蒼真は、仕方なさそうにため息を漏らした。

「……わかった。火か来く指導官に掛け合ってみる」

「い、いいんですの？」

「君の家の事情は把は握あくしている。授業態度も悪くはないんだから、ある程度は融ゆう通ずうしてもらえるだろう。だが、ここで君が校則違い反はんで停学なんてことになったら十一班は自動的に脱だつ落らくなんだぞ？　あまり迂う闊かつなことをするな」

「申し訳、ありませんわ……」

　しおれた花のように肩を落とすマリーを横目に、蒼真は席につく。あまりの出来事に立ったままだったのだ。

　小さいテーブルに、蒼真と向かい合って鈴音もちょこんと座る。

　それから、蒼真はマリーに問いかけた。

「それで、この店はどれが美味いんだ？」

「……っ、オムライスが一押しですわ！」

「なら、それを頼たのむよ」

「アタシはそれにプラス、ドルチェパフェね」

　まるで空気を読む気がないカラッとした声に、マリーは初めて鈴音の存在に気づいたように跳び上がる。それから顔を引きつらせながら注文を受けた。

　マリーが厨ちゆう房ぼうへと消えていき、蒼真は鈴音を睨にらむ。

「これが目的か」

「ま、変なとこで告げ口されるよりは、せんせぇに叱しかってもらった方がいいと思って？」

「……一応、礼を言っておくよ。ありがとう」

「えへへ、どういたしまして」

　他ほかの班の生徒や指導官に見つかっていたら、最悪の場合マリーは停学処分を受けていたかもしれない。そうなれば十一班の成績もそうだが、彼女の家計はさらに苦しいことになっていただろう。

　──マリーの家庭事情と成績という根こん拠きよがあれば、まあアルバイトの許可くらいは下りるはずだ。

　やがて、注文のオムライスが運ばれてくる。持ってきてくれたのは、やはりというかマリーだった。

「メッセージはなんになさいましょう」

　さすが優等生だけあって、先ほどのショックを欠片かけらも見せずに綺き麗れいな営業スマイルで問いかけてくる。

「メッセージって、なんの？」

「オムライスを注文いただいたご主人さまには、ケチャップでご希望のメッセージを入れるサービスを行っているんですの」

　とは言っても、メッセージなどとっさに思い付かなかった。

　そんな蒼真に代わって、鈴音が言う。

「じゃあ『SOUMA LOVE!』でお願いね」

　またよくも平気でこんなことが言えるものだ。

　蒼真が苦笑いを浮うかべると、マリーは慣れた調子で笑え顔がおを返す。

「かしこまりましたわ。ではお先に生徒会長の方から──」

　マリーがケチャップのボトルを握にぎると、鈴音は首を横に振ふった。




「違ちがう違う。アタシのじゃなくて、小鳥遊せんせぇのだよ」




「「へ……？」」

　硬直するマリーに、鈴音は容よう赦しやなく告げる。

「間違わないように書いてよ？　アンタが、小鳥遊せんせぇに、『SOUMA LOVE!』ってメッセージを送るのよ？」

「んなっ、それではわたくしが、あ……愛の、告白をするみたいではありませんの！」

「え？　ただのメッセージのサービスを注文してるだけだよね？」

「うぐぐ……」

　追いつめるような言葉に、マリーがぜえぜえと呼吸を荒あらくしていく。

「マ、マリー？　無理しなくていいんだぞ？」

「あはは、そうだね。ちょっと意地悪がすぎたかな？　お詫わびにアタシがせんせぇに書いてあげるよ」

　鈴音がケチャップのボトルに手を伸のばすと、それをさっとマリーが取りあげた。

「……やりますわ。わたくしが、やるんですの。他の誰だれかになんて、譲ゆずりませんわ！」

　なぜか頑かたくなな様子で、マリーはケチャップのボトルを抱きしめる。中身が飛び出さないか心配になる。

「そう？　なら、ちゃんと笑顔で気持ちを込こめてね？」

「ふぎゅうっ？」

　勤勉で潔けつ癖ぺき症しようでもあるマリーに、この要求を断れるはずがなかった。

　プルプルと震ふるえながら耳まで顔を真っ赤にして、それでも笑顔で──目には羞恥心で涙が浮かんでいるが──ケチャップで文字を書いていく。

　──どうしよう。なんだか、変な気持ちになってきた。

　正直、可愛らしいと思ってしまった。

　そして、マリーは囁ささやくように言う。




「蒼真、好きラヴ……っと」




「……っ？」

　恐おそらく、本人は文字を間違えないようにと無意識に呟つぶやいてしまったのだろうが、あまりに不意打ちのひと言だった。

　──しかも、蒼真って……。

　普段の呼び名が〝小鳥遊指導官〟だけに、余計に衝しよう撃げきが大きかった。

　心臓が大きく鳴って、蒼真は露ろ骨こつに視線を彷徨さまよわせてしまう。

　それでも、この優等生は見事にやり遂とげる。

「どう、ですの！」

「あ、ありがとう。美味おいしくいただくよ。ははは」

「ど、どういたしましてですわ！　あはは、あははは！」

　やけくそのようにマリーは叫さけぶ。

　そして、なにか全ての力を使い果たしたように放心状態になってしまう。生き真ま面じ目めな彼女にこの試練は荷が重すぎたのだ。

「次、アタシは『SUZUNE LOVE!』でお願いね」

「あ、はい」

　鈴音のリクエストに、マリーは半ば放心状態のまま営業スマイルを返した。

　蒼真のときの苦難が冗じよう談だんのように、鈴音のオムライスにサッと文字が書かれる。

「なんだろう。ちっとも愛された気がしないけど、ま、いっかー」

　鈴音がからかう間に、蒼真は手で顔を扇あおいで平静を取り繕つくろう。

　そこで、魂たましいが行方ゆくえ知れずな優等生はようやく我に返ったらしい。まだ赤い顔のままコホンと咳せき払ばらいをすると、両手の親指と人差し指を合わせてハートの形を作る。

「では、オムライスが美味しくなる魔ま法ほうを唱えます。どうぞごいっしょに」

「え？　え？」

「はーい。ほら、せんせぇも」

　なんの儀ぎ式しきか理解できず、戸と惑まどう蒼真の手を取って強引にハートの形を作らせると、自分も楽しそうに手でハートを作る。

「「あなたのハートを撃うち抜ぬいちゃうぞ☆　萌もえ、萌え、ずぎゅーん！」」

「ず、ずぎゅーん……」

　グラムリッターは確かに魔ま道どう士しと呼ばれているが、一体いつから魔法なんてものを使えるようになったのか。

　凄すさまじい羞しゆう恥ち心しんにかられながらも、天使のような笑顔でそんな呪じゆ文もんを唱えるマリーは本当に可愛かわいらしかった。

　そのまま、もうたえられないと言わんばかりに逃とう走そうしようとするマリーに、蒼真は声をかける。

「それはそうとマリー。あれから、体調は平気か？　模も擬ぎ戦とはいえ、グラムの直ちよく撃げきを受けたが……」

「わたくしは、なんともありませんわ。コノハは珍めずらしく怒おこっていましたけど。……そういう心配でしたら、葉月にしてあげてくださいな」

「……やはり、引きずっているか？」

「ええ。あの子にとっては、初めての同士討ちフレンドリーフアイアですもの。わたくしが気にしないと言っても、葉月は納なつ得とくできないと思いますわ」
















　もともと、あの義ぎ妹まいは人を傷つけられる性格ではない。味方の飛び交かう空で引き金を引くこともできないような娘こなのだ。

　それをコノハたちとの訓練で慣れさせてきたのだが、臆おく病びようをぶり返してしまったのかもしれない。

「……わかった。あとで、様子を見に行ってみる」

「お願いしますわ」

　ペコリと頭を下げて、マリーはなにを言いい淀よどむのか上うわ目め遣づかいに蒼真を見る。

「指導官……」

「なんだ？」




「指導官は、指導官でいてくれますか？」




　そのひと言に、蒼真はビクリと身を震わせた。

　──軍からの勧かん誘ゆうは、誰にも話していないはずだ。

　だが、マリーは蒼真がいなくなるという不安を感じているようだった。

　もしかすると、蒼真の態度や言葉の端はし々ばしからなにか伝わってしまったのかもしれない。

　蒼真はできるだけ優やさしく笑い返した。

「俺が指導官じゃなくなったら、無職になってしまうな。頼むから、職まで取りあげないでくれよ？」

　そう答えると、マリーも苦く笑しようした。

「職を失ったときは、ぜひ我が帝てい国こくにおいでくださいな。指導官にならいくらでもおもてなしいたしますわ」

　貧びん乏ぼうなのに無理をするなとは、蒼真には言えなかった。

　それでも、蒼真の返事はマリーを安心させることができたらしい。その笑顔もずいぶん柔やわらかいものに見えた。

　それで少し余裕を取りもどせたのか、マリーはどこか蒼真の顔色をうかがうように見つめてくる。

「あの、小鳥遊指導官……」

「なんだ？」

「やはり、わたくしたちが花房響と仲良くできなければ、指導官は困りますか？」

　一番ひどい目に遭あったのはマリーのはずだが、蒼真のことを気にかけてくれたらしい。

　蒼真は驚おどろいて目を丸くするも、すぐに首を横に振った。

「確かに不仲よりは仲良くやってくれた方が嬉うれしくはあるが、それを強要するのは俺の仕事じゃないよ。生徒のそういった環かん境きようを整えるのが指導官というものだ」

　だが、その答えにマリーは苦笑した。

「指導官。それは困ると言っているようなものですわ」

「う……」

　図星を指されて言葉に詰つまると、マリーは金色の髪かみを振り払はらってこう言った。

「なら、花房響と協力できるよう、努めてみますわ」

「いいのか？」

「それが指導官のお望みなら」

　言ってから恥はずかしくなったのか、マリーはまたしても顔を赤くして俯うつむく。

「つ、つまりっ、学年首席としてチームメイトの統とう率そつくらいわたくしには造作もないというか、とにかくそういうことですの！」

「だが、ありがとう。そう言ってくれるだけで、ずいぶん肩かたが軽くなる」

「[image: ～][image: ～]っ、し、失礼しますわ！」

　マリーは赤い顔のまま接客に戻もどっていく。

　その後ろ姿は、どこからどう見ても立派な帝国メイドだった。




　　　　◇




　マリーが去って行くと、鈴音が面おも白しろがるような声を上げる。

「いまのがせんせぇが面めん倒どう見てる子のひとりだよね？　なかなか可愛いじゃないの」

「……生真面目な生徒なんだ。あまり遊んでくれるな」

「ええー？　あの子はいじられてこそ輝かがやくタイプだと思うけどなあ。実際、さっきのオムライスのときなんてすんごく可愛くなかった？」

「……まあ、それは認めるが」

　思わず生徒の前だというのに挙動不ふ審しんになってしまうほど可愛いとは思った。

　同時に、マリーが正規メンバーに選ばれたとき、鈴音に遊ばれる未来しか想像できなくなったが。

　笑いながら、鈴音はオムライスをスプーンで掬すくう。

「んー！　美味しい。やっぱりここのオムライスが一番だわ」

「鈴音はこの店にはよく来るのか？」

「ううん。初めてよ？」

「言ってることがめちゃくちゃなんだが……」

「事前調査のたまものなのだ」

　呆あきれた顔をしながら蒼真もスプーンを口に運ぶ。

　──なるほど。これはなかなか……。

　口に入れた瞬しゆん間かん、とろけるようなバターとケチャップの香かおりがいっぱいに広がる。続いて半熟と見み紛まがうほどやわらかな卵の感かん触しよくが舌を包み込み、最後にまろやかなライスが味覚を攻せめ立てる。

　軍ぐん役えき時代、蒼真は士官として会食の場に立ち会う機会もあった。庶しよ民みんには縁えんのない豪ごう華かな食事に巡めぐり合うこともあった。

　しかしこのオムライスはそうした派手な料理とは違ちがう、素そ朴ぼくで優しい味で舌を楽しませてくれる。言わば、癒いやしとも呼べる料理だと思った。

　──マリーの様子を見るのを口実に、たまに来てもいいかもしれない。

　密ひそかにそんなことまで考えてしまうほどに。

　そんな蒼真の顔を見て、鈴音は嬉しそうにニコニコとしていた。

「なんだ？」

「んー、せんせぇが美味しそうに食べてくれて、アタシも嬉しいなあって」

「まあ、美味しいな。また来たいと思う程度には」

「あっははー、素す直なおじゃないねえ、まったく」

　瞬またたく間まにオムライスを平らげてしまい、続いてデザートが運ばれてくる。

　鈴音が注文したのは、巨きよ大だいなパフェだった。見上げるほど高く生クリームやアイスクリームが積み上げられている。

「鈴音、それをひとりで食べるのか？」

「ん？　なにかおかしい？　あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。アタシこれでも結構手当てもらってるから、ここは割わり勘かんでいいよ」

「完全に俺の方が割を食っていると思うんだが」

　戦おののく蒼真をよそに、鈴音はパフェにスプーンを突つき立て猛もう然ぜんと平らげていく。

「んんー、やっぱり甘いお菓か子しは最高だわ」

　厄やつ介かいな少女であるが、こうして幸せそうに甘かん味みを口に運ぶ姿は見たままの少女の姿だ。

　蒼真も見ていて笑えみがこぼれてしまう。

「幸せそうだな」

「そりゃあもう！……おっといけない」

　我に返ったように、鈴音はアイスと器用に残していたチェリーをスプーンで掬う。

「はい、せんせぇ。あーん」

「お、おい。さすがにやりすぎだろう」

「そんなことないよ？　今日はせんせぇの慰い労ろう会だって言ったじゃない。ほら、せんせぇのために残しておいたアタシの好物なんだから」

　好物なのは本当なのだろう。スプーンを差し出しながら、鈴音はゴクリと唾つばを吞み込んでいた。

　──いや、だからってそのスプーンで食べるってことは……。

　鈴音の唇くちびるが触ふれたスプーンではないか。最近になってある程度は少女たちと触れ合うことに免めん疫えきができたとはいえ、これは未体験すぎる。

　さすがに躊躇ためらう蒼真に、鈴音は業ごうを煮にやしたように目を細めた。




「ミコト姉ねえが、小鳥遊せんせぇのこと気にしてたよ」




「なっ──むぐ！」

　声を上げた瞬間、スプーンを口に突っ込まれていた。

　少女の唾だ液えきがついているのだと考えると、余計に甘く感じる生クリームが口の中に広がった。

　自分の顔が赤くなるのがわかる。

　気が動転して、チェリーの種まで飲み込んでしまった。

「えへへ、どう？　美味おいしい？」

「……お前な。俺が男だってこと、忘れてないか？」

「忘れるわけないでしょ。せんせぇこそ、アタシが一番好意的に見てるってこと、忘れてない？」

　まったくもって、この幼い容姿の生徒会長は口が減らなかった。

「それより、いまの話はどういうことだ？」

「ミコト姉のこと？」

「それってつまり〝あの方〟だよな？」

　いまこの艦かんでその名で呼ばれる存在はひとりしかいないはずだ。

「そ。小鳥遊せんせぇに戦って死ねとかひどいこと言ったあの偉えらそうな人。この艦に来てるのはせんせぇも知ってるんでしょ？」

「……鈴音、相手が誰だれだかわかっていて言ってるのか？」

「そりゃそうよ。アタシも小さいころは、ミコト姉に遊んでもらってたわけだし？」

　皇族分家天川家のご令れい嬢じようという立場にいるのが、天川鈴音という少女だ。〈八ヤ万マ都ト〉のグラムリッターと面識があっても特に不思議はない。

「ま、むかつくところも多いけど、あの人あれで心配性しようだから。小鳥遊せんせぇのことも口には出さなかったけど、帰ってきてくれてホッとしてるみたいだった」

「そう、か……」

　いまだに、自分はあの上官に心配ばかりかけているらしい。

「鈴音は知ってるかもしれないが、あの方には俺がグラムリッターになったばかりのころに面めん倒どうを見てもらった。最初は〈封フ槍ソウ〉も気むずかしくてな、俺がなんでグラムリッターなんかになったのかと落ち込んでいたら、古い船の写真なんかくれて元気づけてくれたんだ」

　戦龍バトルシツプは生き物だ。

　蒼真も〈封フ槍ソウ〉に受け入れてもらえるようになるまで、それなりに苦労はしたのだ。

　写真をくれたときだってあの上官はニコリともしない仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、不器用な励はげましは涙なみだが出るほど心に染しみた。いまでもあの写真は蒼真にとって宝も同然だった。

　そんな出来事を思い返していると、鈴音はなぜか顔を強こわ張ばらせた。

　なにかまずいことでも言ってしまったのだろうか。血の気が引いて、唇まで青くなっている。

「鈴音？」

「あ、いや……。せんせぇも、やっぱりいきなり戦龍バトルシツプなんて押し付けられて大変だったんだなあってびっくりしちゃって？　あはは……」

「それは中等部に上がったばかりのころだったからな。自分でも嫌いやになるくらいのガキだったし、周りにも迷めい惑わくをかけたさ」

　苦く笑しよう交じりに答えると、鈴音の顔色はますます悪くなった。

「……辛つらかった、よね？」

「……？　まあ辛くなかったと言ったら噓うそだとは思うが」

　だが、そこでたたき上げられたから、自分は一人前のグラムリッターになれた。蒼真にとっては、かけがえのない経験だ。

　鈴音は、これまでの騒さわぎもどこへやら、どこか遠くを見るように蒼真から目を逸そらした。

　そして、躊躇いながらも、怖おず怖おずと口を開く。

　自由奔ほん放ぽうなこの少女からは、ちょっと考えられない反応だった。

「ねえ、せんせぇ」

「なんだ」

　よほど勇気が必要なことなのか、鈴音は気持ちを奮い立たせるように息を吸う。

　それから、まるで罪を告白するかのようにこう言った。




「……もしもだよ？　もしも、せんせぇがグラムリッターになったのが、どこかの馬ば鹿かがわがままを言ったせいだとしたら、せんせぇはどう思う？」




　曖あい昧まいで、なにを聞きたいのかも不ふ明めい瞭りような問いかけだった。

　それでも、そう語る鈴音は、妙みように大人びた表情に見えた。

　いつもの幼い容姿よりもよほど、実際の年ねん齢れいよりもさらに。

　それでいて、迷子の子供のように心細そうでもあった。

　不意に見たことのない顔を見せられて、蒼真は息を吞のむ。

　──そういう真ま面じ目めな顔をしていれば、魅み力りよく的なんだがな。

　いつもが冗じよう談だんでできているような態度だから、余計にそう思うのかもしれない。

　だから、蒼真も真しん剣けんに答えた。

「……よくわからないが、意味のない質問だ。俺は戦龍バトルシツプというグラムに触れることのメリットとデメリット、価値も危険も全すべて説明された上で〈封フ槍ソウ〉を手に取った。三年という短い期間ではあったが、俺は俺のやりたいようにやった」

　それから、満足そうに笑い返すことができた。




「だから、それがもしも誰かが与えてくれた機会だと言うのなら、俺はその子に感謝するだろう。勝利も、敗北も、俺の人生に得がたいものを与あたえてくれた」




　鈴音は大きく目を見開いた。

　それから、唇を嚙かんで顔を背そむける。

「……まあ、せんせぇならそう言うよね。せんせぇ、すごくお人ひと好よしだし」

「真面目に答えたつもりなんだがな」

「いつもせんせぇはアタシの言うこと真面目に聞いてくれないじゃない」

　なら、これはきっとお互たがいさまなのだろう。

　だから、蒼真は見なかったことにしてやった。

　鈴音の瞳ひとみに、涙が浮うかんでいたことを。

　顔をぐいっと拭ぬぐうと、鈴音は蒼真に向き直る。

「じゃあさ、せんせぇの生徒が誰かのわがままで同じことをされるかもしれないとしたら、どうする？」

「止めるな。俺の生徒の中に、いま戦龍バトルシツプを背負わせても安心して戦場に放ほうり込める者はいない」

　即そく答とうだった。

　鈴音は安心したように微笑ほほえむ。

「うん。アタシも同意見だよ。アタシの学園で、そんな横暴は許さない」

　言いながら、鈴音はすっかり溶とけてしまったパフェをスプーンでかき回す。

「だから、アタシはなにがあってもアタシの学園の生徒たちを守るよ。たとえ相手が戦龍バトルシツプだったとしても」

　それは悲ひ壮そうなほどの決意に満ちた声だった。




　やがて食事を終えると、ふたりは店を出る。

「どうだった？　せんせぇ、少しは楽しかった？」

「ああ、楽しかったよ」

　マリーには、気の毒なことをしてしまったが。

　頷うなずいて、鈴音に笑いかける。

「おかげで、ひとつ悩なやみが解決した」

　ここを去るのか、残るのか。

　──いまはまず、目の前のできることからやっていこう。

　それはマリーたち十一班を一年生の代表になれるまで鍛きたえてやることだ。

　蒼真はこのヒリュウ学園の指導官なのだ。響も、十一班も、ではどちらも強くなどしてやれない。

　それまでは、たとえ響を見捨てることになっても三人の側そばを離はなれるわけにはいかない。

　──そのあとのことは、そのときになって決める。

　蒼真の答えに、鈴音は嬉うれしそうに笑った。

「ならよかったぁ。これで明日あしたからむちゃ振ぶりできるね！」

「手加減してくれよ」

　そう言って、立ち去ろうとする鈴音の頭をそっと撫なでた。

「へ……？」

　不意に触ふれられたせいか、鈴音も呆あつ気けに取られたような顔で蒼真を見上げる。




「鈴音も、あまり気負うなよ。俺は君のためにこの学園にいるわけでもあるんだからな」




　失意の底にいた蒼真を、この学園の指導官に引き抜ぬいたのは鈴音だ。この少女こそが、誰よりも先に蒼真を必要としてくれたのだ。

　そしてこの生徒会長も、蒼真が守るべき生徒のひとりなのだ。

　指導官というものは、そんな生徒たちのためにいる。

　そう言うと、鈴音の頰ほおが見る見る赤く染まり、唇くちびるがわなわなと震ふるえた。

　──鈴音のこんな動どう揺ようした顔を見るのは、初めてだな。

　今日は初めての顔をふたつも見せてもらったことになる。

　蒼真が珍めずらしそうにその顔をまじまじと眺ながめていると、鈴音はハッとしてそっぽを向いた。

「……もう、せんせぇ、そういう不意打ちはズルイって」

「お互いさまだ」

　蒼真とて、鈴音のとうとつな告白にずいぶんどぎまぎさせられた。

　それに、いまの慌あわてた顔は見た目通りの可愛かわいらしい少女のそれだったではないか。

　そう言って笑うと、鈴音はキョトンとした。

「え、それってどういう……」

「じゃあ、また明日な」

「ねえ、ねえってば！　どれが不意打ちだったの？　教えてよお」

　いつも手玉に取られているのだ。蒼真は騒ぐ鈴音を放置して去っていった。

　それでも、頭の中に思い浮かぶのは鈴音のことばかりだ。

　──鈴音がこんな田舎いなかにいるのは、俺が徴ちよう兵へいされたことと関係あるのか？

　思えば、彼女は蒼真のことを知りすぎていた。

　突とつ然ぜん現れてはいつも訴うつたえかける無む闇やみやたらな好意。

　そして後こう悔かいに満ちた、先ほどの言葉。

　考えてみれば、簡単に繫つながってしまう点と点だ。

「……本当に、気負いすぎだ」

　手を差し伸のべたいと、心から思った。

　ただ、それが指導官としての義務感なのか。

　それともグラムリッターの先せん輩ぱいとしての老ろう婆ば心しんなのか。

　あるいは純じゆん粋すいに男としてただの女の子を助けたいと思ったのか。

　蒼真自身にもよくわからなかった。




　　　　◇




「──葉月、起きてるか？」

　学生寮りようの葉月の部屋の前で、蒼真はそう声をかけていた。

「……おにいちゃん？」

　葉月はすぐに返事をして扉とびらを開けてくれた。

　すでに制服は脱ぬいでいて、柔やわらかそうな寝ね間ま着き姿だ。胸のあたりは張り詰つめているというのに、袖そでは持て余していて指先しか見えていない。

　胸囲に合わせると自分のサイズよりも上のものを着用しなければ仕方がないようだ。

　葉月はキョトンとして首を傾かしげる。

「どうしたの、こんな時間に？」

「いや、少し顔を見たくなってだな……」

　すでに時計の針は夜の十時を指そうとしている。こんな時間に生徒の私室を訪ねるのは指導官としてはあるまじき行こう為いだが、義兄妹きようだいとしてならなんとか許されるだろう。

「おにいちゃん、心配してきてくれたのは嬉しいんだけど、もう少しさり気なくできないかな？」

「可能な限りさり気なくしたつもりなんだが……」

　葉月は小さく笑って中に通してくれた。

　三年ぶりに入る義妹いもうとの部屋は、見事に女の子の部屋になっていた。

　ワンルームの室内には小さなベッドが置かれていて、そこに可愛らしいクッションや犬のぬいぐるみが散らばっている。勉強机の方は整然としたもので、綺き麗れいに整えられたそこに一年生の集合写真が飾かざられている。

「なにか飲む？」

「じゃあ、コーヒーを頼たのむよ」

「こんな時間に飲んだら眠ねむれなくなるよ？」

　そう言いながらも、葉月は慣れた手つきでカップをふたつ取り出すと、そこに紙でできたフィルターを載のせる。即そく席せきだがインスタントではなく、コーヒー豆からドリップできるものだった。

　芳ばしい香かおりが漂ただよってきて、葉月はカップを差し出した。

　蒼真が写真を眺めているのを見て、葉月は言う。

「その写真、コノハさんが転入してくる前のものだから、コノハさんの写真もほしいんだよね」

「なら、今度チームで撮とったらどうだ？」

「そうなんだけど、なかなか言い出すタイミングが難しくて……」

　それから、葉月は上うわ目め遣づかいに蒼真を見上げる。




「おにいちゃん、やっぱり響さんのことを優先的に見てあげないといけないんだよね？」




　──伝説級のファフニールを倒たおした功績を認めて、名めい誉よ士官としてもう一度軍に戻もどらないかという誘さそいが来ているわ──

　火来に言われた言葉を思い出し、蒼真は咽むせそうになった。

「どうして、そんなことを思うんだ？」

「だって、響さんは正規のグラムリッターだし、学園より軍の方が大切じゃない」

　蒼真は首を横に振ふる。

「俺はもう軍人じゃなくて指導官だ。本職をおろそかにはできないさ」

　そう答えると、葉月は少しホッとしたような顔をした。

「でも、響さんって、わたしたちと同い年だよね？　なのにあんなに強くて、もうグラムリッターになってるなんて……」

　ああ、と蒼真は頷いた。

「響は志願兵だからな。葉月たちとはグラムリッターになる過程プロセスが違ちがう」

「……？　どういうこと？」

　そういえば、グラムリッター養成学園に通う葉月たちにとっては馴な染じみのない話かもしれない。

「グラムリッターになるには二通りの方法があるんだ。ひとつは葉月たちのように、養成学校に通って候補生になる方法。もうひとつは、志願して直接軍に入る方法だ」

　戦龍バトルシツプのグラムリッターとして徴兵された蒼真も、後者に含ふくまれる。

「勉強しなくても、グラムリッターになれるの？」

「なること自体は可能だ。短期間でより実戦的な訓練を行い、即そく戦せん力りよくとして配備されるんだ。もっとも、こちらは俺のように寿じゆ命みようを縮めるし、グラムリッターを退たい役えきしたあと軍に残ることもできない」

　退役後は各地の龍りゆう甲こう艦かんでフリーの魔ま道どう士しになったり、蒼真や火来のように指導官になったり、龍を扱あつかう技師になったりと様々だ。

「葉月みたいに三年間学園に通った者はグラムリッター候補生であるのと同時に、士官候補生でもあるんだ。出世も早いし部隊の隊長を任せられることもある。退役後も軍で士官として残ることもできるしな」

　だから通常は学園に通ってグラムリッターとなるのだ。

　それは、志願兵はそれを待てない理由があった者たち、ということになる。

「やってきた訓練が違うんだから、実力に差があるのは仕方がないことだ」

　葉月は膝ひざを抱だくと、そこに顔を埋うずめる。

「……おにいちゃん」

「なんだ」

「……わたし、マリーさんを、撃うっちゃった」

　これが実戦だったら、マリーは死んでいたかもしれない。

　それがわかっているのだろう。葉月の手は、小さく震えていた。

　蒼真はカップに口をつけると頷き返した。

「そうだな。幸運なことだと思う」

「……？　なんで？」

　意味がわからないという顔をする葉月に、蒼真は言う。

「正規のグラムリッターでも、乱戦になれば味方を誤射することはある。それで再起不能になった者が、俺の部下にもいた」

　撃たれた者は一命を取り留めたが、撃った方はもうグラムリッターとして戦えなくなってしまった。味方のいる戦場で、引き金を引けなくなったのだ。

　いま、葉月が直面しているのはそういった状じよう況きようだ。

　だから、蒼真は笑って答える。

「葉月は実戦に出る前にそれがどんなことか知ることができた。それは幸運なことだ。なぜかはわかるか？」

「わかるわけないよ！」

　珍しく声を荒あららげる葉月に、蒼真は冷れい酷こくとまで言える冷たい声でこう告げた。




「葉月の今日の一番の失敗は、マリーを撃ったことじゃないんだ。そこで戦いをやめて、コノハを見殺しにしたことだ」




　葉月は目を見開いて硬こう直ちよくした。

　マリーのことは不運だったが、それでも葉月がコノハの援えん護ごを続けていれば彼女たちは勝てていたかもしれない。

　これが本当の戦場だったなら、葉月はマリーだけでなくコノハまで殺してしまったことになるのだ。

「だから、幸運だったんだ。訓練じゃあ、本当の意味でそれがどれほど取り返しのつかないことかなんて、学べないんだから」

　もしも戦場で葉月が味方を撃ったとしても、彼女はもう折れないだろう。

　激しく後悔して、もうグラムを握にぎれなくなるかもしれない。だがそれは全すべてが終わってからの話だ。

　味方を殺した戦場で、戦いを投げ出して踞うずくまりはしない。

　これを乗り越こえられれば、の話だが。

「だから敢あえて言うよ。恐おそれず、引き金を引き続けろ。お前の迷いが味方を殺す前に」

　葉月は首を横に振って踞る。

「……そんなふうに、割り切れないよ」

「わかってる。だから、葉月は仲間を信じろ。マリーとコノハはちゃんと待ってくれる」

　葉月は不思議そうにまばたきをする。

「待ってくれてるの？」

「それはそうだろう。君たちはチームだ。葉月は、味方を守るために引き金を引いていたはずだろう？　コノハとマリーだって、同じように葉月を守りたいと思っている」

　味方を殺すかもしれないとしても、狙そ撃げき手しゆは引き金を引き続けなければならない。

　それが、味方を守るということなのだから。

　だから葉月が立ち直るまで、あの少女たちは必ず待ってくれる。

「……グラムリッターになるのって、大変なんだね」

「やめたくなったか？」

「……おにいちゃんの意地悪」

　蒼真は小さく笑い返した。

「俺は指導官で、葉月は生徒だからな。指導官なんて憎にくまれるものだろう？」

　火来の言葉ではないが、やはり指導官なんてものは憎まれ役だと思う。

　義兄あにとしては、もっと優やさしい言葉をかけてやりたい。無理なんてしなくていい。泣きたいときは泣いていい。葉月は悪くないと。

　──だが、慰なぐさめで人は強くはなれない。

　この少女たちを鍛きたえると誓ちかったのだ。

　たかが憎まれるくらいがなんだと言うのだ。

　葉月は自分の手を見つめる。

「わたしの引き金が、みんなを守りも殺しもする」

　確かめるようにそう繰くり返して、葉月は頷うなずいた。

「すぐには、撃てないかもしれないけど、でも、がんばるよ。だって、響さんに負けっ放しっていうのは、いくらなんでも悔くやしいもん」

　それから、葉月は蒼真を手招きする。

「ねえおにいちゃん、ちょっとこっちに来て？」

「……？　なんだ──うわ？」

　なにを思ったのか、葉月は蒼真を思いっきり引っ張ったのだ。

　そのまま膝の上に倒れ込んでしまい、慌あわてる蒼真をそのまま膝に押し付ける。




　いわゆる、膝ひざ枕まくらの状態になっていた。




「嫌いやなことを言わせちゃったお詫わび」

　温かくも柔やわらかな感かん触しよくに、蒼真も動どう揺ようしてしまった。

「ち、ちょっと待て。これはさすがにマズいだろう」

「いいじゃない。義兄妹きようだいなんだから」

　そう言って、葉月はぺろっと舌を出した。

　いいわけあるかとは、言えなかった。

　──少しは、元気になってくれたか？

　たまには、義妹いもうとにされるままというのも悪くはない。
















　葉月は、慰めるように蒼真の頭を撫なでる。

「おにいちゃん」

「なんだ？」

「本当は、わたしたちと響さんがケンカしちゃって困ってるでしょう」

　思わず、蒼真は目を見開いてしまった。

　その反応を見て、葉月はクスクスと笑い声を漏もらす。

「やっぱり。おにいちゃんの顔を見たらすぐにわかるよ？　わたしが響さんを嫌がるようなこと言ったら、すごく困った笑い方したもん」

「葉月には、隠かくし事ごとができないんだな」

　もう少し上手うまく指導官らしいことを言ってやれたらいいのだが、葉月には全て見み透すかされているのかもしれない。

　葉月はキュッと手を握って言う。

「……少しだけ、時間をちょうだい。いまはまだ、自分のことで精せい一いつ杯ぱいだから。ちゃんと引き金が引けるようになったら、響さんとも向き合ってみるから」

　蒼真は葉月の膝に頭を預けたまま、そっとその顔に触ふれる。

「無理はするな。たまには兄らしいこともさせてくれ」

「んー、じゃあ、わたしも妹らしく甘えてみるべきかな？」

「なんでも言ってみろ」

　蒼真が苦く笑しようすると、葉月は満足そうに微笑ほほえんでこう言った。

「おにいちゃんがどこに行っても、おにいちゃんはおにいちゃんだよ。わたしはいつだって甘えられる。だから、わたしはおにいちゃんがやりたいようにしてくれればいいと思う」

　思わず、蒼真は葉月の顔を見上げた。

　──マリーだけでなく、葉月も気づいているのかもしれないな。

　生徒を見てやるのが指導官の役目だと思っていた。

　だが、蒼真が思う以上に、生徒は指導官というものを見ているらしい。

「ありがとう、葉月」

　だから、蒼真は素す直なおにそう答えた。

　とはいえ、蒼真もまだ病やみ上がりだ。そうして膝のぬくもりを感じているうちに、うとうととし始めてしまう。

（そうだよ。盗とらせたりなんて、しないんだから）

　決意を滾たぎらせるように、義妹がそんなことを呟つぶやいたような気がしたが、蒼真はすでに夢の中にいた。








第四章　再戦の空






　翌日。

　早朝から蒼そう真まは〈ヒリュウ〉の艦かん首しゆ飛行場に立っていた。

　昨晩はあのまま朝まで寝ねてしまった。義妹とはいえ、生徒の部屋でひと晩を明かしたのだ。誰だれにも気づかれぬよう、こっそりと寮りようを出るのには苦労をした。

　その足で、寒風が吹ふき付けるこの龍りゆう甲こう艦かん最さい先せん端たんに来たところだった。

　三日間滞たい在ざいしていたミコトが、本国へ帰き還かんするのだ。それの見送りである。

　──会わせる顔がないんだがな。

〈八ヤ万マ都ト〉の姫ひめから直々に教えを受けておきながら敗北したこともそうだが、その後も作戦のために憎まれ役に立たせてしまった。この上謝罪に行ったところで、恥はじの上うわ塗ぬりどころか、またミコトに憎まれ役を演じさせてしまうだけだろう。

　本当に手のかかる部下で、申し訳ないと思う。

　だから遠目に敬礼を送ることしかできない。

　やがてミコトを乗せた輸送機が離り陸りくし、蒼真は脇わきを締しめて手て刀がたなを切るように右手を掲かかげ、敬礼と共にそれを見送る。

　空へ羽ばたいていく輸送機の窓に、少しだけミコトが驚おどろいた顔をしているのが見えた気がした。

　それもすぐに見えなくなり、輸送機の影かげも点のように小さくなって消えてしまう。

　あの多た忙ぼうな女じよ傑けつは、休む間もなく次の任務へと駆かり出されていくのだ。

　ここで指導官を続けるうちに、自分が育てた生徒たちが、いつか彼女の助けになってくれればと思う気持ちも抱いだきつつあった。

　──だからこそ、いまは目の前の選せん抜ばつ試験に専念しないとな。

　かつての上官への憂ゆう慮りよを胸にしまい、蒼真は踵きびすを返す。

　それから学園に戻もどろうと足を向けると、飛行場には見知った顔がひとつあった。

「コノハ？」

　甲かん板ぱんを行き交かう整備員に紛まぎれて、学園の制服に身を包んだ少女がひとり立っていたのだ。

「小鳥遊たかなし……指導官？」

　向こうも、蒼真がいることに気づいていなかったらしい。驚いた顔をしていた。

「コノハも誰かの見送りか？」

　蒼真がそう問いかけると、コノハは暗い表情で頷いた。

「……はい。身内がひとり、ここに来ていたもので」

「そうか。気苦労が多いな」

　できるだけさらりと相づちを打つ。

　しかしコノハの顔は明るくはならない。昨日の響ひびきからの敗北を引きずっているのか、それとも身内がらみでなにかあったか。

　気にかけていると、コノハもなにか言いたげに蒼真を見つめ返していた。

　視線が合うと、コノハは意を決したように口を開く。

「指導官。あと一週間で、学年選抜試験です」

「そうだな」

　それを勝ち抜ぬかせてやるのが、いまの蒼真の最優先事じ項こうだ。

「もしも私たちが優勝できたなら、ひとつお願いがあります」

「珍めずらしいな。コノハの方からそんなことを言ってくるのは」

　蒼真が意外そうな顔をすると、コノハは凜りんとしてこう言った。




「私たちが優勝したら、花はな房ぶさ響と再戦させてください」




　耳を疑った。

　──コノハは、こんなふうに勝敗に固こ執しつする性格だったか？

　ならば、なにか勝たなければならない理由でもできたのだろうか。思えば、いまのコノハはどこか追いつめられているようにも見えた。

　蒼真は輸送機が消えていった方角に目を向ける。

〈八ヤ万マ都ト〉の姫の来訪と、コノハのこの決意。この飛行場で出会って無関係とは思えなかった。

　──あるいは、コノハもマリーたちと同じように不安を感じているのか。

　蒼真がいなくなるかもしれないと、気づいてしまったのかもしれない。

　だから蒼真はこう答えた。

「再戦は許そう。だが、そんな心配そうな顔はするな。君たちを強くするまで、俺はどこにも行かない」

「──それは、駄だ目めです！」

　思いの外、強い口調でコノハは否定してきた。

「指導官は、もっとご自分の人生を大切にしてください」

　唇くちびるを嚙かみしめ、目には涙なみだまで浮うかべてコノハはそう懇こん願がんした。

　その態度ゆえに、蒼真にはわかってしまった。

「……コノハ。お前、軍からの話、聞いているのか？」

「それは……」

　コノハは答えなかったが、マリーたちとは違ちがい、彼女は明確に事実として軍からの勧かん誘ゆうを聞いているようだ。

　だから、蒼真はコノハの言葉に真しん摯しに答えた。

「コノハが心配してくれるのは嬉うれしい。だが、俺がいまやらなければならないことは、君たちを強くすることだ。それを放ほうり出してどこかに行ったら、俺は一生後こう悔かいするだろう」

　それは必ずしも軍からの勧誘を断ることと同義ではない。

　だが、いますぐ戻れと言われたら蒼真は迷わずそれを拒きよ絶ぜつする。

　あるいは問題の先送りでしかないのかもしれないが、いまの蒼真にはこれが精一杯の答えだった。

「そう、ですか……」

　コノハは落らく胆たんというより、自責の念に駆られたように俯うつむいてしまった。

　蒼真は仕方なさそうに言う。

「そろそろ戻ろう、コノハ。急がないと授業に間に合わなくなる」

「……はい」

　明るい声で話しかけたくらいでは、やはり元気はでないようだ。

　あまりに気落ちするコノハを慰なぐさめようと、蒼真が手を伸のばすとコノハはビクッと体を震ふるわせた。

「……っ」

「あ、すまん。そういえば、頭に触れられるのは苦手だったな」

「そういう、わけでは……」

　蒼真は笑う。

「無理をするな。つい葉は月づきにやるつもりで手を出した俺が悪い」

「違う、んです」

　コノハは否定するが、蒼真は手を引いた。

　それから、業ごうを煮にやしたようにコノハは言う。

「指導官。どうやら私は、人と会話をすることが苦手のようです」

「うむ。それは知っているつもりだ」

　むしろようやく自覚してくれたのかと、蒼真は力強く頷うなずいた。

　コノハはなにやら傷ついたように愕がく然ぜんとしたが、それでも果か敢かんに行動に出た。

「ですので、失礼いたします」

　そんなかけ声をかけて、コノハは蒼真の頭を抱くように引き寄せた。




　ふにゃりと、柔やわらかな感かん触しよくが額を包み込む。




「コ、コノハ？」

「動かないでください」

　そう言ってなにをするかと思えば、コノハは怖おそる怖るといった手つきで蒼真の頭を撫なで始めた。

　どうやら口で言うよりやってみせた方が早いと判断したらしい。

　ただ、なにやら必死のコノハは、自分の胸が蒼真の顔に触ふれていることに気づいていないらしい。

　トクントクンと、少女の心臓の音が伝わってくる。

　柔らかくも優やさしいぬくもりが、問答無用に包み込んでくる。不覚にも安らぎを覚えてしまうような感触だった。

　一方にはそのままコノハの背中に腕うでを回して抱だきしめたくなる自分がいて、一方には指導官としてそれは越こえていけない一線だと止める自分がいる。

　そんな葛かつ藤とうに苛さいなまれて、蒼真の手はプルプルと震えた。

「どうでしょう。気持ちいいですか？」

「そ、それはそうだが」

　気持ちいいのは、コノハの手というより別の感触だ。

「指導官に頭を撫でられるのは、気持ちがいいんです。ですが、私には少し、恥はずかしくて。……恥ずかしくは、ないものですか？」

　こうしているいまも、次し第だいにコノハの鼓こ動どうが速くなっていくのがわかる。

　──確かに気持ちが良くて恥ずかしいな！

　しかしそれはコノハが感じている羞しゆう恥ち心しんや安らぎとは別種のものだ。

「わ、わかったから、そろそろ離はなしてくれ」

「はい……？　ひうっ！」

　ようやく自分がなにをしているのか気づいたらしい。

　コノハの顔が、無表情のまま耳まで赤く染まった。

　そして、慌あわてて自分の胸を覆おおってへたり込んでしまう。

「あの、違うんです、これは……」

　凜とした少女は、言葉だけでなく行動まで迂う闊かつになりつつあった。

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、蒼真は慌ててその場を去ろうとするが──

「指導官」

　それでも、コノハは蒼真を呼び止めた。

　へたり込んだまま、それでも少女は怯おびえるように蒼真を見上げる。濡ぬれ羽ば色いろの髪かみが朝あさ陽ひを浴びて淡あわく輝かがやいていた。

「なんだ？」

「……私は、花房響に勝てると思いますか？」

　同じような質問を、過去にマリーから受けたことがあったのを思い出す。

　だから、蒼真は首を横に振ふった。

「昨日の試合を見た限りでは、難しいだろうな」

「──っ、そう、ですか……」

　無情な答えに、コノハの顔が絶望じみて暗くなる。

「だが──」

　蒼真の言葉はまだ終わっていない。

「だけど、コノハはひとりで戦っているわけではないだろう？」

「え……？」

「三人でなら、決して勝てない相手じゃないさ」

　そう答えると、コノハの頰ほおがほのかに赤く染まった。

「はい！」

　しっかりとした声を返すコノハに、蒼真は思わず見み惚とれそうになった。

　──そういえば、笑った顔は初めて見た気がする。

　かすかな微び笑しようではあったが、コノハの顔には笑えみと取れる表情が浮かんでいたのだ。

　立ち上がったコノハに、先ほどまでの怯えたような表情はもう見えなかった。
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　蒼真が学園で授業を行うのは、主に午後になってからだ。

　午前中は生徒たちも座学があり、そちらはまた別の指導官がついている。そうした時間に、蒼真が向かったのは艦かん橋きよう地下第二甲かん板ぱんに存在する医い療りよう区画だ。

　そこで待っていたのは、響だった。

　──俺は、ここでコノハたちを強くしなければならない。

　響とはいずれ別れる日がやってくる。

　いつまでいっしょにいてやれるかわからないのだ。

　しかし、だからといって響を見捨てるつもりはなかった。むしろ、その逆だ。

　──限られた時間の中で、伝えられることを全すべて伝えなければならない。

　学園での訓練をコノハたちのために行うなら、学園での時間以外は全て響のために使ってやる必要がある。

「あ、蒼真……」

　蒼真の顔を見てパッと明るい表情を見せるものの、すぐに落ち込むように声を沈しずませてしまう。

「蒼真、もう怒おこってない？」

「叱しかりはしたが、別に怒ってはいないよ」

「……？　なにが違うの？」

　不思議そうな顔をする響に、蒼真はゆっくりと話しかける。

「叱るというのは、相手になにかを伝えるための行こう為いだ。たとえば昨日のことなら、仲間に対してあんな手段を使ってはいけないということを伝えるために、俺は響を叱った」

「怒るのは違うの？」

「ああ、違う。怒るというのは、ただの感情だ。俺自身が感情的になるというのは、響とコノハたちのどちらかを贔屓ひいきするようなものだ。そんなのはただの不公平だろう？」

　あの瞬しゆん間かん、確かに怒いかりの感情はあった。

　だがそれはあの場で断たち切ったつもりだ。蒼真にとって響もコノハたちとなにも変わらない、自分の生徒なのだから。

　難しそうな顔をしながらも、響は言う。

「叱るのは勉強だってこと？」

「そういうことだ」

「……なら、ボクは蒼真が怒ってくれた方がまだ嬉しい」

　甘えるように言われて、蒼真はにわかに顔を覆った。

「……困ったやつだな」

「怒った？」

「怒ったというより、困った、だな」

　響は興味深そうに蒼真の顔を見上げる。

「困るのは感情？」

「それはそうだろう」

「えへへ。なら嬉しいかも」

「……喜ぶな」

　とはいえ、響が人の感情を感じ取ろうとしているのは大きな発見かもしれない。

　──軍人としては失格なんだが……。

　それでも、仲間に好意を向け、仲間からも好意を感じ取れるようになれば響は誰だれよりも仲間を大切にするグラムリッターに育つだろう。

　──どちらにしろ、危あやうい話ではあるが。

　感情に頼たより過ぎると、今度はひとりの仲間を犠ぎ牲せいにできず、それどころか怒りに振り回されて、部隊全体を危険に晒さらすことにも繫つながりかねない。

　だが、いまは他者に関心を抱いだけるようになった点を伸ばしていくべきだろう。

「なら、今日は昼まで訓練はやめて話をしようか」

　響になによりも必要なのは、グラムリッターとしての技能ではない。根本的な良識だ。

　そしてそれは〝こうあるべき〟と押し付けるものではなく、根気よく話を聞き、話しかけることでしか得られないと思う。

　蒼真にできるのは、行き先を示すことと、ほんのわずかばかりの技術を伝えることだけなのだ。抱いた感情をどう処理するのか、それは響自身が学び、答えを出していかなければならない。

　だから、そのために時間を費ついやしてやりたいと思う。

「お話？　するする！」

　訓練と検査から解放されて、響は子犬のように喜んでいた。

「なら、歩きながら話そうか」

「……？　どこに行くの？」

「この前と同じところだよ」

　そう言って、足元を示す。

「──あっ、この前の〈封フ槍ソウ〉って子のところ？」

「正解だ。あいつの修理もまだ終わってないんでな。話すだけなら手を動かしながらでもいいだろう」

　それに、響にとっても戦龍バトルシツプというこれから扱あつかうべき機体に触れるのはいい刺し激げきになる。

「では行こうか」

「うん！　蒼真とお散歩！」

「……これも訓練の一いつ環かんなんだが」

　飛ぶように軽かろやかな足取りで、響は病室を飛び出してしまう。蒼真も仕方なくそれについていった。
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　蒼真は医療区画を出て第三甲板へ降りるエレベータへ向かう。

〈ヒリュウ〉艦橋部には、第一から第三まで繫がる大型エレベータがあるのだ。数十メートル以上も離れたそれぞれの階を、ほんの一分足らずで行き来することができる。

　上から降りてきたエレベータが開くと、中には見知った顔があった。

「鈴すず音ね？」

「ありゃ、小鳥遊せんせぇ？」

　不意の遭そう遇ぐうだったらしく、鈴音も目を丸くした。

　とはいえ、エレベータはいつまでも待ってくれるものではない。蒼真は響と共に中に乗り込む。

　鈴音はおもしろそうに響の顔を眺ながめる。

「ふぅん？　その子がせんせぇの新しい生徒ちゃんかあ」

「そうだよ。君も蒼真の生徒なの？」

「生徒というより、秘密の仲かな？　あんなことやこんなことを語り合っちゃう、深ぁい間あいだ柄がらなんだよ」

「えええええええっ？」

　身をくねらせ、熱っぽい眼まな差ざしを送る鈴音に響が悲鳴を上げる。

「適当なことを言うな。響が信じるだろう」

「あたっ」

　鈴音の頭を手刀で叩たたきつつ、蒼真は改めて鈴音を紹しよう介かいする。

「この子は天あま川かわ鈴音。ヒリュウ学園の生徒会長……まあ、生徒の中で一番偉えらい子だ。グラムリッター候補生の旗官でもあるから、俺もいろいろ助けてもらうことが多い」

「あっははー、ま、響ちゃんも困ったことがあったらアタシを頼っちゃっていいのよ？」

　胸を張る鈴音に、響は感心したような顔をする。

「へえぇ。小さいのに偉いんだ」

「……小さいのは、関係ないよね？」

　どうやら背せ丈たけに関することは口にしてはいけなかったらしい。

　これまでとは打って変わって冷たい目をする鈴音に響が跳とび上がる。

「蒼真、この子も怖こわいよ？」

「……いまのはお前が悪い」

　初対面で理り不ふ尽じんだと思わなくもないが、蒼真はそう答えた。

　それでも、鈴音はすぐに相そう好ごうを崩くずす。

「響ちゃん、せんせぇの〈封フ槍ソウ〉をもらうためにここにいるんだって？」

「う、うん」

「ここにいる間は、響ちゃんもヒリュウの生徒よ。なにがあってもこの生徒会長さまが守ってあげるから、安心しなさい」

「ふわ……。蒼真、この子、すごく優やさしいよ？」

　感かん極きわまったように、響は鈴音の手を取る。

　──響はもともと、人ひと懐なつっこくはあるんだよな。

　これは響の長所だ。なんとかグラムリッターとしても活いかせるように伸のばしてやれないものだろうか。

　そんなことを話していると、すぐにエレベータは第三甲板に到とう着ちやくした。

「じゃあ、アタシはこっちだから」

「鈴音もグラムの整備か？」

「うん。こないだ火か来くせんせぇが壊こわしてからちょっと調子悪くてさ。あの子、火力は高いんだけど装そう甲こうはデストロイヤーと同じで、ぺらっぺらだから」

　鈴音が扱うグラム〈イスズ〉はライトクルーザー級という階級の機体だ。

　響やコノハたちが扱うデストロイヤー級の上位にある機体なのだが、速度と攻こう撃げき力に比重を置いているため防ぼう御ぎよ力はデストロイヤーと大差がない。場合によってはそれを下回ることもあるという。

　火来がたった一度の被ひ弾だんであれほどの重傷を負ったのも、それが原因だ。

「そうなんだ……。早く、元気になるといいね」

　グラムを相手に人のように心配をする響に、鈴音も笑う。

「なるほど。せんせぇが気にかけるだけあって、いい子だね。大だい丈じよう夫ぶだよ。〈イスズ〉の傷自体はもう直ってるから」

　そう言って、鈴音は去っていった。

　蒼真と響も、戦龍バトルシツプの格納庫へと向かう。




　　　　◇




　格納庫の扉とびらを開くと、響が目を丸くする。

「あれれ？　この子、前と形が変わってるよ？」

　以前、響に見せたときは手足くらいしか残っていなかったが、いまの〈封フ槍ソウ〉は胴どう体たい部も修復されつつあった。

「これが本来の姿だよ。とは言っても、これでもまだ修理中なんだが」

　そう言って、足元に転がる鉄板を拾い上げる。

「グラムには自己修復能力があるんだ。壊れてもグラムリッターから魔ま力りよくをもらって、少しずつ自分で体を直せる。だが、それにも限度があって、大きく壊れた場合は部品を交こう換かんしたりして修理をしなければならない」

　だが、ここは軍用艦かんではない。

　他の生徒たちのデストロイヤーはともかく、戦龍バトルシツプである〈封フ槍ソウ〉に交換のパーツはない。

　それゆえ修理にも時間がかかっているのだ。

「〈封フ槍ソウ〉には交換用のパーツがないんだ。だから他のグラムの予備パーツをここで加工し直して新しい部品にするんだ」

　軍事機密に当たる機体ゆえに、他の技師たちを使うわけにはいかず、全て蒼真ひとりで行わなければならない。それも、修理が進まない理由のひとつだ。

「でも、そうやってあてがったパーツも仮かり初そめのものだからな。これから龍の回路が繫がり、本当の意味で〈封フ槍ソウ〉の一部になるにはまた時間がかかる」

　そう言って、抱かかえていた鉄板を響に放る。

「わわ、重たいよ、これ！」

「論より実戦ってな。口で説明するより、実際にやってみた方が早い」

　そう言って、切せつ削さく機を起動させると響に持たせた鉄板を設置する。

　部品を加工する様子を眺めながら、響は不思議そうな顔をした。

「グラムリッターって、空を飛んで戦う人のはずなのに、こういうこともやらなきゃいけないんだ」

「そうだな……。全部人任せにした機体よりも、自分で手をかけた方が機体の癖くせも状態も理解できる。なにより愛着を持てると思うんだ」

　そもそも、蒼真も本来は整備官としてここに来るはずだったのだから。

　蒼真は〈封フ槍ソウ〉の傷のひとつひとつを愛しそうに眺める。

　これは蒼真が負った傷であるのと同時に、全すべて空で蒼真を守るために〈封フ槍ソウ〉が負った傷なのだ。

　自分でつけた傷なのだから、自分の手で直してやりたい。

　響も真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「愛着かあ……。うん。そうだね。ボクも〈ヒビキ〉や〈封フ槍ソウ〉が壊れたら、自分で直してあげたい」

「そうだろう？　だから、ここでやり方を覚えておくといい」

「うん！　ボク、がんばる」

「よし。なら、まずは他ほかのグラムのパーツを、〈封フ槍ソウ〉の形に合わせてカットするところから始めよう」

「う……ん…………」

　蒼真が切断機に資材を設置しようとしたときだった。

　響が目眩めまいでも起こしたようにフラリと揺ゆれる。

「響……？」

　少女は、蒼真の声も聞こえていないようにぼんやりと立ち尽つくしていた。

「おい、響。どうした？」

　側そばに駆かけ寄っても反応はなく、倒たおれないのが不思議なほどだ。目も虚うつろで、意識があるのかも怪あやしく見える。

　──なにかの発作か？

　一度アドミラル級に捕ほ食しよくされているのだ。突とつ然ぜん発現した戦龍バトルシツプへの適性もあって、どんな障害が出ていてもおかしくない。

　蒼真がその額に触ふれようとしたときだった。




　その瞳ひとみが竜りゆうと同じ翠みどりの輝かがやきを帯び始めた。




「おい、響！」

　なにか危険な状態に思えて、蒼真は響の肩かたを揺すった。

「──っ、え？　わわ、なになに？　どうしたの、蒼真？」

　何度か肩を揺らすと、響も我に返る。

　だが、自分がどんな状態だったのか自覚していないらしく、慌あわてたような声を漏もらしていた。

　──記き憶おく障害と、なにか関係があるのか？

　あとで、火来に報告しておいた方がいいだろう。

　注意深く響の様子を観察しながら、蒼真は首を横に振ふる。

「いや、これから危険な機械を扱あつかうんだ。ぼんやりしていると、指くらい簡単に飛ぶから気をつけてくれよ？」

「指っ？」

　少し驚おどろかすと、響は跳び上がって悲鳴を上げた。

　そんな少女を、蒼真はじっと観察する。

　ひとまず、いますぐ病室につれて行かなければいけないような状態ではないようだ。蒼真の方が注意してやれば、作業を続けても問題はないだろうと思う。

　それを確かめて、蒼真はようやく笑いかけた。

「じゃあ、修理を始めようか」

「うん！」

　響は手先も器用だった。

　蒼真が一度教えたことは、だいたい一度で覚えてくれる。軍でもこの手の作業は学んでいるはずだ。切削や切断等の加工機械も、指先が覚えているのかもしれない。

　すぐに手を動かしながらでも話ができるくらいには慣れてしまった。

　そんなころ合いを見計らって、蒼真は響に声をかける。

「ところで、昨日の三人に対して、響はどんな感情を抱いだいた？　どんなふうに付き合っていきたいと思った？」

　この学園にいるなら、これから響は蒼真と過ごす時間よりもコノハたちと過ごす時間の方が増えていく。

　どう付き合っていくかは響が決めることだが、付き合っていかなければならないことはいま知っておかなければならない。

　響は腕うでを組んで唸うなると、ポツリと呟つぶやいた。

「……よく、わからないよ。ボクは蒼真のことしか見てなかったもの」

　やはり、問題はそこのようだ。

　──響が俺に抱いている好意は、雛ひな鳥どりの刷り込みのようなものだろう。

　卵から孵ふ化かして、最初に見た相手を親だと思い込むようなものだ。

　恐おそらく火来が言っていた、記憶を失う前に蒼真に憧しよう憬けいしていたというのも関係はあるのだろう。

　だが、響の長いこれからの人生で、蒼真が共にいられる時間はきっと短い。ここで他者と触れ合うことを教えてやらなければ、彼女の人生はひどく困難に満ちたものになってしまう。

　蒼真が頭を悩なやませていると、響がなにかを思い付いたのかパッと表情を明るくした。

「じゃあさ、蒼真が教えてよ。あの子たち三人のことを」

「俺が、か？」

　ここでコノハたちを褒ほめるようなことを言ってしまうと、響は反感を抱いてしまうような気もするのだが。

　──というか、あの三人か……。

　昨晩から、メイド姿のマリーにご奉ほう仕しされてしまったり、葉月の膝ひざ枕まくらで眠ねむりこけてしまったり、コノハに抱だきしめられて頭を撫なでられたりといろいろ立て続けにあったため、思わず赤面してしまいそうになる。

　鈴音は鈴音でデートに行こうなどと言い出すし、ようやく同年代の女の子とまともに話せるようになったばかりの蒼真には刺し激げきが強い出来事ばかりだった。

「どうしたの？」

「……なんでもない」

　気を落ちつかせるように深呼吸をして、蒼真は語り始める。

「そうだな。まずは葉月か。あれは俺の義理の妹なんだ」

「ふえっ？　蒼真には妹がいたの？」

「血は繫つながってないがな。優やさしい娘むすめなんだ。もともと人を傷つけられるような性格ではないから、本当はグラムリッターなんて荒あら事ごとには向いていないと思うんだが」

　だから蒼真は軍を抜ぬけたあとこの〈ヒリュウ〉に来たのだ。

　軍ぐん役えき中、ほとんど会ってやれなかったため、甘やかしてやりたい気持ちがあるのだが、学園でそれを出すわけにはいかない。

　ある意味ではもっとも厳しく接している生徒だ。

「それから、マリーだな」

「……ボクが、盾たてにしちゃった子だよね？」

　一応、気まずくは思っているらしい。

　それが蒼真に怒おこられたくないという反応なのか、それとも本当にマリーに申し訳なく思っているのかは、まだ微び妙みようなところだが。

「彼女は……なんというか、とにかく努力家だな。気が強すぎて最初のころはずいぶん反はん撥ぱつされたが、勤勉で、本当に仲間思いでいい娘なんだ」

　そして無む性しように庇ひ護ご欲よくを駆り立てられる生徒でもある。

　昨晩の半泣きになりながらオムライスにメッセージを書く姿には蒼真も指導官として抱いてはいけない衝しよう動どうを抱きそうになった。

　──そういえば、ここ最近になって妙みように丸くなったんだよな。

　恐らく蒼真が怪け我が人にんだったことや、コノハたちと打ち解けられたのが理由だとは思うが、それだけではないような気もする。

「あとは……」

　コノハのことを語ろうとすると、蒼真は上手うまく言葉にできなくなってしまう。

　──あいつは、何者なんだろうな。

　その答えには、ある程度は想像がついている。

　だがそうするとなぜ彼女がここに来たのかがわからなくなる。

　そして、あの絶望的な言葉選びの下手へたさと、行動の迂う闊かつさ。ますますその答えとは不ふ釣つり合いであべこべなのだ。

　三人の中で、もっとも難しい生徒だと思う。

　それでも、蒼真はこれだけは迷わずこう答えることができる。

「コノハは、俺の命の恩人だ」

「恩人？」

「ああ。二度……いや、もしかすると三度かもしれないな。ここに来て、俺が死にかけるたびに助けられている」

　この〈ヒリュウ〉に来た日、ファフニールと遭そう遇ぐうしたときに一度。

　アドミラルリッターに打ち負け、墜おちていく蒼真を助けに来てくれた二度目。

　だが、その前に戦龍バトルシツプを使って死にかけた蒼真がなぜか容よう態だいが回復したことがあった。それもコノハの力なのかもしれないと思っている。

　響は不思議そうな顔をした。

「蒼真の方が先生なのに？」

「そうだな……。俺の方が、指導官なのにな」

　不ふ甲が斐いないとは思う。

「だから、俺は彼女たちを強くしてやりたいんだ」

　三人とも、蒼真の大切な生徒なのだ。

　そう答えると、響は難しそうな顔をして頷うなずいた。

「……わかった。蒼真も最初からあの子たちが大切だったわけじゃなくて、あの子たちと過ごした時間があって、だからあの子たちのことが大切になったんだよね？」

「まあ、そうだな」

「なら、ボクもがんばってあの子たちと同じ時間を過ごしてみる」

　響が、蒼真の下から一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かんだった。

　──響は、他人と接するということを学んでくれた。

　コノハは珍めずらしく競争心のようなものを抱いているようだが、マリーと葉月も、響ともう一度向き合ってみると言ってくれた。

　少女たちが再び出発点に立つ準備ができたのだと、蒼真は確信する。

　思えば、彼女たちの出会いは蒼真のベッドに半はん裸らで潜もぐり込んでいるのを目もく撃げきされるという最悪のものだった。

　二度目の対面も、これから付き合っていくべき仲間を同士討うちさせるという最低の結末を迎むかえた。

　これで、三度目だ。

　だが、この三度目こそは上手くいかせてみせる。

　三度目の賽さいを振るのは、いまなのだ。

　もちろん、蓋ふたを開けてみるまでどんな結果が出るのかはわからないが……。

　蒼真は自然と相そう好ごうを崩くずした。

「そう言ってくれると、俺も嬉うれしい」

　まだ最初の一歩だ。

　それでも響は蒼真以外の人間と正面から向き合おうとしている。それを、素す直なおに褒めてやりたかった。

　だが、響は不安そうに蒼真を見上げる。




「あの子たちと仲良くできなくても、蒼真はボクのこと、嫌きらいになったりしない？」




　いきなり親おや離ばなれできるはずもない、雛鳥のような反応に蒼真も苦く笑しようした。

「嫌いになったりしない。その場合は、別のやり方を考えるから心配するな」

「別の方法って？」

「さて、まだなにも考えていないよ。いまは、響が上手くやってくれることを祈いのるばかりだな」

「思い付かなかったらどうするのさ！」

　泣きそうな顔で叫さけぶ響の頭を、蒼真はポンと撫でてやった。

「俺は、指導官の役目というのは、生徒に〝次〟というものを与あたえることだと思っているんだ」

「次……？」

「ああ。生徒が失敗することは罪じゃない。その失敗がなぜ起こったのか、どうすれば乗り越こえられるのか、失敗から学ぶことはたくさんある。そして成功すればその次に進まなければならない。生徒が学んでいられるのは、常に〝次〟があるからだ」

　戦場には〝次〟などというものは存在しない。

〝次〟がなかったから、蒼真は軍を追われてバッドルーザーの汚お名めいをかぶった。

　──だが、俺はもう、負けず嫌いバツドルーザーという名を恥はじだとは思わない。

　それが抗あらがうという意味だと教えてもらったから。

　蒼真は真まっ直すぐ響を見つめる。

「響は昨日、失敗をした。だから俺は〝次〟の機会を与える。失敗を恐れるな。同じ失敗を繰くり返さぬために、自分が最善だと思うことをやってこい」

「──っ、うん！　ボク、がんばるよ」

　大きく頷いて、響は立ち上がった。

「じゃあ蒼真、訓練に行こう？　今度はちゃんと、みんなと仲良くしてみるから」

「ああ。その意気だ」

　蒼真は微笑ほほえましそうに頷いて、だがとつけ足す。

「コノハたちはまだ、授業中だ」

　出で鼻ばなを挫くじかれ、むくれる響の機き嫌げんが直るまでたっぷり昼までかかるのだった。




　　　　◇




　あれから、響は発作のような症しよう状じようを見せることはなかった。

　──ただ単に、考えごとでもしていたのかもしれないな。

　瞳ひとみが輝かがやいて見えたのも、ただの錯さつ覚かくだったということもある。蒼真の方も、過か敏びんに反応しすぎたのかもしれない。その程度の症状でしかないのだ。

　火来にも連れん絡らくを取ってみたが、注意して見てやってくれとしか言われなかった。

　午後の授業からは、蒼真が担当することになる。昼になる少し前に〈封フ槍ソウ〉の修理を切り上げ、響と共に学園に戻もどろうとしたときだった。

　そこで慌あわただしく通路を駆かける鈴音と出くわした。

「鈴音？　なにか、あったのか？」

　珍しく鈴音の顔が焦あせっていたことに、蒼真は呼び止めた。

「せんせぇ、いいところに来た。非常事態っぽいの。いっしょに来て」

　鈴音に手を引かれ、蒼真と響は顔を見合わせながらも、上層階へ向かうエレベータに乗り込んだ。

　エレベータの扉とびらが閉まると、息を切らせたまま鈴音は語り始める。




「〈ヒリュウ〉に、大型のファフニールが接近してきてるの。……たぶん、カーネル級」




「なんだと？」

　カーネル級とは、アドミラル級の出現により最強の座を譲ゆずりはしたがそれに次ぐ力を持つ最悪のファフニールの呼こ称しようだった。

　だが、それは単体でなんの脈みやく絡らくもなく襲おそってくるような個体ではない。

「……まだ、この〈ヒリュウ〉は追われているということか？」

「わかんない。でも、その可能性は高いんじゃないかと思う」

　話している間に、エレベータは最上階の艦かん橋きよう司令部へと到とう着ちやくする。

「状じよう況きよう教えて！」

　鈴音が司令部に駆け込むと、すぐに船員が答える。

「現在、ファフニールは〈ヒリュウ〉後方から接近中。残り一二五分で接せつ触しよく予定。数は一。種別はカーネル級と断定」

　やはり、敵はカーネル級のようだ。

　──およそ二時間で、交戦距きよ離りか。

　交戦距離というのは〈ヒリュウ〉の主しゆ砲ほうが届く距離だ。

　前回のコノハたちが遭遇したときとは異なり、今回は艦かんの索さく敵てきによってすでに敵が発見されている。まずは砲ほう撃げきで牽けん制せいし、それを搔かい潜くぐられれば学園のグラムリッターが迎げい撃げきに当たるという順序で戦せん闘とうは進んでいく。

　とはいえ、カーネル級にもなるとその吐と息いきの射程距離は、龍りゆう甲こう艦かんの砲撃にも匹ひつ敵てきする。

　通常の手順で戦闘を行うと、龍甲艦に被ひ害がいが出る恐おそれがあった。

　ならば逆にグラムリッター隊を先行させたいところだが、学園のグラムリッターはあくまで候補生だ。カーネル級の相手は難しい。

　鈴音は険しい表情で船員に詰つめ寄る。

「振ふり切れないの？」

「無理ですよ。向こうは六十ノットも出てるんです。時じ間かん稼かせぎで精せい一いつ杯ぱいです」

　龍甲艦の巡じゆん航こう速度はせいぜい三十五ノット。最大船足でも五十ノットは出ないと言われている。確かにカーネル級を振り切るのは無理な話だろう。

「映像出ます！」

　船員の切せつ羽ぱ詰つまった声と共に、艦橋中央のスクリーンに映像が浮うかぶ。

　戦せん闘とう艦かんの形をした、異形の竜りゆうがそこに映し出されていた。

　鈴音が、ごくりと喉のどを鳴らす。

「いや待て。こいつは被ひ弾だんしているぞ」

　蒼真が鋭するどく指し摘てきする。

　見ればカーネル級ファフニールの装そう甲こうはあちこち引き裂さかれていて、竜の形をした顔面も片目を失っている。

　鈴音がスクリーンを睨にらみながら鋭く言う。

「どこかの部隊と交戦したあとということ？」

「……いや、あのときのアドミラル級の随ずい伴はん機だ」

〈ヒリュウ〉がアドミラル級に襲しゆう撃げきされたとき、五十頭以上ものファフニールが確かく認にんされていたのだ。中にはカーネル級が三頭もいた。

　──つまり、朱鷺とき岡おか機動部隊の討うち漏もらしか。

　損傷していても、火や煙けむりを噴ふいている様子はない。飛行はしっかりしていて、砲ほう塔とうのいくつかがひしゃげているが、吐息は放ってくるだろう。損害具合は中破といったところか。飛行は可能だが戦闘力はいちじるしく低下している。

　飛行可能なところまで修復して、ようやく追いついてきたのだろう。

　鈴音がキュッと蒼真の服の裾すそを握にぎってくる。

「……せんせぇが出しゆつ撃げきするっていうのは、ナシだからね？」

「わかってるさ」

　蒼真は肩かたを竦すくめる。

　前にも、この艦がカーネル級と遭そう遇ぐうしたことがあった。そのときは、実戦未経験の一年生が巻き込まれたこともあって、蒼真は〈封フ槍ソウ〉を使って出撃してしまった。

　その結果、撃げき退たいには成功したものの蒼真は死の淵ふちを彷徨さまようことになり、鈴音たちをずいぶん心配させた。

　あんなことを繰り返す気は、毛頭ない。

「……手負いなら、アタシたちでも墜おとせるか」

　鈴音が心配しているのは、手負いのカーネル級を倒たおせるかではない。味方に犠ぎ牲せいを出さずに敵機を撃げき破はできるかということだ。

　カーネル級との予想交戦地点を聞いて、鈴音は対策に入る。

　それを後ろから眺ながめ、蒼真はふと考える。

　──前にカーネル級と交戦したのは、コノハたちだ。

　その結果は、引いん率そつの火来ともどもコノハが撃げき沈ちん。葉月とマリーは難を逃のがれたものの、蒼真も戦龍バトルシツプを動かしたことで死の境を彷徨った。

　惨ざん敗ぱいだ。

　響との戦い以上に、まるで相手にならなかったのだ。コノハたちにとってはいまも苦い敗北の象しよう徴ちようでもあるはずだ。

　それを確かめるように思い返し、キョトンとしている響に目を向ける。

「響、あれを見てどう思う？」

「あの怪かい獣じゆう？　でっかい顔だね」

　場ば違ちがいな感想に、蒼真は噴き出しそうになる。

「君はあれと戦えるか？」

「蒼真が戦えっていうならもちろん戦うよ？」

「ならいい。ここでおとなしくしていろ」

　自じ慢まんげに答える響に、蒼真は容よう赦しやなく告げる。

「……蒼真、また怒おこった？」

「いや？　それで出撃されると君は間ま違ちがいなく墜ちることになる。俺が指導官であるうちは、そんな出撃は許可できないというだけだ」

「ボクの答えが間違ってるってこと？」

　響も、自分の答え方が悪かったとは理解できるらしい。落ち込んで泣き出すようなことはなく、腕うでを組んで頭を捻ひねる。

「むう……。なら、どう答えたら正解なの？」

「正解はない。ただ響はあれと戦っている自分と、そこで勝利するまでの道のりを明確にイメージできるか、という話だ」

「イメージ……」

　響は目を閉じ、なにか考え込む。

　それから、難しい表情で首を横に振った。

「わからないよ。どう攻せめても盾たてみたいなので防がれちゃう」

「盾……鱗りん界かいか？」

「リンカイ？　なんだっけ、それ？」

　鱗界というのはグラムリッターの身を守る障しよう壁へきのようなものだ。先日の模も擬ぎ戦せんで響も使用していたはずだが、どうやら無意識のまま操あやつっていたらしい。

　──それでいて、カーネル級の鱗界の強度は正確に把は握あくできている。

　記き憶おくがなくとも、戦闘経験が響を守ってくれるということだ。

　蒼真は響の頭を撫なでてやる。

「正解だ。響がいくら強かったとしても、〈ヒビキ〉一隻せきでカーネル級は墜とせない」

「いじわる問題じゃないか」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる響に、蒼真は首を横に振る。

「なら、ここに昨日の三人がいたらどうだ？　葉月の〈ムラクモ〉とマリーの〈タチカゼ〉を使えばカーネル級の鱗界を破は壊かいできる」

　響はすぐにパッと明るい表情で頷うなずいた。

「うん。それならやれる！　あれを墜としてみせるよ」

「ほう、どうやって墜とすんだ？」

　蒼真が聞き返すと、響は身み振ぶり手て振ぶりを加えてスラスラと答えてみせた。

　──やらせてみる価値は、あるな。

　昨日の今日だ。

　いまのコノハたちと響をいっしょに出撃させるのは危険かもしれない。

　いや、むしろいまだからこそ戦わせるべきなのだ。

　四人の少女たちはもう一度向き合おうとしている。そしてその準備も整ったと確信したはずだ。

　このカーネル級は、彼女たちに必要な〝きっかけ〟となりうる。

　──あの三人なら、やれるはずだ。

　蒼真は、難しい顔をして地図と睨み合う鈴音に声をかける。

「鈴音、ちょっといいか？」

「なに？」




「あのカーネル級、俺の生徒に譲ゆずってくれないか？」




　鈴音はポカンと口を開いて、すぐに首を横に振る。

「その響ちゃんに戦わせるの？　駄だ目めだよ。その子、いくら強くても記憶ないんでしょ。そんなのパニクったら一発で終わりじゃない」

「響ひとりに戦わせるとは言っていない。コノハたち十一班も出撃させる」

「なっ──」

　鈴音は目を見開いて硬こう直ちよくした。

「それこそなに言ってんの？　あの子たち、響ちゃんとケンカしたばっかなんでしょ。いっしょに戦えるわけないじゃない」

　おまけに、いまは葉月も本調子ではない。実戦で引き金を引けるかも怪あやしい状態だ。

　それでも、蒼真は言う。

「無茶な作戦ではないと思う。あの三人はすでにカーネル級との交戦経験がある。響にも軍ぐん役えき時代の技術が残っている。響を隊長にデストロイヤーの小隊を編制すれば、手負いのカーネル級一頭程度、墜とせない道理はない」

　それに、と響を見る。

「響はこれから戦龍バトルシツプをまとって空を翔かけるべきグラムリッターだ。あの三人もまとめられると俺は信じている」

　譲らない蒼真と鈴音は睨み合う。

　だが、カーネル級はすぐ側そばまで迫せまってきているのだ。そうしていられる時間は長くはなかった。

　折れたのは鈴音の方だった。

「……ここでの責任者は、アタシじゃなくてせんせぇだよ。好きにしたら」

「ありがとう、鈴音」

「ただし、アタシたちもバックアップに出る。危ないと思ったらすぐに割って入るから」

「十分だ」

　笑い返して、響に向き直る。

「ということだ。やれるな？」

「うん！　あの子たちを守って、あの怪獣をやっつければいいんだよね」

「そうだ。だが、コノハたちは一方的に守られるだけの足手まといではない。君といっしょに飛ぶ仲間だ。扱あつかいこなしてみせろ」

　昨日は、最悪の試合だった。

　勝った方も負けた方も、傷きず跡あとしか残さなかった。

　──だからこそ、ここで出撃させる意味がある。

　このタイミングでカーネル級が襲おそってきたことが、幸運なのか不運なのかはまだわからない。

　それでも蒼真はこの戦せん闘とうに賭かけてみた。




　　　　◇




「──というわけで、今日はお前たちと響でカーネル級の討とう伐ばつに向かってもらう」

　蒼真の説明に、十一班の少女たちはポカンと口を開いた。

「し、指導官！　正気ですの？　昨日、あんなことがあった直後で上手うまくやれるはずがありませんわ」

「わたしも、さすがにまだ〈ムラクモ〉を上手く撃うてる気がしないよ……」

　マリーも葉月も嫌いやがるが、コノハはじっと蒼真の顔を見つめていた。

「指導官のお考えを、聞かせてください」

　しっかりと芯しんの通った声だった。

　──コノハはもう、立ち直れたか……？　いや、むしろ張り詰つめている気がするな。

　焦あせり……なのだろうか。

　無理矢理前を見ようとしているようにも受け取れた。

　蒼真はそんな様子を確かめながら答える。

「昨日の試合を見せてもらって、君たちはすでに一年生としては文句のない実力に達していると判断した」

「我々は、敗北しましたが……」

「勝敗だけが評価の基準というわけではない。コノハは全体を見て判断ができるようになったし、マリーもチームワークを意識して動けるようになった。葉月も砲ほう撃げき手しゆとして安定した力を発揮できている」

　負けは負けだが、十一班の戦いは数週間前に比べれば見み違ちがえるようによくなっていたのだ。

「だから、君たちは〝次〟の段階に進むべきだと思う」

「次……ですか？」

「そう、〝次〟だ。君たちの戦場は学園の訓練場ではない。空だ。少しでも多く、空での戦闘を経験していくべきだ」

　少女たちは青ざめるが、無理だとは言わなかった。

　いや、言えなかったのだろう。

　響からの敗北により、彼女たちは精神的に追いつめられている。

　ひと晩でなんとか前向きにはなってくれたが、だからといってこれまでと同じように戦えるほどではないだろう。

　無理だなどと弱音を吐はいてしまえば、また折れてしまうような危あやうい状態なのだ。

　もちろん、時間を与あたえれば彼女たちは自おのずと立ち直ってくれるだろう。

　──だが、それでは遅おそいんだ。

　選せん抜ばつ試合まで、あと一週間を切っている。

　いまの精神状態のまま、試合に挑いどませても勝利は難しい。

　そうなれば彼女たちは代表の座を逃のがし、これから始まる学園対たい抗こう試じ合あいでヒリュウ学園はさらなる苦境に立たされることになる。

　それはこの〈ヒリュウ〉という艦かんの解体にも繫つながっていく。

　ようやく形になってきた彼女たちの居場所も、全すべて失われるということだ。

　だから蒼真は毅き然ぜんとして告げる。

「ファフニールの群れ、カーネル級、アドミラル級、正規グラムリッターの響もそうだ。君たち三人は、これまで他ほかの生徒が遭そう遇ぐうしないような戦闘を経験してきた。だが、君たちは一度も勝つことができないでいる」

　昨日の響との試合だけの話ではない。

　先に交戦したカーネル級からは、コノハたちは逃にげることしかできなかった。コノハは撃げき墜ついされ、マリーと葉月も死の一歩手前まで追いつめられた。

　十一班の少女たちは優すぐれた才能を持ちながら、数少ない実戦では一度も勝利できていないのだ。

　毎度相手が悪かったとはいえ、これは蒼真の落ち度でもある。

　──それでも、俺は彼女たちを勝たせると約束したんだ。

　これから出る賭かけのリスクを嚙かみしめるように目を瞑つぶり、蒼真は言う。

「だから、敢あえて言おう」

　そう前置きしてから、コノハ、マリー、葉月の顔を順に見つめる。




「次は、勝利というものを味わってこい」




　このひと言に、三人は身み震ぶるいをした。

　十一班の少女たちは追いつめられている。

　それは引き絞しぼった弓の弦つるのような張り詰めた状態だ。

　──なら、きっかけひとつで化ける。

　カーネル級の襲しゆう来らいは、降って湧わいた幸運だ。

　これを撃げき破はできたなら、彼女たちはかつてない自信を手にすることができる。

　もちろん、これはショック療りよう法ほうもいいところだ。大きな危険をともなう。逆に返り討うちに遭あって、戦えなくなることもあるかもしれない。

　それでも、と蒼真は思うのだ。

　──彼女たちなら、できる。

　信じて、送りだしてやるべきだと。

　葉月とマリーは怯おびえるように顔を見合わせるが、コノハは確かに頷うなずいた。

「指導官がそうおっしゃるなら、私は従います」

　そう言って、少女たちは空に飛び立っていった。




　　　　◇




　響を先頭に、左右にはコノハとマリー、一歩遅おくれて後方に葉月。四人で菱りよう形けいを描えがくように少女たちは飛行していた。

　空は快晴に近く、雲も少ない。

　このあたりに陸はなく、どこまでも深い碧みどりの海が広がっていた。空と海の境も曖あい昧まいで、ともすれば自分は蒼あおい球体の中に迷い込んでしまったかのような錯さつ覚かくさえ覚える。

　これならば、いつかのように雲の中から奇き襲しゆうを受けることはないだろう。カーネル級一頭に専念できる。

　とはいえ、コノハは胸を押さえる。

　──本当に、カーネル級を墜おとせるの？

　二週間前、カーネル級と遭遇したときコノハは囮おとりという役割さえ全まつとうできずに撃墜された。マリーと蒼真が助けに来てくれなければ、あの場で命を落としていただろう。

　蒼真の指導はいつも的確だ。

　技術的な指南以上に、精神的に支えようとしてくれている。

　そんな気の持ちよう次し第だいで、実力も伸のびていると実感できていた。少なくとも、マリーや葉月たちと協力することなど、ここに来たときは絶望的だったのだから。

　それでも、軍が編隊を組んで挑むべき相手を生徒だけで倒たおせるとは思えない。

　そして、コノハの心配事はそれだけではないのだ。

　不安を押し殺すコノハに、響が声をかけてくる。

「もう少しでファフニールと遭遇するって。もう一度作戦を確かく認にんするよ？」

　空中で器用に身を捩よじると、響はコノハたちに向き直って後ろ向きに飛行を続ける。

　背中の推進器バーニヤを切って、両足の推進器バーニヤだけで姿勢を制せい御ぎよしているのだ。自分の進路を確認できないこともあり、見た目ほど簡単な技術ではない。

　その一挙手一投足から、この少女が優れたグラムリッターであることがわかってしまう。




　──この花房響に、私は勝たなければならない。




　そう、姉との約束だ。

　勝てなければ、蒼真は響と共に軍へ呼び戻もどされてしまう。

　蒼真がそれを望むというならもちろんコノハは祝福するが、命令でマリーや葉月と別れることになるのは許せない。

　だからコノハは負けるわけにはいかない。

　とはいえ、いまは目の前のカーネル級だ。

　響は逆噴ふん射しやで飛行しながら言う。

「カーネル級はとにかく硬かたいんだ。だからボクたちは二手に分かれて挟きよう撃げきする。葉月とマリーがまず、鱗りん界かいを壊こわして。その間に、ボクとコノハが接近してカーネル級の内部に直接レールガンを撃ち込む」

　記き憶おくがないというわりに、響の説明は淀よどみなかった。

「いま、カーネル級の主しゆ砲ほうは一基しか撃てない。砲ほう門もんにしても三門だ。マリーなら躱かわせると思うんだ。でも避さけられなかったら一発で沈しずめられちゃうから、葉月はマリーが避けやすいように援えん護ごしてあげて」

　目を向けられて、マリーはこれ見よがしにツンと顔を背そむける。

「たった一基の砲ほう塔とうを避けるくらい、なんでもありませんわ。それより、わたくしたちがおとなしくあなたの指示に従うと思いますの？」

「それは……」

　響が言葉を詰まらせる。

「わたしも。もちろんマリーさんのことは守るつもりだけど、響さんの言う通りにして本当に勝てるのかわからない。……また、マリーさんのことを盾たてにするんじゃないかとも、思ってるよ」

　そうなのだ。

　マリーたちが蒼真のために戦うのと、響の命令に従うのは話が別なのだ。

　響は言い繕つくろおうとするが、マリーも葉月も聞く耳を持たない様子だった。

　コノハは耳の通信機に手を当て、回線を無制限から指導官への専用に切り替かえる。

「指導官。コノハです。聞こえていますか？」

『ああ』

「やはり、上手うまくいきそうにありません。これなら、まだ私たち十一班だけの方がまともに叩たたけると思います」

　それはコノハも自覚していない弱音だったのかもしれない。

　普ふ段だんの自分ならば、間ま違ちがってもなにも行動しないうちから蒼真を頼たよろうなどとは考えないのに。

　蒼真からの答えは、そんなコノハの弱音を射い貫ぬくような言葉だった。




『そうか。なら引き返せ』




「え……？」

　なにかこの状じよう況きようを引っ繰くり返してくれる助言をもらえると思ったのに、蒼真からの返事は素っ気ないものだった。

「それだけ、ですか……？」

『ああ。後方に鈴音たちの部隊が控ひかえている。無理ならそちらに任せて撤てつ退たいしろ』

　それは突つき放すようにも聞こえて、失望されたように感じた。

　──指導官のお考えが、わからない。

　わからないが、それでもここで負けるわけにはいかないのだ。負けたら、今度こそ本当に蒼真は離はなれていってしまう気がする。

　不安に押し潰つぶされそうになったとき、朝の蒼真の言葉が思い出された。

　──そんな心配そうな顔はするな。君たちを強くするまで、俺はどこにも行かない──

　そう言ってくれた蒼真が、コノハたちを見殺しにするような作戦を許可するはずがない。

　蒼真の言葉なら、信じられる。

　だが、そんな自分にコノハは落らく胆たんする。

　──口では、自分の人生を大切にしてほしいと言ったくせに……。

　そう訴うつたえかけていながら、蒼真がこの艦に残ってくれることを期待しているのだ。

　残ってくれるという言葉に、すがってしまったのだ。

　コノハ自身が、いつまでこの艦にいられるかもわからないというのに。

　頭かぶりを振ふって、コノハはマリーと葉月に語りかけた。

「マリー、葉月」

「……なんですの？」

　自分がなにを口にすべきは、わかっているのだ。

　この状況を打破するために、必要なことは知っている。

　あとは、コノハ自身がそれを間違わずに言葉にできるかだけだ。

　小さく息を整えて、コノハは凜りんとした声で告げた。




「私は、カーネル級に、勝ちたい」




　そう言うと、少女たちも口論を止やめてコノハに注目した。

「響の作戦は、間違ってはいないと思う。少なくとも、指導官は許可を出したのだから」

　相手はカーネル級だ。

　一歩間違えば軍でも死傷者が出る最悪のファフニールなのだ。

　そこでコノハたちを試ためすようなことを、蒼真がするはずがない。

「だから……」

　──協力すべきだ──

　しかし言いかけた言葉は、喉のどから出てきてはくれなかった。

　コノハ自身が確かく執しつを抱いだいているというより、そう言ってしまうと響に負けてしまうような気がして。

　──どうして、言えないの？

　いまだけでもいい。手を取り合ってみよう。

　そんな簡単なひと言が、なぜか言葉になってくれない。

　口を開けないコノハを見かねたように、マリーがため息を漏もらす。

「……わかってますわよ。ダダを捏こねたって、カーネル級には勝てませんわ。他ほかに作戦を用意できなかった以上、この娘こに従うしかないってことくらい、わかっているのよ」

　そう言って、金色の髪かみを振り払はらう。

　高高度の空を吹ふき抜ぬける冷たい風が、グラムが生み出す鱗界に阻はばまれ涼すず風かぜとなってマリーの髪をたなびかせた。




「指導官との約束がありますもの。自分がなにをすべきかくらい、わかっていますわ」




　マリーが言った約束がどういったものなのか、コノハは知らない。

　それでも、そのひと言にガツンと殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

　響がパッと表情を明るくする。

「だったら──」

「それでも！　腹を立てていますの。文句も言わずに従うほど、わたくしも人間ができていませんわ。ひと通りの鬱うつ憤ぷんは吐はき出させてもらわないと」

　ツンと顔を背そむけるマリーをよそに、響は編隊を崩くずしてマリーの前に近づくと、その手をギュッと握にぎった。

「でも、協力してくれるんでしょう？　ありがとう。ボクは昨日、ひどいことしちゃったのに、優やさしいんだねマリー」

「ふぁっ？　や、優しくなんてありませんわ！　ただ単に、指導官のためにっ……ではなくて、わたくしの成績のために手を貸すだけですわ！」

「でも手伝ってくれるんだよね？　ボク、今度はちゃんとマリーのことも守るから。絶対に、約束するよ」

「違ちがうと言っていますでしょう！」

　顔を真っ赤にするマリーを見て、葉月も張り合うのが馬ば鹿からしくなったように苦く笑しようを漏らした。

「ふたりがそう言うんだったら、わたしだけ嫌いやがるわけにはいかないじゃない」

「葉月も、手伝ってくれる？」

　顔を明るくする響に、葉月は仕方なさそうに頷うなずく。

「おにいちゃんが協力しろって言うんだから、初めから協力しないつもりはないよ」

　コノハは、マリーと葉月に置いて行かれたような気分だった。

　──ふたりは〝きっかけ〟を探していたんだわ……。

　彼女たちにはわかっていたのだ。

　時間がないのはコノハだけではない。学年選せん抜ばつ試合という、この学園での生活を左右する重要な試合が、一週間後に迫せまっている。

　そこで響と協力すべき課題が課せられたのだから、どうすべきかという答えは最初から示されているようなものだ。

　もちろん蒼真を困らせたくないという気持ちもあるのだろうが、自分たちがなにをすべきか、たったひと晩で気持ちに整理をつけて明確にしていたのだ。

　──なのに、私は花房響に勝つことしか考えていなかった。

　だから、マリーたちがきっかけひとつで口にできる言葉が、口にできなかった。

　コノハが勝たなければならない事情はなにひとつ変わらない。

　今度響に負ければ、姉は問答無用で自分の計画を推おし進めるだろう。むしろ一度でもコノハにチャンスを与あたえてくれただけ、譲じよう歩ほしてくれているのだ。

　しかし、それはコノハ個人の事情でしかない。

　十一班として、蒼真の生徒として、自分がなにをすべきか、コノハは考えなかった。

　朝、蒼真がかけてくれた言葉が思い出される。

　──俺がいまやらなければならないことは、君たちを強くすることだ──

　いつだって、蒼真はそう言ってくれた。

　空で全すべてを失った彼だから、これからその空を舞まうべき少女たちを生かすために全てを捧ささげてくれる。

　自分の未来を棒に振ってでも、それを自分のすべきことだと考えてくれた。

　それはコノハが一番理解しているはずだったのだ。

　この重要な時期に不和の相手と協力しろという任務とて、必ずコノハたちを強くすることに繫つながる。

　なのに──

　──それは、駄だ目めです！──指導官は、もっとご自分の人生を大切にしてください──

　そこまで想おもってもらえたのに、コノハはそれを否定してしまった。

　だからマリーや葉月には当たり前に届いた言葉が、コノハには届かなかった。

　──指導官は、きちんと教えようとしてくれていたのに……。

　マリーが最初に反はん撥ぱつしてみせたのは、きっときっかけを欲ほつしての行動だ。落とし所を探していたのだ。

　ただし、と葉月は冷たい瞳ひとみで響を見下ろす。

「でも、今回あんなことをしたら、作戦中でも、味方でも、わたしは響さんを撃うつよ？」

　それはコノハが蒼真に引っ付いたときよりも、さらに恐おそろしい声こわ音ねだった。

　ゾッとして顔を青ざめさせながら、響は頷く。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今度はちゃんと守るって言ったでしょう」

「うん。信じるよ。でも、わたしが響さんの後ろで銃じゆうを構えてるんだってこと、忘れないでね」

　葉月らしからぬ好戦的な言葉だが、コノハにはわかるような気がした。

　──これから引き金を引くために、強がらないといけないのね。

　コノハは知っている。〈ムラクモ〉の引き金にかかる指が、まだ震ふるえていることを。

　そして、これが葉月なりの〝落とし所〟なのだろうとわかった。

　それから、響はコノハに目を向けてきた。

「コノハも、ありがとう。コノハが言ってくれたから、マリーと葉月も協力してくれるって言ってくれた」

　それは違うと、コノハは思う。

　コノハは言うべきことを言えなかった。それをきっかけにしたのはマリーであり、マリーに頷いた葉月であり、そんなふたりに応こたえようとした響だ。




　この場で、コノハだけはその一歩を踏ふみ出せなかったのだ。




　疎そ外がい感かんにも似た情けなさに、コノハは暗い声をこぼす。

「……私は、あなたの敵かもしれないわ」

　これから、コノハは響を倒たおすために訓練を積む。

　でなければ、蒼真が軍につれていかれてしまうから。

　マリーや葉月はじきに響を仲間として受け入れるかもしれないが、コノハは響を倒す敵でいなければならないのだ。

　なのに、響は屈くつ託たくのない笑え顔がおを返した。

「ボクは難しいことはよくわからないけど、それでもいいよ。だから、これからいっしょにいっぱい時間を過ごそう？　そうしたら、ボクもみんなのことを大切に思えるようになると思うんだ」

　眩まぶしい笑顔だった。

　隠かくし事ごとまみれの自分とは、あまりに違う。

　コノハは答えることができず、ただ前に目を向けた。

「……話は終わりよ。カーネル級が来たわ」

　空に、艦かんの形をした竜りゆうが浮うかんでいた。




　　　　◇




「左右に散開！　コノハはボクについてきて！」

　響はそう言って左手に旋せん回かいする。

　マリーと葉月はそこから離はなれるように右手に旋回し、カーネル級へと距きよ離りを詰つめていく。

　マリーたちは右う舷げんからカーネル級の気を引き、コノハと響は左さ舷げん下側から接近するのだ。

　──大きい……。

　軍ぐん艦かん形態のアドミラル級ほどではないにしろ、カーネル級の巨きよ体たいは軍用輸送機ほどもある。ちょっとした民家なら二、三軒げんはスッポリ収まってしまうような大きさだ。

　この怪かい物ぶつに挑いどんで、コノハは〈アカツキ〉をへし折られた。

　敗北の記き憶おくに怯ひるみそうになるコノハの前を、響は果か敢かんに飛んでいく。

　眼下に浮かぶ小さな雲が見る見る近づき、響がそれを蹴けるようにしてさらに脚きやく部ぶ推進器バーニヤを噴ふかして加速する。

　黒い外骨格をまとった少女は真っ白な雲を引いて空を翔かける。そんな背中を追いながら、コノハも風を切って速度を上げていく。

　防護服と鱗りん界かいに守られていなければ、吐いた息さえ凍こおりつくような冷たい風。

　この風を突つき抜けて、カーネル級の死角に回り込まなければならないのだ。コノハは歯を食いしばって前をゆく響に追い縋すがる。

　加速を始めて、コノハは呻うめく。

　──この子、速い……！

　蒼真の指導を受けて外骨格の練度は上がったはずだが、コノハと響では根本的にデストロイヤーの技量に差があるのだ。

　コノハが一歩遅おくれていることに気付くと、響は速度を落とす。コノハに動きを合わせてくれたのだ。

　──本当に、昨日とは違って周りを気き遣づかうようになっている。

　コノハたちがカーネル級の横っ腹に回り込むと、上空で砲火が弾はじけた。

　葉月の〈ムラクモ〉だ。

　威い力りよくを落として範はん囲いを広げた荷電粒りゆう子し砲ほうは、派手に弾けてカーネル級の注意を引く。

「ぃぃぃいぃぃぃぃいいやあっ！」

　カーネル級が葉月に向かって回頭を始めると、大たい剣けんを掲かかげたマリーが斬きり込む。

　しかし翠みどりの光が広がり、六角形が生み出されてマリーの大剣を受け止める。カーネル級の鱗界だ。

　そこに、カーネル級のみっつの砲ほう門もんがマリーに向けられる。

「──わたしの躊ちゆう躇ちよが、味方を殺す前に」

　呪じゆ文もんでも唱えるように、葉月が静かに呟つぶやく。

　細く集束された荷電粒子砲が、マリーの大剣を止める鱗界と衝しよう突とつする。

　大剣と砲ほう撃げきの同時攻こう撃げきに、カーネル級の強固な鱗界はひとたまりもなく砕くだけ散った。

　そこで、カーネル級の主しゆ砲ほうが放たれる。

　鼓こ膜まくを破るような轟ごう音おんがとどろき、灼しやく熱ねつ化した砲ほう弾だんが放たれる。

「──遅おそい！」

　鱗界を打ち砕き、自由を取り戻もどしていたマリーは空を蹴るようにして軽かろやかに跳ちよう躍やくする。

　その背中を掠かすめるように砲弾は通り過ぎるが、人間の頭ほどもある砲弾がその距離を通り過ぎたのだ。砲弾の衝しよう撃げき波はがマリーの華きや奢しやな体を襲おそう。

「ふっ──！」

　マリーが気合いの吐と息いきを吐くと、その体が淡あわい翠に輝かがやいた。

　鱗界だ。デストロイヤーの鱗界とて、魔ま力りよくを帯びない自然現象ごときでは破ることはできない。翠の光が弾けて、衝撃波が霧む散さんした。

「葉月！」

「〈ムラクモ〉──砲撃フアイア」

　マリーが高度を上げて逃のがれたことで、葉月とカーネル級との間に射線が通る。

　その隙すきを逃すことなく葉月は砲撃を放ち、カーネル級の砲ほう塔とうを撃ち抜ぬいた。

　──これで、主砲は沈ちん黙もくさせた。

　あのカーネル級の主砲に自分から身を晒さらしたマリーも見事だが、葉月がそこで引き金を引けたのは大きかった。

『グルゥゥゥウ……』

　カーネル級は低く唸うなると、マリーの行く手を遮さえぎるように再び鱗界を出現させる。

「かかりましたわね！」

　マリーは宙で一回転すると、大剣の背から推進器バーニヤを全開に噴かす。

　空を薙なぎ払はらうような一いつ閃せんが、カーネル級の鱗界と再び衝突した。

　一度破られた直後の鱗界は、強度が足りなかったようだ。パンッと音を立てて、翠の障しよう壁へきが砕け散る。

「いまよ！」

　カーネル級の注意は完全にコノハたちから逸それ、鱗界も破は壊かいされた。

　その懐ふところに、コノハと響は飛び込む。

「合わせて、コノハ！」

　響がカーネル級の被ひ弾だんした砲塔に狙ねらいを定さだめるのを見て、コノハもそれに倣ならう。

　右みぎ利ききのコノハと左利きの響。白と黒の外骨格をまとい、同じ型のグラムを構えるふたりは鏡映しのようでいて、あらゆる意味で正反対だった。

「〈アカツキ〉──」

「〈ヒビキ〉──」




「「銃火シユート！」」




　第四物質プラズマ化した二発の弾だん丸がんは、吸い込まれるようにカーネル級の砲塔を射い貫ぬいた。葉月の一いち撃げきで大穴の空いていた砲塔は、ひとたまりもなく貫つらぬかれ爆ばく炎えんを広げる。

　炎ほのおを上げる砲塔の爆ばく発はつは凄すさまじく、カーネル級の巨体に大きな穴を穿うがっていた。

「あとは接近して、あの穴に直接レールガンを撃ち込めば」

　そう言って、響は突とつ撃げきしていく。

「待って響！」

　迂う闊かつだと言おうとしたときには、カーネル級は響にセンサーの瞳を向けていた。

　主砲は沈黙したが、機き銃じゆうは健在なのだ。

　いっせいに銃じゆう口こうを向けられて、響も攻撃を中断して〈ヒビキ〉の刀身を体を隠すように身構える。

　カーネル級が機銃を掃そう射しやし、響はそれを防ぎ切るも大きく弾はじき飛ばされてしまう。

　シャワーのような対空射しや撃げきを浴びながら、響は悲鳴を上げることもなくコノハを真まっ直すぐ見つめていた。

　──私のために、囮おとりになったの？

　響がカーネル級の注意を引きつけたことで、コノハの前には道が開いていた。

　機銃も鱗界も、ファフニールの目からも解き放たれた空の道。

　コノハは外骨格の推進器バーニヤを全力で噴ふん射しやさせ、その道を駆かけ抜けた。

「この！」
















　コノハは響を狙う機銃に銃じゆう機き剣けんを突き立てる。

　機銃の装そう甲こうは柔やわらかく、銃機剣は根元まで突き刺ささっていた。

　そのまま、刀身を左右に展開させる。

「〈アカツキ〉──銃火シユート！」

　内部に撃うち込まれた第四物質プラズマの弾丸に、カーネル級の巨体が大きく爆はぜる。

　コノハも爆ばく風ふうに巻き込まれ、大きく空に放ほうり出されてしまった。

　──でも、足りない。

　大きく被弾し、墜つい落らくを始めつつあるが、カーネル級の戦せん闘とう力はまだ完全には失われていなかった。

　宙に放り出されるコノハに、カーネル級の大きな顎あごが真っ直ぐ向けられる。

「吐息が来る？」

　しかし、爆発に吹ふき飛ばされたコノハにそれを避よける余よ裕ゆうはなかった。

　思わず硬こう直ちよくしたときだった。

「──させ、ない！」

　カーネル級の頭部に刃やいばが突き立てられていた。

　響の〈ヒビキ〉だ。

「〈ヒビキ〉──銃火シユート！」

「〈ムラクモ〉──砲撃フアイア！」

　響と葉月が引き金を引くのは同時だった。

　二発の砲撃に、吐息を溜ためていたカーネル級の頭部は跡あと形かたもなく爆ぜ飛ぶ。

「きゃっ──」

　爆風に巻き込まれるコノハの前に、サッと赤い影かげが割り込む。マリーだ。赤いのは彼女の防護服と外骨格だった。

「マリー？」

「離り脱だつしますわよ」

　そのままコノハの手を引くと、上空に抜けて戦線から離脱する。

「響は？」

　コノハ以上に至し近きん距きよ離りで爆発に巻き込まれたはずだが、姿を捜さがすと響はコノハたちから少し離はなれた場所でキョトンとして浮ふ遊ゆうしていた。

　葉月の最後の砲撃が、爆風を逸らしてくれたようだ。

　やがてコノハたちに気づくと、響は勢いよく飛びついてきた。

「やったー！　ボクたち、勝ったよ？」

「ち、ちょっと、引っ付かないでくださいまし！」

　マリーは悲鳴を上げながらも、顔を綻ほころばせる。

「葉月もありがとう！　最後、葉月の砲撃が盾たてになってボクの方にはほとんど爆風がこなかったよ」

「響さんはちゃんとマリーさんとコノハさんを守ってくれたから、わたしも約束を守っただけだよ？」

　素っ気なく答えながらも、葉月はホッとしたように胸を押さえていた。引き金を引いたその指も、もう震ふるえてはいなかった。

「コノハもありがとうね。ボク、なにも言わなかったのにちゃんと動いてくれた！」

「え、ええ……」

　マリーといっしょくたに抱だきしめられたコノハは、響の言葉も半ば聞こえていなかった。ただ呆ぼう然ぜんとして眼下の光景を見つめていた。

　炎を噴ふきながら、艦の形をしたファフニールが墜おちていく。

　二週間前、為なす術すべもなく逃にげ出した相手だ。

　それを、すでに手負いだったとはいえ、コノハたちは自分の手で撃げき墜ついしたのだ。

　──これが、統とう率そつされたデストロイヤーの戦い方……。

　蒼真が伝えたかったのはこれなのだと、よくわかった。

　これまでもコノハたちは連れん携けいして戦う訓練は行ってきたが、これほど綺き麗れいに役割分担ができたことはなかった。

　じわじわと、胸が熱くなってくる。

　自分たちは、ちゃんと成長しているのだと証しよう拠こを見せてもらったような気さえした。

『全員、無事か？』

　そこに、蒼真から通信が入る。

「指導官。標的の撃げき破はを確かく認にん。十一班、並びに花房響、全員無事です」

　そう答えると、ホッとしたような吐息が聞こえた。

『……四人とも、よくやった』

　その声で、蒼真も心配で気が気ではなかったのだとわかった。

　──指導官は、厳しくもないといけないんですね。

　突つき放すように、それでも最後まで声をかけないでいてくれた。それは最後までコノハたちを信じてくれていたということだ。

　落下する機械の残ざん骸がいは、やがて海面に墜落して小さな爆発を起こす。噴き上げられた海水は、コノハたちがいる高度にまで届いた。

　それを見下ろして、ようやく自分たちが勝ったのだと実感できた。




　初めての勝利は、硝しよう煙えんと潮のにおい、そして下腹部が熱くなるような昂こう揚ようを運んできた。




　　　　◇




「状じよう況きよう終しゆう了りよう。十一班帰投に入ります」

　この場合で使う〝状況〟とは訓練の意味だ。カーネル級との戦闘は紛まぎれもない実戦ではあるが、授業と考えれば訓練、実習のうちに含ふくまれる。

　コノハがそう通信を送ると、通信機からはこんな答えが返ってきた。

『のんびりでいいぞ。今日の課題はこれで終わりだ。あとはリクリエーションにしよう。終業時間までに帰ってくれば、それでいい』

「え……？」

　選せん抜ばつ試験まであと数日というこの時期に、残りは遊べと言われたのだ。コノハは耳を疑った。

「ですが指導官、私たちにはまだやるべきことがあるはずです」

『そうだな。だから、遊んで来い』

　意味がわからなくて目を白黒させるコノハに、通信機の向こうから蒼真が語りかけてくる。

『俺は現げん役えき時代、空はファフニールと戦う場所でしかないと思ってたんだ』

「なにか、違ちがうのですか……？」

　困こん惑わくしながらコノハが問いかけると、蒼真は笑うように言った。




『この前、アドミラル級と戦って負けそうになったとき、空が綺麗だと思ったんだ』




　いつの間にか、コノハだけでなく響たちも通信機に耳を傾かたむけていた。

『おかしいだろう？　もう少しで死ぬところだったんだ。なのに、そのときになってようやく、この空を自由に飛べたらどれだけ気持ちがいいだろうって思ったんだ』

　チクリと、胸が痛んだ。

　空で抱いだいたその気持ちには、身に覚えがあったから。

『戦うことしか知らないグラムリッターは、きっと長生きできないと思う。だから君たちは戦い以外の空を知っていてほしいんだ。俺のようにならないために』

　身に染みる言葉だった。

　染みすぎて、痛くて、とてもではないが頷うなずけない。

　そんなコノハをよそに、抱きついたままの響は歓かん喜きの声を上げる。

「やったー！　遊べる！」

「もう、わたくしたちは訓練でここに来ていますのよ？」

「でも訓練は終わったよ？　自由に飛んでいいってことでしょ」

「自由にって……目的もなしに、どこへ飛べと言うんですの？」

　マリーの困惑はもっともだと思う。

　空はファフニールという災さい厄やくが飛び交かう戦場なのだ。

　そこで遊ぶなど、自殺を希望するようなものだろう。

　しかし、響はキョトンとして首を傾かしげる。

「ええ？　蒼真も言ったじゃない。空ってこんな綺麗なんだよ？　空を飛ぶのって、ただそれだけで楽しいじゃないか」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおに、胸の奥がさらに痛んだ。

　──そうか。この人は記き憶おくがないから、しがらみもないんだ。

　空が戦場だという認識も、楽しむような場所ではないという常識も持たないのだ。

　響は楽しそうにマリーとコノハの手を引く。

「ほらほら、みんなもいっしょに飛ぼうよ。海面すれすれまで急降下して、思いっきり空に上ったら気持ちいいと思うよ？」

「えええっ？　そんな高度まで降下して、グラムが錆さびたらどうしますの？」

「錆びないよ。ちゃんと手入れしてあげればいいだけじゃん」

　マリーは悲鳴を上げながらも、手を振ふり払はらうことはできなかった。

　だが、コノハはすっと手を引いてしまう。

「……私は、遠えん慮りよするわ」

「えー……。もう、じゃあ、マリーいっしょに行こ？」

「ち、ちょっと、待っ、コノハぁぁぁぁぁぁぁっぁぁああっ！」

　抵てい抗こうも虚むなしく、マリーは響に手を引かれて落ちていく。

「ほらぁ、葉月もおいでよ！」

　落ちていく少女たちを見下ろして、葉月がコノハの隣となりに飛行してくる。

「なんだかんだで、マリーさんはつき合いがいいよね」

「そう、ね……」

「コノハさんも、小鳥遊先生が息いき抜ぬきだって言ってるんだから、肩かたの力を抜ぬいてもいいと思うけど？」

　それとなく葉月も誘さそってくれるが、コノハは首を横に振った。

　葉月は仕方なさそうに笑うと、コノハの側そばから離れてしまう。

「じゃあ、わたしもちょっと遊んでくるね？」

「ええ……」

　少女たちは墜つい落らくするように降下すると、海面を蹴けるように推進器バーニヤを噴ふん射しやさせ、大きく空に向かって上じよう昇しようする。

「ひぃぃぃいっぃいぃぃっ」

　マリーの悲鳴が通信機から響ひびくが、確かに気持ちがよさそうだとは思った。

　そんな光景を眺ながめて、コノハは宙で膝ひざを抱くように丸くなる。

　背中の推進器バーニヤと脚きやく部ぶの逆噴射で器用にバランスを取りながら、深いため息を漏もらした。

　落ちていく少女たちを見下ろすと、その向こうには広大な海が広がっている。

　このあたりに陸はないらしく、目も覚めるような青の世界に白い波が鱗うろこのような模様を刻んでいた。

　物語にある竜りゆうというのは、ファフニールのような醜しゆう悪あくな鉄の姿ではなく、こんな美しい鱗をまとっていたのではないだろうか。

　天を仰あおげば、深い紺こん碧ぺきがどこまでも突き抜けるように広がっている。

　海かい抜ばつ六〇〇〇メートルという高高度にありながら、吹ふき付ける風はグラムの鱗界に守られた体にそよいでいく。

　この景色を見て、誰だれが否定できようか。

　コノハは、自分の膝に顔を埋うずめた。




「……空が綺麗なのは、知っているわ」




　そう。そんなことは、誰よりも知っているのだ。

　もう、二か月も前になるだろうか。

　炎ほのおを上げて墜ちていく龍りゆう甲こう艦かん。通信妨ぼう害がいによって連携も取れず、次々と撃破されていくグラムリッターたち。そして、あの最悪の化け物アドミラル級に真っ向から挑いどみ、相あい討うちにまで持ち込んだ少年の背中。

　地じ獄ごくと見み紛まがうほど、陰いん惨さんな光景だった。

　なのに、そんな地獄で必死に戦う少年を、コノハは綺麗だと思ってしまった。

　──空は墓場だ──

　誰が言った言葉だったろう。それこそがこの空の真実だ。

　その墓場を見て、コノハは喜んでしまったのだ。

　それは抱いてはいけない感情だ。

　だからコノハは、いつまでもそんな自分が許せない。

　あの地獄を呼び込んだのはコノハなのだから。

　そこで三〇〇〇人もの同どう胞ほうを死なせたのは、自分に戦う力がなかったからなのだ。

　もしもあのとき、あの少年と肩を並べて戦えるだけの力があれば、あんな地獄が訪おとずれることはなかったというのに。

　無む邪じや気きに飛び回る少女たちを眺める。

　素す直なおに空が綺麗だと言える彼女たちが、心底羨うらやましいと思う。

　羨む資格など、自分にはないと知りつつもそう思ってしまう。

　だからそんな自分が嫌いやになる。

　どうしようもない、負の連れん鎖さだった。

「……私は、なにをしているんだろう」

　知らぬうちに、そんなことを呟つぶやいていた。

　なにも知らないだけで、響はいい子だと思う。

　誰とも隔へだてなく接することができて、それでいて知らないことを学ぼうとする勤勉さがある。間ま違ちがいを犯おかせば、それを直そうと必死で努力もする。

　そんな響をいつまでも認められないはずもなく、マリーも葉月も、すでに彼女を許して受け入れているようだ。

　コノハも、彼女のことを否定しているつもりはない。

　ただ、コノハには、眩まぶしすぎる。

　──そんな花房響を目の敵かたきにして、小鳥遊さんをここに引き止めることに意味はあるのだろうか。

　響に対して、すでに私し怨えんはないと思う。

　それでも、彼女に打ち勝つことを条件にコノハは姉から時間をもらっている。

　蒼真が戦龍バトルシツプを駆かるようなことはもうないだろうし、ここでコノハにできることはなにもない。姉の言いつけ通り、さっさと軍に戻もどって戦龍バトルシツプの起動に専念すべきなのだろう。

　全すべて、ただのコノハのわがままなのだ。

　このまま消えてなくなりたくなった。

「──コノハ、どこか痛いの？」

　いつの間に近づかれていたのだろうか。

　響が心配そうにコノハの顔を覗のぞき込んでいた。

　見ればマリーと葉月も自由飛行をやめて集まってきている。

「……ごめんなさい。なんでもないわ。少し、考えごとをしていただけよ」

「考えごとってなあに？」

　躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ込んで来る響に、葉月が慌あわてたような声を上げる。

「響さん、そういうことはあまり人に聞かれたくない場合もあるんだよ」

　しかし、響は首を傾げる。

「なんで？　ボクは蒼真に叱しかられて、すごく怖こわくて不安になった。でも、蒼真がちゃんと話してくれたら、怖くなくなったよ？　話してくれないと、ボクは全然わからない」

　そう言って、響は宙であぐらをかく。

　コノハと同じように背中と脚部の推進器バーニヤで姿勢を制せい御ぎよしているはずだが、まるで地面の上にいるような安定感があった。

「あのね、蒼真がいろいろお話ししてくれたよ。葉月はね、蒼真の妹ですっごく優やさしいんだって」

「ふぇっ、わたし？」

「うん。優しいから、戦うの向いてないんじゃないかって心配してた。でも、応おう援えんもしてるみたいだったよ」

「そ、そうなんだ……」

　葉月は真っ赤になって指と指を絡からめる。

「あとね、マリーはすっごく努力家で仲間思いなんだって」

「わ、わたくしまでっ？」

「蒼真はマリーのこと、とっても心配で気にしてるみたいだった。でもいつもがんばってていい子なんだって褒ほめてたよ」

「ひぅぅぅ……」

　頭から湯気を出しそうなほど赤くなって、マリーはゆらゆらと落下していく。

　そんなマリーを気にも留めず、響はコノハの顔を見つめる。




「それで、コノハのことは命の恩人だって言ってたよ」




　胸に突つき刺ささるような言葉だった。

「……私は、恩人なんかじゃないわ」

「そうなの？　でも、蒼真はそう思ってるよ。コノハのこと、大好きみたいだった」

　カアッと、頭の中が熱くなった。

「──あなたに、なにがわかるの！」

　気がついたときには、そう怒ど鳴なっていた。

「ボク、なにかいけないこと言った？」

　響が申し訳なさそうな顔をするのを見て、コノハは我に返る。

「……違ちがうの。これは、私の問題なの」

「ねえ、話してよコノハ。ボクはコノハのこと、もっと知りたい」

「私は……」

　響を恨うらむのは筋すじ違ちがいなのだろう。

　だが、裏表もなく、誰にでも本心からぶつかれるこの少女は、コノハとはあまりに正反対すぎた。

　水と油のように、相あい容いれないのだ。

　そして、異物は響ではなく自分の方だ。

　響と打ち解けてしまったマリーや葉月に、いまさら響を倒たおすために協力してくれなど、とてもではないが言い出せない。

　戦うなら、ひとりだ。

　居い心地ごこちのよかったこの場所で、急に独りぼっちになったような気がした。

「……先に、戻るわ」

「待ってよコノハ！」

　だから、そう言って逃にげることしかできなかった。

　響は呼び止めてきたが、コノハは振ふり返らなかった。

「話せるわけ、ないじゃない……」

　皇族で、蒼真を破は滅めつさせた張本人で、マリーたちにもずっとそれを黙だまってきたのだ。

　それを話した瞬しゆん間かん、コノハはここを去らなければならなくなるだろう。

　──それでも、ここにいたい。

　卑ひ怯きよう者ものだ。

　だから、隠かくし事ごとをしなくていい響が羨ましくて、悔くやしかった。








第五章　狂くるえる戦龍バトルシツプに突き立たてる槍やり






　数日が過ぎ、一年生の選せん抜ばつ試験の日が訪れていた。

　あのカーネル級との一戦から、十一班と響ひびきとの関係は劇的に改善された。訓練中も盛さかんに意見を出し合い、集団としての戦せん闘とうを意識できるようになった。

　響の方も、蒼そう真ま以外の友人ができたことでより一層生き生きとしており、そろそろデストロイヤーでの訓練を切り上げて〈封フ槍ソウ〉の譲じよう渡とを考えてもいいころあいだ。

　ただ……。

　──コノハは、相変わらずか。

　そんな中、コノハだけは一歩距きよ離りを置いていた。

　もちろん、訓練としては申し分のない働きを見せてくれている。チームの和を乱すようなこともなく、彼女自身の技術も上達を見せていた。

　それでも、以前のように心から寄り添そっているようには見えない。

『……やっぱり、ボクのせいなのかな』

　響は自分がコノハを怒おこらせたかもしれないとそう言った。責任を感じているようではあったが、きっとそうではないと思う。

　心当たりが、まったくないわけではない。

　──私たちが優勝したら、花はな房ぶさ響と再戦させてください──

　数日前、コノハが言った言葉だ。

　いま考えても、彼女にしては珍めずらしく切せつ羽ぱ詰つまっていたように思える。

　ただ、かといって響を毛け嫌ぎらいしているわけでもなさそうなのだ。仲なか違たがいならまだやりようはあるが、そうではなさそうなのでどう対処すべきか見み出いだせなかった。

　そして蒼真にも原因が摑つかめないまま、とうとう選抜試験の日を迎むかえてしまった。




　蒼真は生徒たちの前に立って語りかける。

「みんな知っての通り、本日はこれから学園対たい抗こう試合に向けて一年生代表の選抜試合を行う。各員、グラムではなく仮想機を以もつて戦ってもらうことになる。これまでの訓練の成果を遺い憾かんなく発揮してほしい」

　班の数が半はん端ぱであるため、それぞれ三試合ずつ行ってその戦績から優ゆう劣れつを決めるというものだ。第一試合は番号の最初と最後から対戦することとなり、十一班の相手は一班で最初の試合でもあった。

　蒼真の後ろには十人からなる各班の指導官たちも並んでいる。怪け我がが治りきっていない火か来くは、そこから少し離はなれたベンチに腰こしを下ろしている。

　代表は、ここにいる十二人の指導官で選抜されるのだ。

　さらに、火来の隣となりには響が縮こまって座っている。

　コノハと仲直りできていない気まずさもあるのだろうが、根本的に指導官たちのぴりぴりした空気を感じ取っているようだ。

「では、一班、十一班、それぞれ訓練場へ！」

　号令をかけると、六人の少女たちが訓練場の中央へと集まる。

　蒼真も審しん判ぱん台から降りて、十一班の後方へと向かう。その耳には、通信機が嵌はめられていた。

　この試合は班ごとの指導官が助言を与あたえることが許されており、生徒同士の試合であるのと同時に指導官の力量が試ためされる場でもあった。

　十一班の少女たちに声をかけようとすると、後ろから別の指導官が話しかけてきた。

「小鳥遊たかなし指導官、ハイデマリーにアルバイトの許可を出したそうですね」

　一班の指導官、須す東どうだった。

　言っているのは、マリーがやっていた喫きつ茶さ店てんアルバイトの話だ。火来に話を通したところ、やはり嫌いやな顔はされたものの最終的には許可を得られたのだ。

　──小鳥遊くん、あなた、敵に回すと嫌なくらい頑がん固こね──

　そんなふうに呆あきれられたりもしたが、些さ細さいな問題だった。

「ええ。彼女は家庭の事情がありますからね。考こう慮りよに値あたいすると判断しました」

「いい気なものですね。学業を疎おろそかにしているような生徒たちに私の一班は負けません」

「それは誤解です、須東指導官。マリーは学業と副業を両立できています。でなければアルバイトの許可など出しません」

「どうだか。それもこの試合が終わればはっきりすることです。うちに負けるようなら、火来さんにも許可の取り消しを申しん請せいさせていただきますからね」

　メガネの位置をクイッと直し、高圧的に睨にらむ須東に蒼真は肩かたを竦すくめる。

「訓練が身についていないなら、それも仕方ないと思います。ですが──」

　丁てい寧ねいな物もの腰ごしから、蒼真はスッと目を細めて須東に告げた。




「生徒は賭かけの道具ではありません。そういった話は、正規の手続きを踏ふんでやってください」




　堂々とした答えに、須東が鼻白む。

「んなっ、い、いい気にならないでください。……バッドルーザーのくせに」

　蒼真は苦く笑しようした。

　──そういうふうに言われるのも、なんだか久しぶりな気がするな。

　思えば、アドミラル級再来の事件から、他ほかの指導官から嫌けん悪おの視線を向けられることが減っていたのだ。

　こうして面と向かって批難してくる須東は、ある意味では貴重な存在なのかもしれない。

　須東はまだなにか騒さわいでいたが、蒼真は十一班の下もとに向かった。

　──賭はしないが、他の班の生徒も相応に実力を伸のばしている。

　わだかまりを抱かかえていては、足元を掬すくわれることもあるだろう。

　特に一班は、十一班以外で唯ゆい一いつファフニールを間近で見ていることもあり、他の班よりも頭ひとつ抜ぬけているところがある。担当指導官は、なにかと蒼真を毛嫌いしている須東ではあるが、その指導力は年相応のものらしいのだ。

　いまのコノハの状態が、隙すきを作ってしまう可能性は十分にあった。

「コノハ、少しいいか」

「……はい」

　試合会場で整列するコノハを、蒼真は通信機を使わずに呼び戻もどした。

「ひとつだけ、助言を送っておく」

「助言……ですか？」

「ああ。君が手にしている武器はなんだ？」

　助言と言いながら質問を投げかけることに、コノハはキョトンとして首を傾かしげる。

　自分の手を見つめながら、囁ささやくように答えた。

「グラム、ですが……？」

「そうだ。グラムリッターが振るうべき力だ。だが、それはどんな力だ？」

　やはり意味がわからないというようにまばたきを繰くり返すが、コノハはいぶかるようにひとつずつ挙げていく。

「デストロイヤー〈アカツキ〉……試合で使うのは、仮想機〈ヒビキ〉。近中距離に対応したオールマイティなレンジを持ちますが、どちらでも必殺の威い力りよくに欠ける器用貧びん乏ぼうな機体でもあります」

　それはかつて蒼真が就任したばかりのころ、生徒の前で語ってみせた説明だ。

「そう、デストロイヤーだ。俺は君たちにデストロイヤーの戦い方を教えてきたつもりだ。中でも、コノハは目覚ましく成長してくれたと思っている」

「恐きよう縮しゆくです」

　頷うなずくコノハに、蒼真は最後の助言を伝える。

「忘れないでくれ。君はもう、戦い方を知っている。君がどんな困難に直面しているとしても、それを乗り越こえる術すべはもう知っているんだ。それを、活いかしてこい」

「……はい！」

　言葉の意味は伝わっただろうか。

　きっと、ただ仲間を頼たよれ、信用しろと言っても、いまのコノハには届かない。

　そもそも、これはすでにコノハも知っていることのはずなのだ。彼女は、それを自分で思い出さなければならない。

　──でも、それができたなら、コノハが誰だれにも言えない悩なやみにも答えが見えるはずだ。

　だから、これが蒼真にできる精せい一いつ杯ぱいの助言だった。

　コノハは敬礼を返すと、試合会場に向かっていく。

　その背中を見送って、本当にわかってくれたかと、もっと直接言葉にすべきだったのではないかと、後こう悔かいのような気持ちが込こみ上げる。

　しかし伝えられなかったとしたら、それはこの瞬しゆん間かんを迎えるまでにコノハの悩みをケアしてやれなかった蒼真の責任だ。

　あとは、生徒たちの実力を信じるしかない。

　向き合う少女たちは、それぞれの手に立体投とう影えいのグラムを握にぎっている。

　お互たがい、近きん距きよ離り型の〈タチカゼ〉を前衛に、近中距離型の〈ヒビキ〉を中衛に、後方に砲ほう撃げき手しゆである〈ムラクモ〉を配置するという、基本に忠実な陣じん形けいを組む。

　実体のないグラムに攻こう撃げき力はないが、装備している外骨格は本物だ。訓練場という足の着く場所ではあるが、空を飛ぶこともできる。

　ただ、地面があるとそこに降りたくなってしまうのが人情というものだ。

　ここで戦場を立体として捉とらえられるかも、勝敗を分かつ大きな要因となるだろう。




『それでは、試合開始！』




　審判が開始を合図すると、まず最初に飛び出したのはコノハだった。

　脚きやく部ぶの推進器バーニヤを噴ふん射しやさせて一気に宙に上じよう昇しようすると、前衛のマリーを飛び越えて一班の前衛へと斬きりかかる。

　ここに来たばかりのころ、外骨格での飛行もできずに倒たおれ込んでいたコノハからは見み違ちがえるような成長だ。

「きゃっ？」

　不意を突かれて、一班の前衛は為なす術もなく胴どうを薙なぎ払はらわれていた。

『一班〈タチカゼ〉撃げき沈ちん！』

　審判が判定を下すと、前衛の少女がペタンとへたり込んで動かなくなる。試合が終わるまで、そこでじっとしていなければならないのだ。

　電光石火の勢いでひとり撃げき破はするものの、それは仲間を無視した戦い方だった。

　──駄だ目めだ。やっぱりわかってない！

　出会い頭がしらに一隻せき撃げき墜つい。この上ない滑すべり出しを飾かざりながら、蒼真は焦しよう燥そう感かんにかられて立ち上がる。

「ち、ちょっとコノハ？」

　困こん惑わくの声を上げるマリーを置いて、コノハは一班の中衛に向けて銃じゆう機き剣けんを向ける。

「〈ヒビキ〉──銃火シユート」

　レールガンの光が演出され、中衛の少女を直ちよく撃げきする。瞬またたく間まに前衛が崩くずされて硬こう直ちよくしていた中衛は、避よけることもできなかった。

『一班〈ヒビキ〉撃沈！』

「あと、ひとり」

　コノハはそのまま最後のひとりである一班の後衛へと突つっ込む。

「止まれ、コノハ！」

　試合を優勢に運んではいるが、こんなものは蒼真が十一班に教えてきた戦い方ではない。

　むしろそれを否定するような戦い方だ。

　そう、初めて戦ったときの響のようなものだ。

　蒼真が通信機にそう呼びかけたときだった。

「──指導官、わたくしにやらせてください」

　蒼真がギョッとするほど冷たい声で言ったのは、マリーだった。

　そしてその瞳ひとみには、なにかしらの決意の色が浮うかんでいた。ちらりと目を向けると、葉は月づきも同じように頷き返してくる。

　──ここは、俺の出る幕じゃないのかもしれない。

　彼女たちは、チームなのだ。

　チームとしての、解決の仕方があるのだろう。

「許す。好きにやってみろ」

　蒼真がそう告げると、マリーはコノハを追って飛び出す。

　仮想機とはいえ、近中距きよ離り型の〈ヒビキ〉と近距離型の〈タチカゼ〉では、速度に差がある。

　背中と両足の推進器バーニヤから炎ほのおを噴ふくマリーは、瞬く間にコノハの背中に追いついていく。

「これじゃあ、足りない。もっと速く──」

　独り言のようになにかを呟つぶやくコノハは、後ろから接近するマリーに気づいていなかった。

「──コノハッ！」

　マリーはコノハの背中に追いつくと、その肩を摑つかんで自分に振ふり向かせる。

　大きく胸を反らし、頭を振りかぶるような姿勢で。

「え──」

「あんた、ひとりで試合をやってんじゃ──ありませんわよっ！」

　驚おどろいて振り返ったコノハは目を見開く。




　ごすっと、女の子の頭から聞こえてはいけないような音が訓練場に響ひびいた。




　マリーはコノハに頭ず突つきをしていた。

　訓練場が静せい寂じやくに包まれる。

　追い込まれていたはずの一班の生き残りでさえ、呆あつ気けに取られて動けないでいた。

「なにを、するの……」

　振り向きざまに頭突きを叩たたき込まれ、コノハは悶もん絶ぜつしながらもマリーを睨にらむ。

　マリーはというと、真っ赤に腫はれた額を押さえながら、コノハの胸むなぐらを摑んだ。

「なにをするのは、こちらのセリフですわ！　これはチーム戦ですのよ？　あなたひとりが突っ込んで勝ってもチームが戦ったことにはなりませんわ」

「マリーさんの言う通りだと思うよ？　マリーさんが追いつけなかったら、わたしが撃うつつもりだったし」

　そう言う葉月は、真まっ直すぐコノハに向かって〈ムラクモ〉を構えていた。

「コノハにどんな事情があって、なにを悩んでいるのかなんてわたくしは知りませんわ。聞かれたくもないようなことに首を突っ込む趣しゆ味みもありませんし」

「なら……」

「わたくしが気に入らないのは、そこでわたくしたちを無視したことですわ」

　コノハは目を丸くする。

「わたくしたちは、チームではありませんでしたの？　どうしてそこでわたくしたちを頼ろうとしないんですの。わたくしたちは、コノハの仲間とは思われていませんの……？」

「違ちがう！　それだけは、断じて違う」

「──なら、信じなさいな」

　金色の髪かみを振り払い、マリーは毅き然ぜんとしてそう告げた。

　コノハはキョトンとしてまばたきをする。

「信じ、る……？」

「ええ、信じるのよ。コノハがどれほど悪態をついても、わたくしも葉月もわかってあげられたじゃありませんの。そもそもあなたがまともに話せたことがありまして？　いつだって言葉を取り違えては隅すみっこで踞うずくまっているではありませんの」

　コノハの顔が羞しゆう恥ちで赤く染まる。

　これに関しては蒼真も弁護が思い付かない。

「それでも、わたくしたちは察してやれたではありませんの」

　誰が聞いても激げき怒どするような暴言を浴びせられながら、それでもマリーはコノハという少女が友情を示そうとしていることをわかってやれたのだ。

　そして、マリーは真っ直ぐコノハを見つめてこう言った。




「だからわたくしたちを信じて、頼りなさい。コノハがなにを抱かかえていたって、わたくしたちは支えてあげられるし、離はなれたりしませんわ」




　それを見て、蒼真はため息が漏もれる気持ちだった。

　──十一班で、もっとも成長したのはマリーなのかもしれない。

　独りよがりで、成績のことしか考えていなかったひと月前とはまったくの別人だ。

　これはただ蒼真の指導の成果だけとは思えなかった。

　──なにか、別のきっかけもあったのかもしれないな。

　マリーはグラムを握ったまま、コノハに左手を差し出した。

「そもそも、言葉を上手うまく伝えられないコノハにできることなんて、それくらいしかないのではありませんの？」

　ギュッと唇くちびるを嚙かんで、コノハも手を伸のばす。

「……マリー」

「ええ」

「……助けて」

　マリーはコノハの手を握り返す前に、その額を指で弾はじいた。

「最初からそう言え、ですわ。ちゃんと、言えるではありませんの」

　と、そこで一班の生き残りの生徒がそっと砲ほう筒とうを構える。

　マリーとコノハの行動で中断状態にあるものの、試合は終わったわけではないのだ。

「葉月」

「うん。ちょっと空気を読んでねー？」

　蒼真が名前を呼ぶだけで、葉月はその生き残りに照準を合わせ、〈ムラクモ〉を撃ち放っていた。

『一班〈ムラクモ〉撃げき沈ちん。勝者、十一班！』

　へなへなと、一班の最後の少女が地面にへたり込む。

　選せん抜ばつ試合第一試合は、見事十一班の勝利で幕を閉じた。




　　　　◇




　予期せぬトラブルに硬直していた生徒たちからも、チラホラと拍はく手しゆが上がり始める。

　──一班を相手に、この状態でも圧勝か。

　正直、コノハが単独で突とつ撃げきしたときはそのまま撃破されると思った。

　しかしコノハは蒼真の予想を上回り、前衛中衛のふたりを撃破した。マリーが止めに入らなければ、後衛も撃破していたかもしれない。

　──そこまでして、響に勝ちたい理由はなんだ？

　チラリと、火来の隣となりに座る響を見み遣やる。

「おめでとう、みんなー！」

　十一班の勝利に、響は惜おしみなく拍手を送り、コノハも気き恥はずかしそうな素そ振ぶりを見せつつも手を振り返している。

　やはりふたりの間に、確かく執しつがあるようには見えなかった。

　しかしそうなると、なにが原因だったのか。

　思い出すのは、飛行場で出会ったときのコノハだ。選抜試験での優勝を条件に、響との再戦を求めてきた。

　あのとき、蒼真はある人の見送りで飛行場にいたのだ。

　──ああ、そうか。〝あの方〟となにかあったわけか。

　頭の中で、なにかがかちりと嵌はまったような気がした。

「……それは、人には言えないだろう」

　思わず、そう呟つぶやいていた。

　そうしていると、コノハたちが蒼真の下もとに戻もどってくる。

　コノハは両手の指を絡からめながら怖おず怖おずと、それでも無表情という器用なことをしながら蒼真の顔を見上げる。

「指導官、申し訳、ありませんでした……」

「謝るなら、俺にではないだろう、コノハ」

　そう言うと、コノハは怖おそる怖おそるマリーと葉月に振り返る。

「ふたりとも、ごめんなさい。どうかしていたわ……」

「ええ、まったくですわね」

「本当だよ、また味方を撃つなんてわたしだって嫌いやなんだからね？」

　終始笑え顔がおの葉月に、さすがにコノハもビクリと身を震ふるわせた。

　葉月の方は、前の事故とはわけが違う。

　響にも告げたことではあるが、自分の後ろで葉月が引き金を握にぎっているというのはなかなか恐おそろしい状じよう況きようなのかもしれない。

　ひたすら謝り倒たおしてから、コノハはもう一度蒼真に振り返る。

「──デストロイヤーは、一隻せきでは戦えない──指導官のおっしゃっていたのは、そういうことなんですね？」

　大切な思い出を確かめるように、コノハは続ける。

「助けを請こうことは、悪いことでは、ないんですよね……？」

　願うような言葉に、蒼真は確かに頷うなずいた。

「ああ。君が仲間を守るように、仲間も君を救おうとする。ひとりでできることなんてたかが知れているんだ。その手にあるのが、デストロイヤーでなく戦龍だったとしてもな」

　そのひと言に、コノハは今度こそ大きく目を見開いた。

　──やはり、か……。

　コノハが一体何者で、どこから来たのだとしても、ここでもっとも救いを必要としているのは彼女なのだと、蒼真は確信した。

　それを見て、仲直りができたと判断したのか響も応おう援えん席から飛び出してきた。

　そのままコノハの手を握ると、感かん極きわまったようにブンブンと振る。

「コノハ、すごかったね！　ひとりでふたりも倒しちゃうなんて！」

「あ、ありがとう」

「でもなんで怒おこられてたの？」

「それは、私が……その、悪い戦い方を、したから」

「じゃあ、ボクといっしょだね！　ボク、蒼真に叱しかられたときは意味がわからなかったけど、コノハはすぐわかるんだ。すごいね！」

　純真なまでの尊敬の眼まな差ざしに、コノハも耐たえきれなくなったように後あと退じさる。

　それでも、コノハは真っ直ぐ響を見つめてこう言った。

「響」

「なあに？」




「この試験が終わったら、また私たちと、戦ってくれますか？」




　それは、コノハなりに一歩を踏ふみ出した言葉なのかもしれない。

　響はキョトンとしていたが、すぐに笑って頷いた。

「うん！　今度はボクももっと上手に戦うよ」

　このふたりが、ようやく打ち解けられた瞬しゆん間かんだった。

　微笑ほほえましそうに、蒼真もそれを見守るのだが……。




「えっ、私たちって、わたくしも戦うんですの？」

「響さんもおにいちゃんから指導を受けてるわけだし、前より強くなってるんだよね？　それはちょっと嫌かな……」




　コノハの決意とは裏腹に、マリーと葉月は一歩後退った。

　まあ、仕方がないだろう。なんの説明もなく、勝手に再戦を約束させられてしまったのだから。

　先ほどの友情もどこへやら、露ろ骨こつに嫌そうな顔をするふたりのチームメイトに、コノハがプルプルと涙なみだぐんで睨にらみ返した。

「本物のマリーなら、察してくれるはずだわ」

「なんでわたくしが偽にせ物ものみたいになっていますの！」

「むしろさっきのマリーさんの方が偽物みたいに優やさしかったかな？」

「きぃぃっ、葉月まで！」

　まあ、綺き麗れいに終われないのがこの少女たちだ。

　コノハにはきっと話せない秘密がある。

　それを隠かくしているから、上手く話せないことが多い。

　それでも、と蒼真は思うのだ。

　──すぐにはわかり合えなくても、彼女たちなら気づいてやれる。

　こうしていがみ合っていても、やはりコノハが再戦を挑いどむときにはマリーも葉月も手を貸してくれるのだろうから。




　　　　◇




　その後の試合も、十一班は危なげなく勝利を飾かざることができた。

　これで全すべての班が三試合を終え、残るは結果を待つばかりだ。

　とはいえ、十一班以外にも三試合全勝したチームもある。十一班に負けたとはいえ、一班もチームとしてのまとまりはよく、好成績を収めている。

　まだ、どのチームが優勝するかはわからない状態だ。あとは各班の指導官も採点を提出し終え、残るは火来の判断待ちである。

　蒼真も十一班の少女たちと結果を待っているところだった。

「そういえば、あれから響はおとなしいな？」

　訓練場を見み渡わたすと、隅すみの方でぼんやり立ち尽つくす響を見つけることができた。

　──あんなところで、なにをしているんだ？

　首を傾かしげて──蒼真は息を吞のむ。




　響の瞳ひとみが、淡あわい翠みどりに輝かがやいていた。




「あれは、あのときと同じ……？」

〈封フ槍ソウ〉の格納庫でも、同じことがあった。

　意識があるのかないのか、焦しよう点てんも定まらずフラフラとしている。

　もちろん主治医の火来には相談してみたのだが、その後同じ症しよう状じようが出ることもなく、注意して見るくらいしかできないということだったのだ。

　ただ前とは違ちがい、今回はそのまま響は訓練場から出て行こうとしていた。

　嫌な、胸むな騒さわぎがした。

　──放ほうっておくのは、まずい気がする。

　追いかけようと、蒼真は席を立つ。

　それに気づいて、コノハが小首を傾げる。

「指導官、どちらへ？　じきに結果が発表されます」

「すぐ戻る！」

　それだけ言って、蒼真は駆かけ出した。

　訓練場の出口へ向かうが、すでに響の姿は見当たらない。

「どこへ行った……？」

　学園の周囲に、校舎以外の建物はないのだ。そうそう見失うはずはないのだが……。

　困こん惑わくしていると、見知った顔の少女が歩いてきた。

「おっはよー、せんせぇ。コノハたちの試合、もう終わっちゃった？」

　鈴すず音ねだった。

　どうやら選せん抜ばつ試験の結果を見に来たらしい。

「試合は終わったが、鈴音、響を見なかったか？」

「響ちゃん？　ああ、さっきすれ違ったけど」

「会ったのか？　なんで止めなかった」

「……？　なんか急いでるみたいだったし、声かけたら手を振ふり返してきたから、止めなきゃいけないようには見えなかったよ？」

　あんなフラフラしていてまともな状態には思えなかったのだが、鈴音が異常だと思わない程度にはしっかりしていたらしい。

　──つまり、意識を取り戻しているのか？

　もしくは、意識がなくとも周囲に反応を返している。

　この様子では、誰だれかが止めてくれるのを期待するのは難しいかもしれない。

「どこへ行った？」

「艦かん橋きようの方だと思うけど、せんせぇの指示じゃないわけ？」

「違う」

　蒼真が駆け出すと、鈴音もそれについてくる。

「なにかあったの？」

「わからん。だが、嫌な予感がするんだ」

　コノハもいつも通りに戻もどり、試合も綺麗に運んだ。

　全て丸く収まったはずなのに、その全てが壊こわれてしまうような、不ふ吉きつな予感がしてならないのだ。




　そうして艦橋にたどり着くと、そこでは騒さわぎが起こっていた。泡あわを食ったように慌あわてる作業員たちが駆け回っている。

「なにがあった？」

　その中のひとりを捕つかまえ、蒼真が問いただすと作業員は艦橋内部のエレベータを示した。

「何者かに、エレベータが破は壊かいされたんです。艦橋司令部は無事ですが、地下に侵しん入にゆうされた可能性が」

　蒼真は鈴音と顔を見合わせた。

　──まさか、響か？

　あり得ないとは、思う。

　いまは一年生の試験中だ。〈ヒビキ〉のキーは火来が管理しているし、〈封フ槍ソウ〉のキーは蒼真の胸に下がっている。

　艦橋は龍りゆう甲こう艦かんの最重要施し設せつだ。エレベータひとつとはいえ、グラムもなしに壊せるものではないはずなのだが……。

　作業員に案内され、蒼真と鈴音はエレベータへと向かう。

　そこで、蒼真は事態の深刻さを思い知った。




「火来指導官に伝達。当とう艦かんは敵に侵入された可能性有り。アタシはこのまま追つい撃げきに入る」




　鈴音は迷わずそう宣言する。

　エレベータの扉とびらは、ドロドロに溶とかされていた。

　中のエレベータも見当たらない。こちらはワイヤーが切れても安全装置が働き、最下層まで落下するようなことはないはずなのに。

　それを見てなぜか蒼真が思い出したのは、先日の響とコノハたちが墜おとしたカーネル級だった。

　──あれの襲しゆう撃げきは、ただの偶ぐう然ぜんではなかった？

　アドミラル級の随ずい伴はん機だったそれが、一週間以上も時間を空けて襲撃してきたのは、ダメージの修復以上に、なにかに呼び寄せられたからという理由もあったのではないか？

　嫌いやな予感がさらに強くなった。

「状じよう況きようが確かく認にんできるまで、まだ警報は鳴らすなよ。それと艦橋からは退たい避ひの準備をしておいて。最悪、艦橋は放ほう棄きしてかまわない」

　矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばすと、鈴音はぽいぽいと制服を脱ぬぎ始める。

　蒼真はにわかに顔を覆おおうが、学園旗官の鈴音はいつ出動がかかるとも限らないのだ。制服の下に防護服を着込んでいた。

　そして、そのままグラムを起動させる。

「天あま川かわ鈴音が願います。コード認証──ライトクルーザー〈イスズ〉」

　鈴音の体が翠の粒りゆう子しに包まれ、やがて外骨格と共にグラムが姿を現す。

　一見すると、それは四枚の翼つばさだった。

　鈴音の体をすっぽり包み込むような巨きよ大だいな翼。背中から突つき出すのは四本の機械腕わんで、その先からカーテンのように翼がつり下げられているのだ。

　だが、蒼真はこれが刃やいばであることを知っている。

　翼のように背中に束ねられた、四本の剣けんだ。

「待て。俺も行く」

「……無茶しないでよ、せんせぇ？」

　そう言って、鈴音は自分の腰こしに蒼真の腕を回させる。

　非常時とはいえ、年とし頃ごろの少女に抱だきついていると考えると蒼真も平静でいるのが難しいのだが。

　鈴音はぽっかりと空いた穴の中をゆっくりと降りていく。

　やがてたどり着いたのは、最下層の第三甲かん板ぱんだった。

　上と同じように融ゆう解かいした扉を見て、蒼真は苦い表情を浮うかべる。

「狙ねらいは、戦龍バトルシツプか？」

「急ごう、せんせぇ」

　建物内ではあるが、鈴音は推進器バーニヤを噴ふかして加速する。

　道中、隔かく壁へきや障害物になるものが溶かされているのを見て、この先に〝なにか〟がいるのだと確信させられる。

　──響も、そこにいるのか？

　そうして〈封フ槍ソウ〉の格納庫に到とう着ちやくすると、意外なことにそこは無事だった。

　響の姿も見当たらない。

　破壊のあとは、ここに向かって続いていたのだ……が。

「響……？　いないのか？」

　格納庫の中を覗のぞき込んでいると、鈴音が声を上げた。

「せんせぇ、あっち！」

　鈴音が指差した先で、翠の光が噴き上がる。

　そこには、ぐったりとした様子で宙に浮かぶ響の姿があった。

　少女の前で、扉がどろりと崩くずれる。響がそうしたというより、むしろ内側から崩されたように見えた。

　そして、そこから巨大な刃と甲かつ冑ちゆうが這はい出してくる。

「あれは──っ」




「〈禁コン郷ゴウ〉……」




　呆ぼう然ぜんと、その名前を呟つぶやいたのは鈴音だった。

　両手と両足、そして胴どうを守る装そう甲こうを持ったその甲冑に、装着者の姿はなかった。

　からっぽの鎧が、独りでに動いているのだ。

　そしてそれは明らかに響に向かって迫せまっていた。

　ここまで響を呼び寄せたのが、この機体なのだと確信する。

　──響の高すぎる感応が、逆に吞のみ込まれたのか？

　この機体にとっては、美味おいしそうな餌えさがうろうろしているようなものだったのかもしれない。

「やばっ、暴走してる？」

　その言葉に、蒼真は頭から血の気が引くのを感じた。

「鈴音、艦から格納庫を切り離はなせ！」

　そう叫さけんで、蒼真は響の下もとへ駆け寄る。

　目の前で、あってはならないことが起ころうとしている。

　アドミラル級の襲しゆう来らいよりも──

　戦龍バトルシツプの敗北よりも──

　龍甲艦が沈しずむよりも悪いことだ。

〈ヒリュウ〉にとって。

〈皇国〉にとって。

　人類にとってあってはならないことだ。

「そっちへ行っては駄だ目めだ！　戻ってこい響！」

　蒼真の声に、響の体が小さく震ふるえた。

「蒼、真……？」

　焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみを、蒼真の方向に向けてくる。

　だが、それは少しだけ遅おそすぎた。




　甲冑からどろりとした触しよく腕わんが飛び出し、響は悲鳴を上げることもできずに吞み込まれた。




　　　　◇




「来い──〈封フ槍ソウ〉！」

　迷わず、蒼真は戦龍バトルシツプに呼びかけた。

　もう二度と使うまいと思った力だ。

　しかし相手が戦龍バトルシツプ、それも暴走して生徒を取り込んだとなれば話は別だ。

　蒼真の呼びかけに、〈封フ槍ソウ〉はすぐに応こたえてくれた。まだ改修中の戦龍バトルシツプは翼こそ取りもどしているものの、胸部から頭部にかけての装甲がなく、蒼真の上半身は外部にむき出しの状態である。

　空をも射い貫ぬく槍やりは、蒼真の腰の後ろに取りつけられていた。

　ゴウンと艦が大きく揺ゆれ、床ゆかに亀き裂れつが走って外の空が覗く。

　鈴音がやったのだろう。

　響を吞み込んだ〈禁コン郷ゴウ〉は、格納庫ごと空へと排はい出しゆつされていた。船底であるここを、上の街から認識することはできない。

　──戦龍バトルシツプの暴走なんて、外に知られるわけにはいかない。




　戦龍バトルシツプは〈皇国〉にとって力の象しよう徴ちようである。

　龍甲艦という危あやうくも脆もろい世界に閉じ込められた人類を救い、いかなる窮きゆう地ちも戦龍バトルシツプさえいれば救われるという、守護と平へい穏おんの要かなめなのだ。

　そんな戦龍バトルシツプには、ただ一度の敗北さえあってはならない。だから蒼真はバッドルーザーと呼ばれて軍を追われた。

　そんな絶対の守護者が暴走した。

　これは龍甲艦ごと沈めてでも隠いん蔽ぺいされるべき事態だ。誰だれかの目に触ふれる前に〈禁コン郷ゴウ〉を止めなければ、生き延びたとしても全すべてが失われてしまう。

　一いつ切さいの手段など選んではいられなかった。




　空に解き放たれた〈禁コン郷ゴウ〉は、奇き妙みような戦龍バトルシツプだった。

　両手と両足には重厚な装甲を持つものの、胴どう体たいから頭部にかけてはほとんどむき出しなのだ。奇くしくも、改修中の〈封フ槍ソウ〉と同じような状態にある。

　背中には竜りゆうの翼を思わせる放熱板がいくつも突き出し、どこか有機的な姿だった。

　そしてなによりも奇き怪かいなのは、支えもなく宙に浮ふ遊ゆうする二本の刃だった。

〈皇国〉の古い時代の刀とう剣けん──カタナによく似たそれは、〈禁コン郷ゴウ〉本体よりも長大だ。柄つかまで合わせれば三メートルを超こえるかもしれない。

　その姿に、蒼真が思い出すのはかつて戦ったアドミラルリッターだった。

　──似ている。

〈封フ槍ソウ〉を模も倣ほうしたような槍を振ふるう、人型のアドミラル級。あれの両りよう腕うでは支えもなく宙に浮かんでいたのだ。

　だが、怯ひるんでいる場合ではなかった。

　そんな〈禁コン郷ゴウ〉の中心には、蒼真の生徒が囚とらわれているのだ。

「響！」

　無理矢理戦龍バトルシツプを装着させられた少女に、意識はなかった。

　開かれたままの双そう眸ぼうは、虚うつろに空を見つめている。

　この機体の主導権は、響ではなく〈禁コン郷ゴウ〉の方が握にぎっているということなのだろう。

　──なんなんだ、戦龍バトルシツプというのは。

　他ほかのグラムとは異なり、戦龍バトルシツプには意思がある。それは初めて〈封フ槍ソウ〉を握ったときから知っていたことだ。

　だが、独りでに動き、あまつさえ人間を吞み込むグラムなど聞いたことがない。

　ヴゥゥゥッと、蒼真の体を包む〈封フ槍ソウ〉が震える。

「……わかってる。いまは、響を助け出すことが先決だ。力を貸してくれ、〈封フ槍ソウ〉」

〈封フ槍ソウ〉も、自分が心を許した響を助けたいのだ。

　──〈封フ槍ソウ〉と〈禁コン郷ゴウ〉は、違ちがう。

　だから、この得体の知れない戦龍バトルシツプという存在に、蒼真は自分と生徒の命運を託たくす。

「行くぞ──目を覚ませ、響！」

　響を取り込んだばかりの〈禁コン郷ゴウ〉は、まだ自由に動くことができないようだ。武装も、左右に浮遊するカタナ以外には見当たらない。

　蒼真はその隙すきを突ついて摑みかかった。

『ヲヲヲヲォォォオォッ』

　両腕を押さえ込むと、雄お叫たけびのような耳みみ障ざわりな音を上げて〈禁コン郷ゴウ〉が暴れる。

　しかしその程度で振り払はらわれるほど蒼真も素人しろうとではない。

　腕うでは上から押さえ込み、蹴けりは器用に足で防ぎ、完全に〈禁コン郷ゴウ〉の動きを止める。

　だが、〈封フ槍ソウ〉に最強の槍があるように、〈禁コン郷ゴウ〉にも戦龍バトルシツプの由ゆ縁えんたる無敵の兵装があるのだ。

「……これは、マズいな」

　浮遊する二本のカタナが、左右から蒼真を狙っていた。

　万ばん事じ休す。

　身を強こわ張ばらせる蒼真に、〈禁コン郷ゴウ〉は容よう赦しやなく二本のカタナを振り下ろす。

　と、その背中に華きや奢しやな手が触れた。




「──もう、無茶しないでって言ったのに」




　そして、蒼真を守るように四本の剣けんが〈禁コン郷ゴウ〉のカタナと衝しよう突とつした。

　鈴音の〈イスズ〉だった。

　格納庫を排出したあと、彼女もこの空に追いかけてきたのだ。

「よせ、ライトクルーザーで凌しのげる斬ざん撃げきじゃない！」

「そんなの、わかってるってば！」

　鈴音は跳とび箱ばこを跳ぶように蒼真の肩かたから身を乗り出すと、機械のアームに支えられた左右の剣をトンと蹴る。

　横から力を加えられた剣は切っ先を滑すべらせ、〈禁コン郷ゴウ〉のカタナを逸そらしていた。

　戦龍バトルシツプの一いち撃げきが、蒼真を逸れて空へと流される。

　──戦龍バトルシツプを、ライトクルーザーで、いなした！

　驚きよう嘆たんすべき技量だ。

　蒼真には……いや、軍では考えられない、型に嵌はまらない戦い方だった。

　身を乗り出した鈴音は、そのまま蒼真の肩に跨またがるようにストンと腰こしを下ろす。

　いわゆる肩かた車ぐるまの状態になり、細くも柔やわらかな太ももが左右から蒼真の頰ほおを挟はさみ込む。

「おい、鈴音！」

「硬かたいこと言わないの。非常時でしょ？」

　そう言いながら、鈴音は降りようとはしなかった。

　いや、降りられなかったのかもしれない。

　──震えてる……。

　鈴音は艦かん内ないのことはほとんど把は握あくしている。

　いま、自分が対たい峙じしている相手が、最強のグラムであることも理解しているのだろう。

　いかに鈴音の〈イスズ〉が、デストロイヤーの上位に位置するライトクルーザーであるといっても、戦龍バトルシツプの前には竹の槍で戦車に挑いどむようなものなのだから。

　怖こわくないはずがない。

　蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉から手を放すと、一度空に逃のがれて距きよ離りを取った。

「どうしてついて来た？」

「せんせぇを助けるために決まってるじゃない」

　それから、〈禁コン郷ゴウ〉に吞み込まれた哀あわれな少女を見る。

「響ちゃんのことも、守ってあげるって約束したからね。……ま、こんなとんでもない状じよう況きようから助けなきゃいけなくなるとは思わなかったけど」

　それから、蒼真の頭をキュッと抱だきしめる。

「せんせぇ、鱗りん界かいは使わないでよ？　戦龍バトルシツプで鱗界なんて張ったら、一発で寿じゆ命みよう持ってかれるんだからね」

　いま、蒼真がこうしてまともに動いていられるのはまだ槍も鱗界も使っていないからだった。戦龍バトルシツプたる攻こう撃げき力を行使せず、ただ飛行しているだけだから生きていられるのだ。

　それでも、こうして身にまとっているだけで命を削けずられているのだが。

　蒼真は首を横に振る。

「馬ば鹿かを言うな。向こうも戦龍バトルシツプだぞ。丸まる腰ごしで止められる相手じゃない」

　鈴音は、凜りんとしてこう答えた。




「丸腰じゃないよ。アタシがせんせぇの槍になる。そして必ず響ちゃんを助けてみせる」




　それが見み栄えや意地からくる言葉でないことは、蒼真にも伝わった。

　鈴音の手は、もう震ふるえていない。

　冷静に〈禁コン郷ゴウ〉の力と、自分たちの戦力を理解した上での言葉だ。

　──なるほど、鈴音もいずれは、戦龍バトルシツプを手にすべき人間だったな。

　皇族分家の天川家には、戦龍バトルシツプへの高い適性がある。この学園を卒業すれば、彼女もかつての蒼真と同じように戦龍バトルシツプをまとって空を舞まうのだ。

　それから、鈴音は小さく笑った。

「それにね、さっき救きゆう援えんを呼んだんだ。たぶん、この状況を止められるのは〝あの子〟だけだから」
















　それが誰のことを言っているのか、蒼真には自然と理解できた。

　蒼真の耳に顔を近づけ、鈴音は笑ってみせる。

「だからさ、せんせぇももう少し生徒を信じてみてもいいんじゃないかな？」

　それはまるで、先ほどの試合でコノハがマリーからかけられた言葉と同じだった。

「鈴音、本当はコノハたちの試合、見てただろう」

「さあ？　どうかなあ」

　飄ひよう々ひようと笑いながら、鈴音は言う。

「せんせぇならアタシと〈イスズ〉の性能くらい、いまのでわかったよね？　アタシはどう動いたらいい？」

　指揮を求められ、蒼真は静かに呼吸を整えた。

　──鈴音を、信じよう。

　彼女は厳密には蒼真の生徒ではない。

　蒼真はまだ、彼女になにも伝えられてはいないのだ。

　それでも、戦龍バトルシツプの一撃を凌いでみせた彼女にこの場で手を出すなというのは、生徒への侮ぶ辱じよくだ。

〈禁コン郷ゴウ〉を止め、響を救い出すには鈴音の力が必要である。

　しばらく瞑めい目もくして、蒼真はこう言った。

「鈴音。〈禁コン郷ゴウ〉の鱗界を破は壊かいして、道を開いてくれ。その間に、俺がもう一度〈禁コン郷ゴウ〉を抑おさえ込む。響を引き剝はがすことができれば、いくら戦龍バトルシツプでもじきに動きを止めるはずだ」

　逆に言えば、ここで猛もう威いを振るっていられるのは響の命を削っているからだ。

　蒼真ほど切せつ迫ぱくしていないとはいえ、このまま放ほうっておけばいずれ響の命も使い果たされてしまう。

　だが、そこで蒼真は呻うめくことになった。

「──っ、マズい！」

　襲おそってくるかと思いきや、〈禁コン郷ゴウ〉は向きを変えて龍りゆう甲こう艦かんから離はなれるように移動を始めたのだ。

　二対一で不利を感じたというより、自分が不完全な状態での戦せん闘とうを嫌きらったというところだろうか。

　ここで見失ってしまえば次に捕ほ捉そくできるのはいつになるかわからない。そもそも暴走した戦龍バトルシツプに逃にげられたとあっては、どんな強ごう引いんな隠いん蔽ぺい工作が行われるか見当もつかない。

　なにより、取り込まれてしまった響の命がない。

「逃げられる！　やるぞ鈴音」

　鈴音はなんの迷いもなく頷うなずいてくれた。

「りょーかい。それじゃあ、行っくよ！」

　蒼真の背中から離れると、鈴音は空を蹴るようにして加速する。

　それは最速のグラムたるデストロイヤー級に比べても遜そん色しよくのない速度だった。

　そんな鈴音の行く手を遮さえぎるように、翠みどりの光が広がる。〈禁コン郷ゴウ〉の鱗界だ。際限なく広がるそれは、少女の小さな体などたやすく弾はじき返してしまうような濁だく流りゆうだった。

　鈴音は背中から伸のびる剣のうち、ふたつを突き出して濁流のような鱗界に斬きりかかる。

「吼ほえろ〈イスズ〉──振動ヴアイブレーシヨン！」

　ガラスを擦こすり合わせたような異音が弾ける。

　──高周波振動か。

　刃やいばを高速振動させることで対象の分子結合を破壊するという兵器だ。

〝斬る〟という行こう為い自体が不要で、触ふれるだけで文字通りなんでも斬り裂さく。

　まともに斬り合えば、デストロイヤー最高の硬こう度どを誇ほこる〈タチカゼ〉あたりでも両断されるだろう。そんな凶きよう悪あくな剣を四枚も備えているのが、この〈イスズ〉というグラムだ。

　しかし、〈禁コン郷ゴウ〉の鱗界を破るにはそれでも非力だった。

　瞬またたく間まに剣を押し返されてしまう。

「くぅ……っ、やっぱ戦龍バトルシツプは硬いなあっ！」

　鈴音の背には、まだ二本の剣が残っている。

　その二本の剣は鱗界へと斬りかかるわけではなく、機械のアームに繫つながれたまま鈴音の手に握にぎられた。

　グラムの二刀流──いや、四刀流だ。

　以前、コノハも〈アカツキ〉と〈タチカゼ〉の二刀流を見せたが、即そく席せきのそれに比べて鈴音の太刀たち筋すじは明らかに洗練されていた。

「たたき斬れ〈イスズ〉！」

　左右の剣と、背中から機械腕に支えられた二本、計四本からなる高周波振しん動どう剣けんの同時攻撃に、液体のように濃のう密みつな鱗界に亀き裂れつが走った。

　そして、パンッとガラスのように砕くだけ散る。

「え、ヤバ──」

　だが、見事鱗界を破った鈴音に〈禁コン郷ゴウ〉のカタナが迫せまっていた。

　刀身に翠の光が走り、龍甲艦すら断たち割るだろう魔ま力りよくが込こめられる。

　全力を尽つくした直後の鈴音に、これを避さける力は残っていない。

「よくやった鈴音」

　鈴音の頭を軽く撫なで、蒼真は槍やりを突つき出す。

　──力はいらない。切っ先を撫でるように添そえる！

　鈴音は戦龍バトルシツプに比べて明らかに非力な剣けんで、カタナの一撃を逸らした。

　その一撃を意識しならが、〈禁コン郷ゴウ〉のカタナに寄り添うように槍を差し出す。

　スルリとカタナが向きを変え、蒼真と鈴音から逸らされる。




　直後、眼下に広がる海が真っ二つに引き裂かれた。




　滝たきが逆流したように海水が噴ふき上がり、むき出しになった海底が赤く燃える。

　これは最さい盛せい期の蒼真が全力で放つ〈封フ槍ソウ〉の一撃を凌りよう駕がしうる破壊だった。

　──それは、戦龍バトルシツプが〈封フ槍ソウ〉に劣おとるはずもないが……。

　それでも、人が操あやつってもいない暴走機体が、自分の全力を凌駕するとは認めたくないものだ。

　だが、そんなことに動どう揺ようしている暇ひまはない。

〈禁コン郷ゴウ〉のカタナは、ふた振りあるのだから。

　もうひと振りのカタナが蒼真に迫る。

「いなしてみせる」

「──せんせぇの役目は、それじゃないでしょ」

　鈴音が蒼真の背中を押す。

　蒼真が一いち撃げきを逸そらしたわずかな隙すきに、鈴音はきっちり姿勢を立て直していたのだ。

　両手両りよう翼よくの四本の剣がカタナの腹を叩たたく。

　四本の剣が高周波振動を起こす。戦龍バトルシツプの魔力と衝しよう突とつし、その負荷に耐たえきれず剣に亀裂が走った。

「いっけええええええっ！」

　それでも、鈴音は叫さけんで剣を振ふり抜ぬく。

　両手の二本が砕け散るが、カタナの向きを変えさせた。

　再び空から振ぶりしたカタナが海を引き裂き、大海は十文字に引き裂かれていた。

　これがもし、龍甲艦の上だったらと思うと背筋がゾッとする。

「どうだ！」

　汗あせを振り払はらい、鈴音が吼える。

　鱗界を破壊され、二本のカタナも凌しのがれ、〈禁コン郷ゴウ〉まで真まっ直すぐな道ができていた。

「上出来だ。今度、こないだのパフェをご馳ち走そうしてやるよ」

　そう言い残し、蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉に向かって突とつ撃げきする。

「やれるな〈封フ槍ソウ〉？」

　左手を前に出すと、その指先が切り離され独りでに宙を舞まって〈禁コン郷ゴウ〉へと纏まとわり付く。

　カーネル級の制せい御ぎよさえもぎ取る電脳侵しん入にゆう端たん末まつだ。

　もちろん〈封フ槍ソウ〉と同格の〈禁コン郷ゴウ〉には効果は薄うすい。

　それでも、ひとつだけ〝命令〟をねじ込むことくらいはできる。

「響を、離せぇぇぇええ！」

　再び〈禁コン郷ゴウ〉に摑つかみかかる。

　先ほど摑み合ってわかったが、機体の腕わん力りよく自体は両者の機体に差はない。

　だが、ここで力比べをするつもりはなかった。

「ここを任せるぞ、〈封フ槍ソウ〉」

　蒼真は〈封フ槍ソウ〉の装そう甲こうを開くと、生身で空そらに抜け出す。

　無人の機体になってなお、〈封フ槍ソウ〉は暴れる〈禁コン郷ゴウ〉を押さえ続ける。

　そして、先ほど蒼真がねじ込んだ〝命令〟がようやく効果を発揮した。

　パカンと〈禁コン郷ゴウ〉の装甲が開き、蒼真と同じように響の体が剝き出しになる。

「響を、返してもらうぞ！」

　そのまま空に放り出されようとする少女の体を、蒼真は確かに受け止めた。

　──よし、このまま離り脱だつを……。

〈封フ槍ソウ〉に戻もどろうとしたときだった。

「なっ──」

　突とつ然ぜん、〈禁コン郷ゴウ〉から翠の粒りゆう子しでできた触しよく腕わんが突き出し、蒼真の体に纏わり付く。

「こいつ、俺まで取り込むつもりか……」

〈禁コン郷ゴウ〉の装甲に足をかけ、触腕を引きちぎろうとするがビクともしなかった。

「せんせぇ！」

　そんな異常に気づいて鈴音が助けに来ようとするが、〈禁コン郷ゴウ〉のカタナが再び鈴音に襲いかかる。

　ライトクルーザーの鱗りん界かいはデストロイヤーと大差がない。対して〈禁コン郷ゴウ〉のカタナの威い力りよくは高度八〇〇〇メートルから放って眼下の大海を断ち割る。掠かすりでもすれば命がない。

　そんな背中合わせに死が同居する空で、鈴音は踊おどるように二本のカタナを回かい避ひし続けるが、蒼真に近づくことはできなかった。

　いや、鈴音がカタナの気を引いてくれているから、蒼真はまだ〈禁コン郷ゴウ〉から振り落とされずに済んでいるのだ。

　蒼真は背後の〈封フ槍ソウ〉を見る。

　主あるじの帰き還かんを待ちながら、懸けん命めいに〈禁コン郷ゴウ〉を抑え込んでいる愛機だ。

　これに乗り込めば、こんな触腕など造作もなく引きちぎることができるだろう。

　だが、戦龍バトルシツプに乗れるのはひとりだけだ。

　蒼真は迷わなかった。

「響を頼たのんだぞ、〈封フ槍ソウ〉」

　そう言って響の体を引きずり出すと、〈封フ槍ソウ〉に向かって投げ出した。

　蒼あおい戦龍バトルシツプは少女の体を大切そうに包み込むと、蒼真を置いたまま〈禁コン郷ゴウ〉から離れていってしまう。

「小鳥遊せんせぇっ！」

　鈴音が悲鳴を上げた。

　だが、蒼真とてなにも自己犠ぎ牲せいのつもりでこんなことをしたわけではなかった。

「調子に、乗るなよ……」

　纏わり付く触腕を振り払い、蒼真は逆に〈禁コン郷ゴウ〉の中に手を伸ばす。

「ぐっ……」

　しかし触腕は際限なく湧わいて出て、蒼真の体を貫つらぬいていく。

　これに実体はないのか、不思議なことに出血もなければ痛みもなかった。

　ただ〝なにか〟が蝕むしばまれていくのがわかる。

　そして、ノイズのように見たこともない景色が脳内に流れ込んでくる。

　──これは、〈禁コン郷ゴウ〉の、記き憶おく……なのか？

　それは血みどろで、地じ獄ごくのような空の記憶だった。

　飛び交かっているのは、グラムリッターだろうか。ファフニールもいるようだ。空を舞う魔ま道どう士しと機械の竜りゆうが、いつ終わるともわからぬ戦いを繰くり返す光景だ。

　意識もないのに、どうして響が目を見開いていたのかわかった気がした。

　彼女も、この景色を見せられていたのだ。

　だが、蒼真はそんな景色に吞のまれながらも〈禁コン郷ゴウ〉に摑みかかる。

　触腕を振り払うどころか、それを踏ふみつけるようにして果か敢かんに吼えた。




「じゃじゃ馬め。俺の生徒にまで手を出しやがって。躾しつけてやるぞ──〈禁コン郷ゴウ〉！」




　強ごう引いんに、蒼真は〈禁コン郷ゴウ〉に乗り込んでいた。




　　　　◇




「かっ、は──あっ、あっ？」

　時刻は少し、前後する。

　すでに選せん抜ばつ試験の全すべての試合は終しゆう了りようしている。その結果を待ちながら、どこかに去ってしまった蒼真のことを考えていたときだった。

　電流でも流されたような衝しよう撃げきに、コノハはビクンと震ふるえて身を仰のけ反らせた。

　たまらず、ベンチから転がり落ちて地面に倒たおれる。

「コ、コノハ？」

「どうしたの、コノハさん！」

　突とつ然ぜん倒れたコノハに、マリーと葉月が駆かけ寄った。

　周囲の生徒たちも、何事かと集まってくる。

　──息が、できない……！

　身を起こすこともできず、コノハは喘あえぐばかりだった。手足が痙けい攣れんし、まばたきをすることさえできない。

「しっかりなさいコノハ。誰だれか、火来指導官を呼んできて！」

　そんなコノハを、マリーが抱だきかかえる。上を向かせてもらえたおかげで、少しだけ呼吸ができるようになる。

　ひゅうひゅうと喉のどを鳴らして酸素を求めるが、全身に痛みが走って気が遠くなりそうだった。

　ただ、胸の中でなにかが熱く輝かがやいていた。

　それに気づいて、葉月が手を伸のばす。

「なにこれ……。防護服、開けるよ？」

　コノハの胸むな元もとを開き、葉月が取り出そうとしたのはペンダントだった。

　龍のキーだ。

　異様な熱を帯びて脈動するように明めい滅めつしている。

　しかし、それはコノハの専用機である〈アカツキ〉のものではなかった。

　コノハは青ざめる。

「だ、め……。それ、触さわっ、たら……っ」

「え……？」

　ペンダントに触ふれた瞬しゆん間かん、葉月の手が弾はじかれた。

「ぎゃっ」

「葉月！」

　吹ふき飛ばされた葉月はそのまま尻しりもちをつくが、首を横に振る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

　口ではそう言うが、葉月は青ざめていた。

　彼女の防護服は、袖そでまで焼け焦こげていたのだ。素す手でだったならただではすまなかっただろう。




　それは、〈禁コン郷ゴウ〉のキーだった。




　──〈禁コン郷ゴウ〉に、なにかあったの？

　コノハはキーを握にぎる。

　痛みの原因は、このキーだ。

　こうしているいまも、凄すさまじい勢いで力が吸い取られるのがわかる。

「コノハ、動かない方がいいですわ。……火来指導官はどこにいるんですの！」

　マリーが懸命に声をかけてくれて、コノハも気づく。

　試験結果を採点しているはずの火来の姿が、どこにも見当たらないのだ。それだけでなく、他ほかの指導官たちも落ち着きをなくしてなにかを囁ささやき合っている。

　いなくなった響。帰ってこない蒼真。異常を起こした〈禁コン郷ゴウ〉のキー。

　嫌いやな予感が、止まらなかった。

　コノハは身を起こす。

「行かな、きゃ……」

「行くって、どこへ……」

　マリーの問いに、コノハは答えられなかった。

　──ここで、〈禁コン郷ゴウ〉の名前を出すわけにはいかない。

　仮に言えたとしても、なぜ自分が戦龍バトルシツプに関かかわっているかなど説明できる自信がなかった。

　そんなコノハの顔をじっと見つめると、マリーは小さく頷うなずいた。

（葉月、お願いできます？）

（わかってる。先に行ってて。追いかけるから）

　ボソボソとなにかを囁き合うと、マリーはコノハの腰こしに腕うでを回して立たせてくれた。葉月の方はそのまま人ひと混ごみに紛まぎれるようにして姿を消す。

「指導官方、御み国くにさんが具合が悪いようなので医務室につれて行きますわ」

　そう言って、人目を避さけるように訓練場から出ていく。

「マリー……」

「いいから。どこに行けばいいんですの？」

「……艦かん橋きよう。いえ、第三甲かん板ぱんへ」

「わかったわ」

　コノハを支えて、マリーは歩いていく。

「あとで、きちんと説明なさいよ？」

「自信が、ないけれど……」

　そうしていると、後ろから声がかけられた。

「マリーさん、もらってきたよー！」

　葉月だった。

　走ってくる少女の手には、二本のペンダントが握られている。

　──また、グラムのキーを盗ぬすんできたの？

　コノハのためにやってくれたのだとはわかっているが、なかなかに恐おそろしいことをする少女だ。

「そんなことをして、大丈夫、なの……？」

　コノハが青ざめて問いかけると、葉月はなんでもなさそうに頷いた。

「大丈夫だよ。今度はちゃんと須東先生から許可はもらってきたから」

　なぜそこで須東なのだろう。

　首を傾かしげると、葉月は無む邪じや気きな笑え顔がおのまま言う。

「さっき、おにいちゃんだけでなくマリーさんにまでちょっかい出そうとしてたから、ちょっとだけお話をしてきたの。そしたらちゃんとわかってもらえたよ？」

　一体、なにを話してきたのだろうか。

　あの須東が素直に頷かざるを得なくなるようななにかを、葉月は握っているのかもしれない。

　これにはコノハもマリーも青ざめていた。

　そこに、耳の通信機にアラームが鳴る。

『コノハ、聞こえてる？　聞こえてなくても言うからね！　アンタのグラムと響ちゃんが大変なことになってる。格納庫ごと廃はい棄きしたから、早く来て！』

　鈴音らしくもない、不ふ明めい瞭りようで切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

「鈴音？　響がどうしたと？　なにがあったの、鈴音？」

　通信機に呼びかけても、少女からの応答はなかった。

　しかしその曖あい昧まいな通信が、コノハの嫌な予感が事実なのだと教えてくれた。

　──通信では話せないような事態が起こっている。

　万が一にでも、盗とう聴ちようされてしまう可能性がある通信では話せないようなこと。鈴音が言った〝アンタのグラム〟が〈アカツキ〉を指していないことは明白だ。

　つまり、〈禁コン郷ゴウ〉がそういった事態を引き起こしているのだ。

　キーの異常を考えればなにが起こっているのかは想像に難かたくない。

　──〈禁コン郷ゴウ〉が、暴走した？

　ミコトでさえ手を焼くと言わしめた最悪の機体が、暴走状態にある。

〈ヒリュウ〉が沈しずむかもしれないと感じた。

「鈴音って、生徒会長のことですの？」

「響さんに、なにかあったの？」

　問い詰つめるふたりの少女に、コノハは口を噤つぐむ。

　いまもキーからは力が吸い取られ続け、頭が割れそうに痛い。まともに思考も定まらず、とても満足のいく説明をできる自信もない。

　だが、ここで逃にげ出してしまったら、きっとコノハは一生彼女たちとは向き合えないだろう。

　マリーから離はなれて自分の足で立つと、コノハはふたりの少女を見つめる。

「詳くわしいことは、話せない。でもいま、この艦かんで大変なことが起こってる。たぶん、私でないと止められない。来たら、死んでしまうかもしれない」

　龍りゆう甲こう艦かんの衝撃吸収機能は艦かん砲ぽう射しや撃げきの振しん動どうさえ完全に消し去る。

　まだ艦から異常は感じられないが、この足元の空で恐らく〈禁コン郷ゴウ〉と鈴音が戦っている。もしかすると蒼真もそこにいるのかもしれない。

　暴走する戦龍バトルシツプの一いち撃げきが掠かすめでもすれば、デストロイヤーの鱗りん界かいなどひとたまりもなく消し飛ぶだろう。

　その暴力は、蒼真と戦って瀕ひん死しだったアドミラルリッターの比ではない。

「なにも話せないのに、命を賭かけろなんて話はないわ。でも、それでも……」

　すがるように、それでいて信じるように、コノハはこう言った。




「お願い、助けて」




　それが、コノハの精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。

　マリーと葉月は顔を見合わせると、苦く笑しようのように笑った。

「改まってなにを言い出すかと思えば、そのためにわたくしはここまでついてきてあげたのでしょう？」

「前だってそうだったでしょう？　命いのち懸がけだっていうんなら余計にそうだよ。そんなところに、コノハさんをひとりで行かせるわけにはいかないよ」

　そう言って、ふたりは手を差し伸べてくれた。

「……ありがとう」

　心から、そう言うことができた。




　　　　◇




『じゃじゃ馬め。俺の生徒にまで手を出しやがって。躾しつけてやるぞ──〈禁コン郷ゴウ〉！』




　コノハたちがその空にたどり着いたとき、通信機からまず聞こえたのはそんな声だった。

　すでに三人はそれぞれのデストロイヤーを手に握っている。

「なにこれ、どうなってるの……？」

　葉月が愕がく然ぜんとした声を漏もらす。

　海が、燃えていた。

〈禁コン郷ゴウ〉の一撃によるものだろうか。流れ込む海水が瞬またたく間まに蒸発し、上空の〈ヒリュウ〉さえも覆おおい隠かくさんばかりに立ち上ってきている。

　そんな空に、折れた翼つばさで懸けん命めいに飛行する鈴音と、彼女に支えられた〈封フ槍ソウ〉──その中に守られているのは響の体で、そんなふたりを巨きよ大だいなカタナが追つい尾びしている。

　そして、無人のまま蒼真を吞のみ込もうとする〈禁コン郷ゴウ〉が浮うかんでいる。

　コノハに気づいて、鈴音が言う。

「遅おそいぞコノハ！」

「──っ、鈴音を、助けなくては」

　まず、コノハが口にしたのはそれだった。

　蒼真の方がどうなっているのかはわからないが、鈴音の〈イスズ〉はすでに被ひ弾だんしている。

　気を失った響という荷物を抱かかえて、動きも鈍にぶっていた。墜おとされるのは時間の問題だ。

　──いや、被弾した鈴音が沈まずにいられるほど、〈禁コン郷ゴウ〉の動きが鈍っている？

　気がつくと、頭が割れそうな痛みも、息苦しさも収まりつつある。

「小鳥遊さんが、〈禁コン郷ゴウ〉を制せい御ぎよしている……？」

　そうとしか考えられなかった。

　コノハにも制御できない機体を、キーもなしに操あやつろうとしている。その信じがたい事実に、呆ぼう然ぜんとした。

　鈴音が活を入れるように叫さけぶ。

「アタシのことはいい！　さっさと〈禁コン郷ゴウ〉を止めなさい」

「でも……」

「アンタ以外に誰だれがせんせぇを助けられるの！」

　コノハは胸のキーを握にぎる。

〈禁コン郷ゴウ〉はすでにコノハの制御を離れている。キーを使ってもまるで応こたえる気配はない。

　直接、コノハが〈禁コン郷ゴウ〉に乗り込むしかないだろう。

　──でも、あの〈禁コン郷ゴウ〉に〈アカツキ〉で近づけるの？

　戸と惑まどっていると、鈴音が叫ぶ。

「一年たち。ここに来たってことは腹は決まってるんでしょ？　カタナのひとつはアタシがなんとかするから、コノハを〈禁コン郷ゴウ〉まで行かせてやって！」

　だが、そう言う鈴音の〈イスズ〉も、四本の剣けんのうち二本は砕くだけ、残る二本も亀き裂れつだらけであと一撃放てるかどうかという状態だ。

　むしろ戦龍バトルシツプに真っ向から挑いどんでいながらまだ飛行していられる、鈴音の技量が凄すさまじいのだ。

　マリーと葉月が、ポンとコノハの背中を叩たたく。

「ですってよ。行きなさいコノハ」

「いろいろついていけないところはあるけど、いまはいつも通りにやるしかないかな？」

　葉月とマリーに道を切り開いてもらい、コノハが蒼真を救助する。

　奇くしくも、それはかつてアドミラルリッターに挑んだときと同じ格好だった。

　──いいえ、同じではないわ。

　これはコノハが招いた事件だ。

　それを、みんなに協力してもらっているのだ。

　そして、手には戦う力がある。

　前に進む翼がある。

　コノハは〈アカツキ〉を真まっ直すぐ構えた。

「マリー、葉月、行くわ」

「ええ」

「行ってらっしゃい、コノハさん」

　葉月が〈ムラクモ〉を構え、砲ほう撃げきを放つ。

〈禁コン郷ゴウ〉本体どころか、鱗界すら突つき破れない非力な一撃だが、それが確かに戦龍バトルシツプの注意を引きつけた。

　鈴音を追っていたふた振ふりのカタナが、向きを変えてコノハへと向かってくる。

「行かせないって、ば！」

　だが、そのうちのひと振りを鈴音の背から伸のびる剣が抑おさえ込む。

　最後の剣も敢えなく砕けてしまうが、カタナも弾はじかれていた。

　──残るはひと振り。

　コノハはマリーの前に出る。

「合わせて、マリー」

　銃じゆうとしての機構を取りつけた〈アカツキ〉に、〈タチカゼ〉ほどの攻こう撃げき力はない。戦龍バトルシツプのカタナを止める力はないのだ。

　──それでも、動きを止めるくらいはできる！

　銃機剣とカタナが衝しよう突とつする。

　たった一度の接せつ触しよくで、〈アカツキ〉の刀身に亀裂が刻まれ魔ま力りよくが漏ろう電でん現象を起こす。

　だが、コノハはひとりではないのだ。

「〈タチカゼ〉──加速ブースト！」

　一歩遅おくれて斬きりかかるマリーの一撃が、ふた振り目のカタナをはたき落とした。

　コノハは被弾した〈アカツキ〉を手放すと、真っ直ぐ〈禁コン郷ゴウ〉に向かって飛び込む。

「──っ？」

　だが、そんなコノハの行く手を遮さえぎるように翠みどりの光が広がる。

〈禁コン郷ゴウ〉の鱗界だ。

　──競せり負ける……。

　思わず、目を瞑つぶりそうになったときだった。




「貫つらぬけ──〈封フ槍ソウ〉！」




　そう叫んだのは、蒼真ではなかった。

「鈴音？」

　響の手から槍やりを取りあげ、鈴音が槍を突き出していた。他者のグラム──それも戦龍バトルシツプを強引に使用したのだ。その腕は裂けて出血していた。

〈封フ槍ソウ〉の一撃に、戦龍バトルシツプの鱗界はひとたまりもなく砕け散ちる。

「ほら、アタシだって、やれるじゃ、ない……」

　それが最後の力だったのだろう。

　鈴音がフラフラと墜つい落らくしていく。

「生徒会長さん！」

　それを、葉月が支えにいく。

　コノハは、真っ直ぐ〈禁コン郷ゴウ〉へと飛び込む。

「小鳥遊さん……」

　近づいて、コノハは息を吞んだ。

　蒼真の体は、針のような無数の触しよく腕わんに貫かれていたのだ。

　すでに意識はなく、それでもその手は〈禁コン郷ゴウ〉の装そう甲こうを摑んで離さない。

　翠の触腕に実体はないのか、蒼真の体から血が流れている様子はなかった。

　──こんなになってまで、〈禁コン郷ゴウ〉を抑え込んでくれたの……。

〈禁コン郷ゴウ〉の動きは、すでに止まっていた。

　宙を飛び交かうカタナでさえ、ずいぶん動きが鈍っていたのだろう。そうでなければ、あれだけボロボロの〈イスズ〉や、たかがデストロイヤーの〈タチカゼ〉で戦龍バトルシツプの一いち撃げきを凌しのげるはずもない。

　この人は、意識を失っても生徒を守ってくれたのだ。

　コノハはギュッと蒼真を抱だきしめると、その手に自分の手を重ねた。




「鎮しずまりなさい〈禁コン郷ゴウ〉。お前の主あるじは、私よ」




　空に、翠の光が広がる。

〈ヒリュウ〉の長い一日の、終わりだった。








エピローグ






「──逃にがさない！」

　事件から、数日が経過していた。

　学園の訓練場にて、〈アカツキ〉を握ったコノハが疾しつ駆くする。迷いが吹ふっ切れたからか、ここ数日でまた動きがよくなったように見える。

　その剣の先にいるのは、黒い外骨格をまとった少女だった。

　響ひびきだ。

「響、後ろからマリーが回り込んでくるぞ」

　蒼そう真まは通信機からそう指し摘てきするが……。

「わかってるけど、無理だよ！」

　悲鳴を上げる響は、前後から挟はさみ撃うちの格好になっていた。

　とっさに身を伏ふせ、正面のコノハに足あし払ばらいをかけるが、コノハはそれをひょいと跳とび越こえてやり過ごす。

「トドメですわ！」

　そこにマリーの〈タチカゼ〉が振ふり下ろされるが、響は振り返りもせずに〈ヒビキ〉を突き出し、その一撃をなんとか止める。

　三対一でこの反応だ。

　劣れつ勢せいではあるものの、やはり響のグラムリッターとしての技量は突き抜ぬけている。

「後ろに、目でもついてるんですのっ？」

　驚きよう愕がくというよりもはや呆あきれたような声だった。

「やあ、さすがに本物の軍人は動きが違ちがうね」

　そんな試合を眺ながめながら、気楽そうに言ったのは鈴すず音ねだ。

　先日の戦せん闘とうで彼女も無傷ではいられなかった。右みぎ腕うでは包帯で吊つられ、スカートから伸びるタイツに包まれた太ももにも、包帯が見え隠かくれしている。

　蒼真は試合に目を向けたまま、首を傾かしげる。

「なんで鈴音がここにいるんだ？」

「だってせんせぇにパフェご馳ち走そうしてもらう約束、まだ果たしてもらってないもん？　いま利きき手がこれだから『あーん』とかしてもらわないと食べられないし」

　そう言って、蒼真の肩かたに寄りかかってくる。

　もしかすると、自分はとても厄やつ介かいな約束をしてしまったのかもしれない。

　しかしコノハたちの試合が佳か境きように入っていて、蒼真は鈴音を押し退のけることも抱き寄せることもできなかった。

　響を追い込んでいたマリーとコノハが、突とつ然ぜん左右に飛び退く。

　そこに、葉は月づきの〈ムラクモ〉からの射線が通っていた。

「あっ……」

「ちゃんと防いでね？」

「防げないよ！」

　荷電粒りゆう子しの砲撃が放たれ、響は〈ヒビキ〉を踏ふみ台だいに跳ちよう躍やくする。

〈ムラクモ〉の一撃からは逃のがれるが、そこにコノハが飛び込んでいた。

「これで、終わり」

　ドウッと、響の胴どうを銃機剣が薙なぐ。

　響は受け身も取れずに地面に叩きつけられた。

「響！」

「きゃんっ？」

　蒼真は通信機を放ほうり出して響に駆かけ寄る。肩に寄りかかっていた鈴音が支えを失って派手に転がったが、振り返る余よ裕ゆうはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃないよ。痛たたた……」

　そこに、コノハが申し訳なさそうな顔をして降りてくる。

「ごめんなさい。加減を、間ま違ちがえたかもしれない」

「ちゃんと手加減してよ、同じデストロイヤーで三対一なんだから、勝ち目なんてあるわけないじゃん……」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる響に、マリーが首を傾げる。

「なに言ってるんですの？　前回はあなたの圧勝だったではありませんの」

「あのときだって余裕なんてなかったもん。だからボクだってなりふり構わない手を使ったんじゃないか」

　そう言って、響は三人の少女を睨にらむ。




「三人とも、一年生の代表になったんでしょ？　いつまでもボクひとりで勝てるわけないじゃないか」




〈禁コン郷ゴウ〉の事件のあと、発表は遅れたものの一年生学園代表が公表された。

　選ばれたのは、コノハたち十一班だった。

　第一試合こそ無様な戦い方を見せたものの、それを試合中に持ち直したことが評価されたのだ。加えて、総合的な実力ではやはり群を抜いているという理由もある。

　そんなコノハたちと響は、どちらからともなく再戦する流れになった。

　因いん縁ねんを晴らすのではなく、ただ約束だからというように。

　コノハが手を差し出し、響を助け起こす。

「ねえ、今度は二対二でやろうよ。ボク、コノハといっしょがいい！」

「前衛がわたくしひとりじゃ持ち堪こたえられませんわ！」

「マリーなら大丈夫だよ。この前も上手うまく動いてくれたじゃないか」

　そう言って、響はコノハにしがみつく。

　あれ以来、響はどこかコノハに懐なついているようだった。

　選せん抜ばつ試合の最さ中なかに仲直りができたおかげか、それとも〈禁コン郷ゴウ〉と触ふれ合って、コノハの側そばが安全だと直感したのか。

　いずれにせよ、四人になった少女たちは上手くやれているようだ。

「せんせぇー、アタシも助けてくれると嬉うれしいなぁ……」

　批難がましい鈴音の声に振り返ると、少女は仰あお向むけにひっくり返っていた。片手で起き上がるのは確かに難しそうだ。

　──というか、スカートの中が見えているんだが……。

　一応、本人も股またを閉じて隠そうとはしているようだが、タイツをつり下げるガーターと真っ白な布の一部が見えてしまっている。

　顔を覆おおいながらも、蒼真は鈴音の側に戻もどってやった。

「すまんすまん」

　今度は鈴音を助け起こす。

　しかし鈴音は蒼真ではなくコノハを見つめていた。

「コノハ、少し明るくなったね」

「……ああ。そうだな」

　その視線の先を追って、蒼真はあの日のことを思い返す。

　事件自体は、ファフニールからの襲しゆう撃げきとだけ報じられた。

　上からは見えない艦かんの真下での戦闘だったこともあり、目もく撃げき者しやも蒼真たちしかいなかったのだ。事実を知る者には箝かん口こう令れいを敷しきつつも、艦かん内ないに敵が侵しん入にゆうしたとして警けい戒かいを呼びかけた。小さな噓うそで大きな事実を隠した形だ。

　蒼真だけでは、きっと止められなかっただろう。

〈禁コン郷ゴウ〉に乗り込んだまではよかったが、まるで止めることができず、せいぜい機体の動きを鈍らせることと、攻こう撃げきの手を阻そ害がいする程度のことしかできなかった。

　またコノハに助けられたことになる。

　だが、そのとき蒼真は少しだけ〈禁コン郷ゴウ〉の記き憶おくに触れることができた。

　その本当の所有者が誰だれなのか。

　なぜ、アドミラル級と戦った空に〝彼女〟と〈禁コン郷ゴウ〉がいたのか。

　──これ以上、うやむやにしておくわけには、いかないか。

　だから、蒼真はコノハに声をかけた。

「コノハ。少し、いいか？」

「なんでしょうか」

「話がある。指導官室に来てくれ」

　改まった声に、コノハだけでなくマリーと葉月も目を丸くしていた。




　　　　◇




「話とは、なんでしょうか」

　訓練場の指導官室に入ってきたコノハは、まるで表情を変えないまま首を傾かたむける。

　──緊きん張ちようしてるみたいだな。

　だが、この少女とのつき合いもそろそろひと月を超えるのだ。コノハの表情がいつもよりさらに硬かたくなっているのはなんとなくわかった。

　ひとりだけ呼び出してしまったため、身構えさせてしまったのだろう。

「まずは、この前の事件のときは助かった。マリーと葉月にも礼を言うべきなんだが、まず君と話しておきたくてな。とりあえず、座ってくれ」

　自分も腰こしを下ろしつつ椅い子すを示すが、コノハは座らなかった。

　注意深く観察すると、コノハは平静のように見えて瞳ひとみが小刻みに震ふるえている。恐おそらく、目が泳いでいる状態なのだろう。

　蒼真の声がきちんと届いているのかも怪あやしかったが、コホンと咳せき払ばらいをして話を続ける。

「ひとまず、響の身み柄がらだが、俺が預かることになった。彼女があの事件にどう関かかわったのか、現場にいた俺たちでさえ正しく把は握あくはできていないからな。監かん視しも兼かねて俺が面めん倒どうを見るのが適当だと判断されたようだ」

「そう、ですか……」

　その声は、ホッとしたような困ったような、複雑な色が滲にじんだものだった。

　思わず苦く笑しようしながら、蒼真は言う。

「響の戦龍バトルシツプへの適性は高い。あるいは、それが事件を引き起こしたのかもしれないほどに。俺はこれからも彼女の才能を伸のばすために指導していくつもりだ」

「……はい」




「そこで相談なんだが、君もいっしょに戦龍バトルシツプの訓練を受けないか？」




「はい。…………えっ？」

　こくりと頷うなずいて、しばらく経たってからコノハは耳を疑うように顔を上げた。

　まるで大切な秘密を曝あばかれてしまったかのように、少女は顔色を変えて狼狽うろたえる。

「落ち着け。なんというか、あれは君のグラムなのだろう？」

〈禁コン郷ゴウ〉の名前を避さけて、できるだけやんわりと言うが、今度こそコノハは目を見開いて硬こう直ちよくした。

「ど、どうして、それを……」

　本人は秘密を守りきっているつもりだったのだろう。

　それにしては軽けい率そつなひと言をこぼしてしまっているのだが。

　──俺の最後の任務のことを知っていて、〈禁コン郷ゴウ〉を止めたんだ。考えなくてもわかりそうなもんだが……。

　蒼真だけでなく、マリーや葉月も薄うす々うす気づいているはずだ。鈴音にいたっては、初めから全すべてを知っていたのではないかと思う。

　そして動どう揺ようするコノハはさらに迂う闊かつな言動を漏もらす。

「鈴音……いえ、姉さまが話したんですか？」

　きっと、普ふ段だんのコノハならその名前を口に出したりはしなかったのだろう。これまでも身内などと曖あい昧まいな表現で避けてきた言葉なのだから。

　蒼真は、鎌かまをかけるつもりで問いかける。




「姉って、第二皇女ミコト殿でん下かのことか？」




「は、はい。……──っ、あっ」

　コノハは慌あわてて口を塞ふさぐが、すでに手て遅おくれである。

　それは自分でも理解しているのだろう。蒼そう白はくになってカタカタと震え始める。

〈八ヤ万マ都ト〉の姫ひめ──〈皇国〉最強のグラムリッターにして、第二皇女ミコト。その女性を姉と呼ぶということは、コノハもそれに次ぐ姫だということだ。

「あのっ、これは……」

　なにか言い繕つくろおうとするコノハに、蒼真は人差し指を立てて止める。

　──こんなところでこれ以上、迂闊な発言をされたら俺も困る。

　訓練場の指導官室など、誰に聞かれているとも知れないのだ。その気になれば盗とう聴ちよう器きなど仕し掛かけなくとも、壁かべの側で耳を澄すませるだけで会話など聞こえてしまう。

　蒼真はできるだけ、ゆっくりと話しかける。

「君が秘密にしておきたいことを、詮せん索さくするつもりはない。ここにいる以上、君は俺の生徒である御み国くにコノハだ。それ以外の誰でもない。特とく別べつ扱あつかいをするつもりもない」

　そう言って、からかうようにコノハの顔を見上げる。

「だが、そうすると、俺は不敬罪に問われるのかな？」

「──っ、そんなこと、あり得ません！」

　声を荒あららげて否定するコノハに、蒼真は苦笑を返す。

「それを聞いて安心した。なにせ葉月に君を撃げき墜ついさせるような訓練なんてやったからな」

　からかわれているのだと気づいたのだろう。

　コノハは顔を赤くして視線を逸そらす。

「……あれは、本当に恐ろしくありましたが」

「すまんすまん。だが、飛べるようにはなったろう？」

「……はい」

　それから、蒼真は真まっ直すぐコノハを見つめて言う。

「君の立場を考えれば、言えないことも多いのだろう。だが、できるだけのことでいい。チームの仲間には話しておいてくれないか？」

「それは……」

　コノハは、怯おびえたように後あと退じさる。

　わからなくはない。

　皇族や戦龍バトルシツプの名を出して、マリーと葉月の態度が変わってしまうことが怖こわいのだ。

　それでも、と蒼真は言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。信じてやれ。マリーも葉月も、二度もあんな危険な戦場までついてきてくれただろう？　いまさら、君が何者だったとしても大した問題じゃないさ」

　そう言って、蒼真は扉とびらの窓に目を向ける。




「そうだろう、マリー、葉月？」




「えっ──？」

　コノハが振ふり返ると、そこには窓からこっそり覗のぞいているふたりの少女の顔があった。

「ふたりとも……」

　マリーと葉月は慌てて逃にげ出そうとするが、蒼真は素す早ばやく立ち上がって扉を開ける。

　ふたりは気まずそうに顔を見合わせ、しぶしぶ指導官室に入ってきた。

「ごめんね、コノハさん。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんだけど、ふたりともすごく深刻な顔してたから、またなにかあったんじゃないかと思って……」

「そ、その通りですわ。別に、コノハが指導官とふたりっきりでいるのが気になったわけではありませんからね？」

「マリーさんにとっては、そっちの方が重要だったんだよね？」

「違ちがうと言ってますでしょう！」

　金切り声を上げて、マリーはコホンと咳払いをしてコノハを見み遣やる。

「その、わたくしは皇国民ではありませんし？　いまさらコノハがどこの誰だろうと興味はありませんわ。この前、頭ず突つきをしたことも謝るつもりはありませんし」

「え、でもあれはさすがに謝った方がよくないかな。仮想機で撃墜判定与あたえるだけでも十分だったんだし……」

「葉月、あなたは誰の味方なんですのっ？」

「強しいて言うなら、おにいちゃんのかなあ」

　気のせいだろうか。最近マリーは葉月にまで遊ばれているような気がする。

　涙なみだぐみながらも、マリーはキッとコノハを睨にらみつける。

「ともかく、ですわ！　わたくしが驚おどろいたのは皇国の姫があんなわけのわからない失言を繰くり返すおっちょこちょいだということだけですわ！　これまでも、これからも、わたくしはあなたとの関係を変えるつもりはありませんから」

　蒼真は、やはりマリーがここにいてくれてよかったと思った。

　コノハになによりも必要だったのは、きっとこの言葉なのだ。

　蒼真でも与えてやれなかった言葉を、マリーは考える前に言ってくれた。

　コノハはキュッと胸を押さえ、瞳を涙で潤うるませる。

　それから、どこか幸せそうな笑え顔がおでこう言った。




「でも、社会に出てからそれでは人間性を疑われるわ」




　空気が、凍こおりついた。

　コノハもせっかくできあがった料理を自分で引っ繰り返してしまったかのように、蒼白になる。

　……結局、この少女たちはこうなのだ。

「きぃぃぃっ！　あんたはどう言えば納なつ得とくできるんですの！」

「誤解だわ。私はただ礼れい儀ぎの話をしただけよ」

　取っ組み合いを始めながら、それでもコノハはマリーを真っ直ぐ見つめた。

「マリー。葉月」

「なんですの」

「うん」

　ふたりの顔を交こう互ごに見つめ、コノハは囁ささやくように口を開く。

「私は……」

　そこに続く言葉は、すぐには口からは出てこなかった。

　それでも、マリーと葉月はじっと待ってくれる。




「私は、皇族です」




　やっとの思いで口に出せた言葉に、ふたりの仲間はただ頷く。

「私のせいで、たくさんの人が死んで、でも、私はグラムリッターにならないといけなくて……。だから、強くならないと、いけなくて……」

　ボロボロと涙がこぼれ始め、コノハはたまらず顔を覆おおう。

　そんな少女を、マリーと葉月はそっと抱だきしめてやっていた。

　それを横目に、蒼真はそっと指導官を抜ぬけ出し、扉を閉める。

　──コノハはもう、大丈夫だろう。

　彼女の中には、かつての蒼真と同じ後こう悔かいが渦うず巻まいている。

　それをまだ、許せないでいる。

　蒼真自身がそうであったから、それをぬぐい去るのがどれほどの困難なのか、痛いほどよくわかる。

　きっと、乗り越こえるまでまだ時間がかかることだろう。

　それでも、コノハはようやく抱かかえ込んでいた秘密を吐はき出せたのだ。

　響と飛んだ空で踏ふみ出せなかった一歩を、コノハはようやく踏み出せた。

　手を差し伸のべられても、それを握にぎり返さないなら独りなのと同じだ。

　それを、コノハは受け取れるようになったのだ。

　支えてくれる誰だれかがいるなら、必ず乗り越えられる。

　だから、いまは少女たちの時間を守ってやろうと思う。




　指導官室を出ると、響と鈴音が待っていた。

「難しいお話、もう終わった？」

「ああ。ありがとうな。気を利きかせてくれて」

　響もコノハが人に聞かれたくない話があるのだと察して、距きよ離りを置いていてくれたのだろう。

　そう褒ほめると、響も初めて出会ったころと変わらぬ、屈くつ託たくのない笑みを浮うかべる。

「えへへー。あのね、蒼真の言った通りだった」

「なにがだ？」

「友達を作ると、とっても楽しかった」

「そうだろう？」

　こちらも他者と触ふれ合うことを覚えてくれた。

　もちろん、まだまだ軍に送り返せるような段階ではないが、確実に前に進んでくれている。

　そのことにホッと笑みをこぼすと、響は蒼真の腕うでに自分の腕を絡からめてきた。




「でも、やっぱり蒼真のことが一番好きだよ」




　自じ慢まんげな笑顔に、蒼真は目を丸くすることしかできなかった。

　それから、答える代わりにぐしっと頭を撫なでてやる。

　こういうふうに向けられる好意を拒きよ絶ぜつできるほど、蒼真も達観した人間ではないのだ。

「若いっていうのは、いいねえ」

　それを見て、誰よりも幼い容姿の少女は年寄りくさい言葉をこぼす。

「悔くやしいから、アタシもー！」

「ついでみたいに引っ付くな！」

　いつも通り、どこまで本気かわからない口調で鈴音も空いている腕にしがみついてくる。

　ただ蒼真にはそれが、蒼真が生きていることを確かめるかのように、恐おそれに満ちたもののように感じられた。

　──鈴音も、過去を引きずっている人間のひとりなんだろうな。

　今回、蒼真にとって助けになったのはコノハ以上に鈴音の存在が大きい。

　これから、そんな少女たちも蒼真の生徒になるのだ。

　選せん抜ばつ試験はくぐり抜けたが、本当の困難はこれからなのかもしれない。




　ただ、蒼真は知らなかった。

　コノハがこれほど迂う闊かつに口を滑すべらせてしまったのは、あの事件の直後に姉との間で秘密の会話があったからなのだと。




　　　　◇




「──以上が、ことの顚てん末まつです」

　生徒会室の通信施設を使って、コノハはそう報告を締しめくくっていた。

　戦龍バトルシツプ〈禁コン郷ゴウ〉の暴走事件の顚末についてだ。

　通信相手は、コノハの姉ミコトだ。

　内容も〈禁コン郷ゴウ〉の名や暴走などという記録を残すわけにはいかないため、皇族専用の暗号だらけで、傍はたで聞いても食事かなにかの話題にしか聞こえないことだろう。

　この暗号は皇族間でも文書には残さず口頭でのみ伝えられているため、解読される危険は極きわめて低い。

　通信の向こうから、ミコトの応答はなかなか返ってこなかった。




『話は、わかった。コノハ、貴様はこの事件の犯人を誰だと考える？』




「犯人……とは？」

〈禁コン郷ゴウ〉の暴走──それは響の高すぎる感応が引き起こした事故だ。

　事故に犯人など存在しない。そのはずではあるが……。

　──姉さまは、そう考えていらっしゃらない？

　だが、誰の思おも惑わくがこんな事件を引き起こすというのだろう。

　一歩間ま違ちがえば、二隻せきの戦龍バトルシツプと皇族を含ふくめて三名もの戦龍バトルシツプ級グラムリッター候補生を失うところだったのだ。

　アドミラル級によって軍が打だ撃げきを受けているいま、それは〈皇国〉さえも滅ほろぼす引き金にさえなりかねない。軍内部の仕し業わざとは考えられない。

　だが、そこで傾けい国こくの危機に瀕ひんした〈皇国〉が略りやく奪だつに走る可能性もあるのだ。〈帝てい国こく〉のような他国でさえ、おいそれと手を出してくるとは思えない。

　ならば、国や利益を顧かえりみない個人の暴走と考える方がまだあり得る。

　──でも、一体誰が？

　答えられないでいると、通信からため息が返ってきた。

『……吊つられた餌えさに食いついたのは、軽けい率そつだったか』

「どういう意味でしょう？」

『事情が変わった。蒼真には別の任務を与える。コノハ、貴様はその補ほ佐さについてやれ』

　言われたことの意味がすぐには理解できず、コノハはまばたきを繰り返した。

「姉さま、それは、つまり……？」




『蒼真の戦龍バトルシツプ専属指導官の件は、白紙に戻もどす。コノハ、貴様はその艦かんに残り蒼真の手助けをしてやれ』




　不ふ謹きん慎しんかもしれないが、心臓が大きく高鳴った。

　──小鳥遊たかなしさんと、ここに残れる……。

　しかもこれまでのようなコノハのわがままではない。

　任務という正当な理由まで与あたえてもらったのだ。吐と息いきまで荒あらくなりそうになって慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。

　しかし、とコノハは自制する。

「それでは、小鳥遊さんの出世の件は……」

『地位が必要なら貴様が特務官の肩かた書がきでもくれてやれ』

　職権濫らん用ようではあるが、皇族権限を好きに使っていいということだった。

　あまりの景気のいい話に、逆に寒気を感じる。

　──それほどまで、深刻な事態が起きつつある……？

　あるいは、すでに起こっているのか。

　一時は浮かれそうになった気持ちを静めて、コノハは〈禁コン郷ゴウ〉の暴走という事件を重く認にん識しきし直した。

『詳くわしくは、後日改めて指令を下す。貴様は〝あれ〟の管理を徹てつ底ていしておけ』

「承知しました」

　それを最後に、姉からの通信は終しゆう了りようした。

　コノハはまだ知らなかった。

〈ヒリュウ〉がなぜこうもファフニールからの襲しゆう撃げきに遭あうのかも。

　そして、その追手がすでに内部に入り込んでいるということも。








あとがき






　みなさまお久しぶりでございます。そうでもない方はこんにちは。『戦せん艦かん学がく園えんのグラムリッター２　転てん落らくの魔ま道どう士しと迷まよえる皇こう女じよ』をお届けに参りました。手て島しま史ふみ詞のりでございます。

　新年最初の一冊なのです！




　アドミラル級ファフニールを撃げき退たいしたのも束の間、入院中の蒼そう真まの布団の中に潜もぐり込んでいたのは見知らぬ半はん裸らの少女響ひびき！　そんな響は〈封ふ槍そう〉の後こう継けい者しやとして蒼真の生徒になるが、学園ではコノハたち一年生選せん抜ばつ試験が迫せまっていて！　対立する少女たち。しかし本当の災さい厄やくはすでに内側へと侵しん入にゆうしていた。




　とまあ、前回が外から来る敵のお話でしたので、今回は艦かんの内側のお話になります。

　新ヒロインの響も、実は一巻で少しだけ顔見せしていたりします。

　この娘こは一巻の企き画かく当初からいたのですが、なかなか性格が定まらず決まってからも彼女がなにを考えてるかわからなくて、書くのが大変な娘でした。

　でも手のかかる子ほど可愛かわいいというか、キャラとしてはすごく気に入っていたりします。

　あとキャラデザが可愛いのも大きな要因ですね。テキスト段階では某ぼう機動戦士のバンシィさんをイメージしてたのですが、ラフを見せてもらったときイメージ以上の可愛さと格好良さで「ひゃっほう！」となりました。

　それと今回、もうひとり重要なのは生徒会長の鈴すず音ねですね。

　一巻では裏方でしたが、今回は割とメインに登場してたりします。

　おっさん臭くさい幼女を書いてみたくて登場させたのですが、予想以上に書くのが楽しくて、しかも勝手に動いてくれるので一番手のかからない娘です。

　あの真っ赤なポニーテールであちこち駆かけ回ってる姿を考えると、それだけで微笑ほほえましいのです。あの子、絶対大きくなったら酒飲みになると思うのです。それでいっしょにお酒飲めたら楽しいだろうなーという感じで書いております。




　今後の予定ですが、春ごろに『東京異界のバリスタ（ＧＡ文庫）』の二巻が。

　戦艦学園については三巻を準備中ですが、まだここでご報告できる段階ではないという感じでしょうか。




　さて、お仕事の話はこのあたりにして、近きん況きようについてなど。

　私、ゲームは年に四、五本くらいしかプレイしないのですが、この前某ぼう竜りゆう狩がりＲＰＧの新作が出ましたのでそれを二か月くらいかけてクリアしました。

　実はあのシリーズ、前作がやりたかったがためにＰＳＰを買ったくらい好きだったりするのです。そしてうちの子たちが初めて自力でクリアできたＲＰＧだったりもするので、家族みんなで回しプレイしていたり。

　ここで問題になるのが、誰だれがどこまで進んでたかです。うちはネタバレ会話は避さけるのが暗あん黙もくの了りよう解かいだったりするので「先の話を語りたい！」と思いつつも他の人のプレイが追いつくまで悶もん々もんとして待っていたり。

　しかしこれは遊び呆ほうけているわけではなく、やはり作品造りに必要な資料収集だと思うのです。

　竜が襲おそってくるという舞ぶ台たいは、そのまま本作でも勉強になることが多いですし、他社で空ものを書いていたときも、私はスカイダイビングに行ったりもしました。

　傍はたからみればそれも娯ご楽らくだろうと思われるかもしれませんが、私は高所恐きよう怖ふ症しようです。取材でもないのに自分からそんな怖こわい目に遭あうほどドＭじゃないのです。

　とまあ、作家というのはいつも遊んでるように見えますが、全て仕事に繫つながっているんですよー……と、子供たちに言い訳をしているのです。




　そうそう。私がプラモデル好きなのはご存じの方も多いかもしれませんが、最近ではロボットに限らず戦艦だったり戦せん闘とう機だったり戦車だったりあとは戦闘少女だったり、わりと見み境さかいなく手を出していたりします。

　戦艦はもちろん、龍りゆう甲こう艦かんの資料で組み立てたのですが（真ま面じ目めな話、本を読みあさるよりイメージが摑つかみやすい）、他にもメカ少女キットのフレームアームズガールシリーズなんかも実は資料に使えるのですよ。特に長物とか持たせたときの雰ふん囲い気きとか？

　これからはその辺の描びよう写しやも丁てい寧ねいに書いていけるといいなあと、チマチマ組み立ててたりします。

　いや、ただ資料だというならフィギュアとか買えばいいとは思うのですが、すでに組み立て済みのやつはいまいち手を出す気になれないのです。

　やはり組むからにはそれなりに手を加えて完成度を上げたりするわけで、そこに愛着というものが生まれるんだと思います。そしてその愛着がそのまま作品に反映されるのですよ。うん。そうに違ちがいない。




　とまあ、この物語はそういう遊んでるのか仕事してるのかわからない作者の趣しゆ味みによって形を持った作品だとも言えますね。

　綺き麗れいに話がまとまったところで（まとまってない）、今回もお世話になりました各方面へ謝辞。

　いつも根気よく面めん倒どうを見てくださっている担当Ｋさま。今回も愛らしくも素晴らしいキャラ＆メカをデザインしてくださいましたカスカベアキラさま（響と鈴音も可愛いけどマリーが！）。カバーデザイン、校正、広報等に携たずさわってくださいましたみなさま。いつも本買ってくれてるＮくんＹさん。生徒会長がんばってねＫくん。なんやかんやでいつも励はげましてくれる子供たち。

　そして本書を手に取ってくださいましたあなたさま。

　ありがとうございました！





二〇一五年　十二月　手島史詞




アトリエ月の窓新館　http://teshima.exblog.jp/












戦せん艦かん学がく園えんのグラムリッター２




転てん落らくの魔ま道どう士しと迷まよえる皇こう女じよ
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